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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　二十分百円、二十四時間二千円。そう記された駐ちゆう車しや場の看板が、夕日に照らされて真っ赤に染まっている。アスファルトに覆おおわれた硬かたい地面もまた、斜しや陽ようの色と同化させられている。無言で並んだ車の色も、敷しき地ちを囲む電信柱も、何の用があるのか電線に集つどった鳥の群れも、全すべてが赤く沈しずんでいる。

　駐車場の入り口近くに停とめられた軽自動車の前に、泉見いずみなつきは立っていた。ダッフルコートのポケットに両手を突つっこみ、後頭部で束ねた髪かみを十二月の冷たい風になびかせ、なつきは鉄の塊かたまりを凝ぎよう視しする。だが今なつきの目に映っているのは、目の前にある夕焼け色の車体ではなく、十数年前にこの場所に広がっていたはずの風景だった。その頃ころここは手て狭ぜまなコインパーキングではなく、小さな民家が建っていた。

「ここが玄げん関かんだったんだよ」

　軽自動車のタイヤの辺りに視線を下ろし、なつきが軽い口調で言った。

「学校から帰ってくると、いつも鍵かぎが閉まっていた。私の両親は共働きで、年の離はなれた兄貴は忙いそがしくて、誰だれも家にいなかったんだ。自分で鍵を開けて自分でおやつを用意する、でも寂さびしいと思ったことはほとんどなかったよ。ひとりでも平気だったし、時々近所の子が遊びにきたりもしていたからね。親に言われていたんじゃないのかな、『なつきちゃんはひとりで可哀かわい相そうだから、遊んであげなさいね』ってさ。それで縄なわ跳とびだとか、隠かくれんぼだとかをして……」

　鼻を強く鳴らし、なつきが笑った。

「ずいぶん地味な活動をしていたもんだね。子供って案外、大人よりも大変な生き物かもしれないな。空き時間が多いのはいいけれど、時間潰つぶしをその都度自分で探さないとならないんだから。私は探すのが面めん倒どうで、毎日同じ地味な遊びを繰くり返してばかりいたよ。『死んだ』日までは」

「それは、ご愁しゆう傷しよう様さまでした」

　駐車場の入り口に佇たたずむ人ひと影かげが、そう言った。年はなつきよりやや上、二十代後半ほどの女だった。目鼻立ちは整っており、両頰ほおを覆うように長い髪を垂らしていた。風の中で黒いコートの裾すそが音もなく揺ゆれ、表情と声にはそれなりの憂うれいがこもっていた。なつきは部下への返事の代わりに、ブーツの底で軽くタイヤを蹴けった。そして駐車場の奥へと歩き出した。

　軽自動車の隣となりには、助手席にチャイルドシートを載のせた、大きなワゴン車が停まっていた。「多分、居間があったところ」と、なつきが先ほどより素っ気ない物言いで説明した。

「家族でクリスマスパーティをやった思い出があるよ。一度きりだけどね」

　指を伸のばした姿勢で、なつきは続けた。

「もしかしたら、その前にもやったことがあるのかもしれないけれど、幼すぎたのかな、全然覚えていない。私の記き憶おくにあるのは一回だけ。プレゼントに、確か何かのぬいぐるみを両親がくれた。兄貴は両親が何を買ったのか知らなかったみたいで、全くおなじものを用意していた。それから何日後かに両親がいなくなって、私は親しん戚せきの家に引っ越こした。だからこの家での記憶は、これでおしまい」

　ご愁傷様でしたと、また部下が言った。なつきは答えずに、自分の足あし下もとに目をやった。空き缶かんがひとつ、転がっていた。

「昔、缶かん蹴けりもやったっけ」

　空き缶を拾い、なつきは微笑ほほえんだ。アルミ缶の表面を指先で押し潰つぶしながら、ゆっくりと足を運ぶ。なつきの息づかいとブーツの音、缶が軋きしむ音が、奇き妙みように混ざりあって駐車場に不ふ穏おんな響ひびきを落とす。電線の上の鳥は、何やら落ち着きのない鳴き声を発し続けていた。

「家って、なんだかおかしいよね」

　駐車場の一番奥、空きスペースを見つめ、なつきが短く息を吐はいた。冬の寒さに凍こごえた呼気の色も、夕日を受けた瞬しゆん間かんに赤へと染め変えられた。

「家族、友人、恋こい人びと、その他。組み合わせはどうでもいいけれど、同じ場所に他人と一いつ緒しよに住むことに、一体何の意味があるんだろう。人は生まれてくる時は、みんなひとりだよ。死ぬ時だって大体ひとり。だったら生きている間もひとりでいれば、統一性があって美しいとさえ私は思うんだけどね。違ちがうかな」

　入り口の部下に、なつきが振ふり返る。風向きが変わり、女の髪が大きく翻ひるがえった。頰ほおに刻まれた古い傷きず跡あとがあらわになった。

　女は落ち着いた動作で髪を押さえ、言った。

「双ふた子ごは」

「何？」

「双子なら、生まれてくる時はふたりだと思います」

　言った直後に発言を悔くいたのか、女は目を伏ふせた。なつきは「どうだろうね」と眉まゆを寄せ、片手で乱暴に髪のほつれを直した。

「腹の中ではふたり一緒かもしれないけれど、仲よく手を繫つないで産道を通ってくるわけじゃないでしょう。連帯感も別にないんじゃないの。ああ、双子といえば、あいつらや裏切り者は元気にしているかな」

　女が音には出さずに短いため息をつき、口を開いた。それから三分程度の時間を使い、部下はなつきが尋たずねた「双子」に関する最新情報と、その双子のそばにいる「裏切り者」の現状を伝えた。その間、駐ちゆう車しや場に差す夕日の色は、刻々と暗さを増していった。なつきの唇くちびるに滲にじむ笑えみは深さを増し、部下が報告を終えた頃ころには、はっきりとした笑い声になっていた。電線の鳥が半数、飛び去った。

「ふうん、いやな上司の下で、あいつらもなかなか苦労しているみたいだね。４０３００００２８も、せっかく私を裏切って元の世界に戻もどろうとしたのに、残念だったね」

　なつきは愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らし、地面に屈かがみこんで、空き缶を立てた。風が強く吹ふき、なつきの握あく力りよくで変形させられた缶の表面が、小刻みに震ふるえた。駐車場の裏手にある商店街の方からは、クリスマスソングが流れてきた。

「砂すな島じま礼れい子こ、保もつとしたら、あとどのくらいかな」

　軽快な音楽にしばらく耳を傾かたむけた後、なつきが低く尋ねた。何小節か音楽が流れ、部下がゆっくりと答えた。

「長くても、この冬の終わりまでと思われます」

「あと三か月ってところか。可哀かわい相そうにね」

「はい」

「私は、もうすぐ一いち条じよう京きよう介すけを消すよ」

「はい」

「ただでさえ自分のことで落ちこんでいる時に、愛する人が目の前で死ぬ。しかもふたりの間の絆きずなは断たたれたままで。私には全く想像がつかないんだけどさ、それって絶望するようなことかな」

　屈かがんだまま、なつきが女を見上げた。女はきっと、とだけ答えた。なつきは満足げな笑みを浮うかべると、腰こしを上げた。

「じゃあ、私から裏切り者へのプレゼントはそれに決定。どうせだから、派手めなパーティも開いてあげようか」

　なつきは立てた缶にブーツの踵かかとをかけ、空を仰あおいだ。赤い空に向かって呼びかける。メリークリスマス。次の瞬間、なつきに蹴けり飛ばされた缶は、空へ舞まった。かん高い音が商店街の音楽を切り裂さき、電線に残った鳥は一いつ斉せいに鳴いて空へと逃にげ去っていく。ひしゃげた缶は駐車場の敷しき地ちを越え、見えない場所へと消えていった。

「そういえば私がもらったプレゼント、あれは何のぬいぐるみだったっけな。それだけ思い出せないや。まあ、どうでもいいことなんだけど」

　二十分百円、二十四時間二千円。看板の文字を横目に、なつきは駐車場を出た。部下は黙だまってあとに続いた。料金を払はらえば誰だれでも使用できるこの場所に、泉見なつきは二度と戻らない。

　日が暮れていく。






















　留置室の扉とびらが開いた時、一条豊ゆた花かの視界にまっ先に飛びこんできたのは、歪ゆがんだ形の太陽だった。

　扉の向こうの通路は、窓から差しこむ暮色の光で満たされていた。窓のすぐ外で、細長い木に留まった鳥が声こわ高だかに鳴いている。鳴き声を聞き、その鳥がカラスであることを、豊花は数秒遅おくれて理解する。

　何日も食事を摂とっていないせいか、頭の回転がひどく鈍にぶい。床ゆかに座っていた豊花は、両手で目ま蓋ぶたをこすった。眼球が重いのは連日におよぶ睡すい眠みん不足が原因だが、豊花が唸うなっている間にも、カラスは一日の終わりを喜んで知らせている。

「動けるのであれば、速すみやかに退室して下さい」

　扉の手前に立っていた男が、事務的な声で豊花に言った。男が着ているものは、カラスに負けないほど地味な色のスーツだった。それは豊花が属している組織の、職員であることを示していた。

「出てもいいの？」

　勢いこんで豊花は尋たずねたつもりだったが、舌がうまく回らず、声はしわがれていた。換かん気きの悪い場所にずっといたからだ。罪に問われてこの場に放ほうりこまれてから、一体今日で何日が経たったんだろうと、豊花は喉をさすって考えた。室内には窓も時計もなかったので、時間の経過が全く把は握あくできないでいた。

「ですから、速やかに退室して下さい」

　鉄の扉を片手で押さえ、職員は繰くり返した。

「使用の終えた留置室を掃そう除じする役目の人間も、いるのですから。ここが気に入ったなら、後日にでもまた軽犯罪を犯おかして入り直して下さい。ですが今日は出て下さい。私の役目は、あなた方の釈しやく放ほうと、諸連れん絡らくの通達ですので」

　相手は知っている顔の職員だった。豊花と礼子の住むマンションで、見張り役を務めていた男。逃とう走そうする際、豊花がごみ袋ぶくろを投げつけて撃げき退たいしてやった職員だ。

　ごみ袋の恨うらみを覚えているのか、職員はとげのある視線で豊花を見み据すえ、強く顎あごを振ふって通路の方を示した。言葉で指示するのが面めん倒どうになったのか、無言の催さい促そくだった。職員の態度は気に食わなかったが、こんな湿しつ気け臭くさい場所からは、豊花も早く出たかった。陰いん険けんな相手を一度だけ睨にらみ返し、豊花は床に手をついて立ち上がった。腰の筋が少しだけ痛み、豊花は顔をしかめながら外へ出た。

　左右に長く延びた通路には、職員以外誰もいなかった。物音も一いつ切さいせず、耳が痛いくらいの静せい寂じやくに満たされている。豊花が出てきたばかりの部屋の両隣どなりには、別の個室の扉が並んでいたが、どちらの入り口もどこか薄はく情じような角度で開かれていた。

　職員の背後から、豊花の名を呼ぶ小さな声が聞こえた。黒いスーツに隠かくれて今まで気がつかなかったが、職員の背後にはひとりの少女がいた。豊花と共に捕つかまり、別の留置室に入れられていたはずの、砂島礼子だった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　目を見開いた豊花に、礼子がそっと尋ねてきた。礼子も重そうな目蓋をしていたが、これといった外傷は見当たらなかった。豊花は唇くちびるを痙けい攣れんさせた。大丈夫かと聞きたいのはこちらの方だった。留置室に閉じこめられている間に礼子が処分されてしまったらどうしようと、豊花はずっと眠ねむれずにいた。安あん堵ど感に突き動かされ、豊花は礼子に駆かけ寄り、抱だきつこうとした。

「申し訳ありませんが、そういった私的なことは後回しにして下さい」

　職員が豊花の襟えり首くびを片手で摑つかみ止め、冷れい淡たんなため息をついた。

「時間が惜おしいので、連絡を始めます」

　それだけ言って、職員はもう一方の手で内ポケットを探さぐり、紺こん色の手帳を取り出した。豊花は歯は軋ぎしりをし、涼すずしい顔をした職員の顔と手帳を睨んでやった。手帳の表紙には、『光こう流りゆう脈みやく統とう轄かつ管理本局』と小さく印字されていた。

「あなた方の逃走罪は、上層部会議でそれなりに問題視されましたが、本日づけでの釈放が決定されました」

　通つう称しよう「本ほん家け」と呼ばれる組織の中で、恐おそらくはそこそこの地位にいる職員は、豊花の襟首を摑んだまま、豊花の視線を無視して話し始めた。

「罰ばつ則そくは特にありません。元構成員につけられていた監かん視しも、本日をもって廃はい止しとなりましたので、今後は自由に行動をしても構わないとのことです。もちろん、ここでいう自由の意味を勘かん違ちがいしないよう、重々注意して下さい。一いつ般ぱん社会ですでに死んだものとされている人間が、どんな生活をすれば人目につかないで済むか、逆をいえば何をすると騒さわぎを起こしてしまうか、その辺りの判断は本人に任せますが、くれぐれも行動を誤らないで下さい。以上です。私物等は入り口横の受付で受け取れますので、今日は速やかに帰宅して下さい」

　全くつかえることなく言い終えた職員は、手帳を閉じると同時に、豊花からも手を離はなした。豊花は半ば突き飛ばされるようにして、礼子の方へつんのめった。職員の一方的な「連絡」に豊花は眉まゆを寄せてしまったが、礼子も不ふ審しんそうに表情を翳かげらせていた。

　豊花は片足で床を蹴けって方向転てん換かんすると、手帳をしまっている職員を睨ねめ上げた。

「今の、どういう意味よ」

「日本語がわからないんですか」

　豊花を見返して、職員は真面目まじめな顔で言った。人を見下す目つきと口調が、副ふく家か長ちようの職に就つく大男を、豊花に連想させた。こいつの直属の上司は、もしかするとあのおっさんかもしれないと推測しつつ、豊花は歯を剝むき出した。

「そうじゃなくて、どうして急にそんな優やさしい対応に変わるのかって聞きたいのよ。今までさんざん礼子を苦しめていたくせに、何なのよ」

　もし日本語がわからないと言ったら、英語かフランス語くらいになら簡単に言い換かえてしまいそうな理知的な顔をした職員は、豊花の問いに軽く頷うなずいた。

「この対応が不服なんですね」

「気味が悪いって言いたいの」

　豊花の大声が耳に響ひびいたらしく、傍かたわらで、礼子が一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせていた。礼子の無事を確かく認にんして安心したせいか、豊花の舌は本来の調子を取り戻もどしていた。

「監視をつけて礼子の行動を制限して、挙げ句の果てには情報収集のために命まで奪うばおうとしていた人たちから、やっぱり自由にしてもいいって言われたって、心から安心はできないわよ。何かまた魂こん胆たんがあるかもしれないもの。ねえ、礼子だってそう思うでしょう」

　豊花は礼子を振り返り、同意を求めた。怪け我がこそないものの、間近で見る礼子の頰ほおは浅く瘦こけ、血色もそれほどよいものではなかった。豊花の視線を受けた礼子は、瞳ひとみを揺ゆらし、ぎこちなくも顎を引いた。豊花は職員に向き直り、眉をつり上げた。

「対応の変へん更こうを決めたのは、上層部の誰だれよ。ここに連れてきて、本当にもう二度と礼子に危害は与あたえないって、礼子の前で誓ちかわせなさいよ。礼子を苦しませたこともちゃんと謝ってよ」

「対応の変更を決定したのは、家か長ちようです」

　豊花の鼻息を押し返すように、職員が大きなため息を吐はき出した。

「あなた方の罪は許し、元構成員の命と自由を保証すると、家長が独断で決められました。実際あなた方でなくても、今回の決定に対して疑問を抱いだいている人たちは、本家の中にもいます。再検討を申しん請せいする意見も出てくるかもしれませんが、決定事じ項こうは覆くつがえらないでしょう。家長の一存ですからね。それに現在家長は別件で取り込み中ですので、あなた方に会っている時間はありません」

「……家長って」

　豊花が口を開くよりも先に、礼子が呟つぶやいた。礼子は遠慮がちに職員を見上げて尋たずねた。

「家長って、光流脈使いの責任者のことですよね。前に私の病室にも来た、若い男の人……」

　それがどうかしましたかと、職員が鬱うつ陶とうしげに返す。礼子は何か言いかけたが、なぜかつらそうな顔で口を閉じ、俯うつむいた。職員はそんな礼子を気にかけた様子もなく、大きな身み振ぶりで腕うで時ど計けいを覗のぞきこんだ。

「もうよろしいですか。この後にも仕事が詰つまっているんですよ」

　職員がため息混じりに尋ねたが、豊花は返事を忘れていた。つり上げていた眉が、元の位置に戻っていることを自覚した。先ほどの職員の言葉を、胸の内で繰くり返す。対応の変更を決定したのは、家長です。

　家長が自分たちを許してくれた。礼子の命と自由を保証してくれた。肺の深い位置に溜たまっていた空気を、豊花はゆっくりと吐き出した。組織の人間が誰も信じられなくなって、礼子の手を引いて逃にげ出した日を、遠く思い出した。やっぱり遠とお峰みね秋しゆう一いちは味方でいてくれた。無意識に綻ほころんだ頰に手を当て、豊花は礼子に向き直った。家長が味方ならもう大だい丈じよう夫ぶ、そんな意味をこめて豊花は本格的な笑えみを見せたが、礼子は釈しやく然ぜんとしない顔つきでいた。

　何か気がかりなのかと豊花が尋ねようとした時、通路の先から別のスーツの男が現れて、職員に何か耳打ちをした。職員は眉み間けんに大きな皺しわを寄せ、「被ひ害がいはどのくらいなんだ」と相手に小声で問いただした。もう豊花たちのことは、完かん璧ぺきに眼中にないようだった。

　だったらありがたく、自由に行動させてもらおう。豊花は決めて、職員に背を向けた。留置室から出られたら、まっさきに行かなくてはならないと決めていた場所があった。本家付属病院だ。豊花と礼子の逃とう走そうを聞き、豊花の双ふた子ごの兄が心配して病院を飛び出したのだ。兄の京介も追っ手によって病院へ連れ戻されたという報告は豊花も聞いていたが、その後の情報は何もわからない。京介の容態に異変がなかったかどうか、豊花は礼子の安あん否ぴと同様に、ずっと気になっていた。

「礼子、京介のところに行こう」

　豊花は礼子の手を取って、背後で話している職員たちに聞かれないよう、小声で言った。

「面会はまだ禁止かもしれないけれど、何とか潜もぐり込んじゃおうよ。礼子のことはもう心配いらないって教えてあげたいし、それに礼子の顔を見たら、京介の怪我も早く治るかもしれないじゃない」

　沈しずんでいた礼子の表情が、少しだけ動いた。しかし礼子の返答を聞く前に、通路を歩き始めた職員が、豊花に声をかけてきた。

「緊きん急きゆうの用事ができましたので、私はこれで失礼します。先ほども言いましたが、速すみやかに帰宅して下さい。寄り道などしないように」

　豊花は口先だけで「わかってるわよ」と返してやり、心の中で舌を出した。その瞬間、職員が足を止めた。豊花は思わず身構えたが、職員は起き伏ふくのない口調で言った。

「連れん絡らくをひとつ忘れていました」

「何よ」

「本家付属病院に入院中の、あなたのお兄さんのことです。怪我の回復を最優先させるため、面会は現在も禁止だそうです。退院の予定は未定ですが……」

　職員は立ち止まった位置でもう一度手帳を取り出したが、そこに書かれている内容が面おも白しろくなかったのか、開いた紙面に向かって肩を上下させた。

「今後会う機会が訪おとずれた場合には、注意してほしい点があると、病院側からの伝言です」

「心配しなくても、怪け我が人にんを使いっ走りになんかしないわよ。退院してきても、京介にはクリスマスケーキを作らせる程度の労働しかさせないから」

　職員は手帳越ごしに豊花へ冷ややかな視線を投げてきたが、一いつ瞬しゆん後には手帳に目を戻もどして答えた。

「一条京介さんは、院内である特とく殊しゆな術を受けたため、一部の記き憶おくとそれに伴ともなう感情が消去されています」

　教科書でも朗読するような口調で、職員が言った。意味が飲み込めなくて、豊花は目をしばたたかせた。職員は豊花と礼子に一度ずつ目線を寄こしてから、続けた。

「あなた方の間でこれまで共通していた過去の一部が、一条京介さんの中にはもうないそうです。よって、今後会話などを行なう際には、その辺りの注意をしてほしいとのことです。連絡は以上です」

　職員が指先の動きだけで、手帳を閉じた。再び歩き出した職員の前へ慌あわてて駆かけ寄り、豊花は早口に尋たずねた。

「ちょっと待ってよ、記憶が消去って、どういう意味よ」

「日本語がわからないんですか」

「だって、過去がもうないって、そんなのおかしいじゃない」

「なくなったのは過去の一部と、述べたはずですが」

「一部だろうと全部だろうと、おかしいものはおかしいでしょう。何なのよ。京介に何があったの？　寝ね相ぞうが悪くてベッドから落っこちて頭を打って、それで記き憶おく喪そう失しつになっちゃったってこと？」

　言っているうちに唇くちびるが震ふるえ始めた。混乱で豊花は真まっ直すぐ前を向いていられなくなり、焦あせって前後左右を見回した。回る視界の中に、礼子の姿があった。礼子は頰ほおを強こわ張ばらせ、両手をきつく握にぎりあわせていた。

「寝相は関係ありません。ある特殊な術を受けてそうなったと、私は最初に言いました」

　投げられた声に引かれ、豊花は職員を見た。向けられた視線は、依い然ぜんとして無機質なものであった。だが瞳ひとみの奥には哀あわれみに似た色が、かすかに浮ういているように見えた。

「あなたも術者の一員ならば、記憶消去の術は知っていますよね。対象の脳の中から特定の記憶を選び、消す。術を施ほどこされて一定時間内であれば、削けずられた記憶の芽を再生させることも可能です」

「知ってる、けど……」

「一条京介さんが受けた術は、それの数段上級なものだと考えて下さい」

　一いつ旦たん言葉を切った職員は、腕うで時ど計けいを一いち瞥べつしてからまた口を開いた。

「従来の術では、記憶を消されると、頭の中に気がかりな空白が生じてしまいました。先ほどあなたが言ったように、まさに記憶喪失に近い状態に陥おちいってしまいます。ですが今回開発された術では、欠けた記憶の不自然な部分は頭の中で勝手に修正され、別の記憶に置き換かわるそうです。何かのきっかけで、元の記憶が再生されることもないと聞きました。ですから、あなたと双ふた子ごのお兄さんが共に体験したある過去の思い出が、あなたにとっては今後も変わらない真実であっても、一条京介さんには全く覚えのない出来事になっている可能性があるということです」

「全然わからないわよ、どうしてそんなことになっちゃうの？」

　理解が追いつかない頭が、軽い貧血を起こして豊花の足あし下もとを揺ゆらす。豊花はふらつきながら職員に詰つめ寄った。近づいただけでは満足できず、相手の胸むな倉ぐらに手を伸のばして訴うつたえた。

「京介は術を受けたって言ったわよね。誰だれにやられたの？　どうしてそんな変な術を受けないといけないのよ」

　職員は豊花の手を軽く払はらい避よけ、窓から差しこむ夕日に視線を移して言った。

「術の開発と施せ術じゆつを担当したのは、病院内の医師だそうです。理由は、あなたのお兄さんの中から一部の記憶と感情を消去しないと、組織の一員として扱あつかいづらくなるからだと聞いています」

「扱いづらいって何よ。一部の記憶って何？　何を消したの？」

　怒ど鳴なった豊花の横に、いつの間にか礼子が立っていた。職員を見上げた礼子の横顔は、血の気を失って真っ白だった。

「私も、人づてに聞いただけですが」

　礼子の方に視線を戻し、職員が静かに息を吐はいた。

「一条京介さんの頭の中から消されたものとは、砂島礼子さん、あなたに関する記憶と感情らしいですよ。あなたの命と自由の保証を得る条件として、本人も承しよう諾だくの上で術を使われたとか、どうとか。そんな条件を提示したのは、もちろん家長のようですがね」

　それだけ言うと、職員は豊花に背中を見せる。気がついた時には職員の姿はもう確かく認にんできず、自分がどのくらいの間放心していたのか、豊花は理解できなかった。わかったのは、低い耳鳴りがしていて、立ち去る職員の足音が全く聞こえなかったことだけだった。

「何日か前に……」

　豊花の隣となりから、小さな声が聞こえた。ずいぶん遠くから響ひびく声だった。礼子は、通路の果てに視線を固定させていた。

「留置室から一旦出されて、別の部屋に連れて行かれたことがあったの。台があって、刃は物ものがたくさんあって、これからそこで私は頭を切られて死ぬんだとわかった」

　掠かすれた声で礼子が言った。まつげが細かく揺れていた。豊花は礼子の横顔を凝ぎよう視しすることしかできなかった。

「怖こわくて仕方なかった。でも突とつ然ぜん作業が中断されて、私は部屋から出された。それでまた、留置室に戻もどされた」

　まばたきもしないで、礼子が起き伏ふくのない声を運び続ける。豊花の耳鳴りはやんでいたが、鼓こ膜まくに痛みを感じていた。

「戻る前に、部屋の外に、人がたくさんいるのを見たの」
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　礼子が静かに言った。

「豊花たちが家長って呼んでいる、光流脈使いの責任者がいたわ。さっき説明をした人みたいな、多分、部下の人たちも。それから……京介君も」

「礼子……」

「大勢で何をしているのか、責任者の人が誰に何を命じていたのか、私は教えてもらえなかった。すごく深刻そうだったことしか、わからなかった。だけどあれは、もしかしたら」

「礼子」

「豊花、あの時ね、あの時、京介君が」

　泣いていたのと、礼子が喉のどを震ふるわせる。

　窓の外で、カラスが長い声を発した。




　ゆっくりと目を開けて下さい。誰かからそう声をかけられて、一条京介は自分が両目を閉じていることに気がついた。意識はあるのに、目の前が真っ暗だった。

　言われた通りに目を開こうとすると、目ま蓋ぶたの重さに一いつ瞬しゆん気が遠くなった。目蓋だけではなく肩かたや頭、全身が重かった。このどうしようもないだるさは、空むなしい夢を見た後の寝ね起おきに似ていると、京介はぼんやりと考えた。だが今まで眠ねむっていたのかどうか確認しようとしても、どういうわけか、数秒前のことがさっぱり思い出せない。目を開けろと言われる前の記き憶おくがなく、ここがどこなのかもわからない。ふらつく頭の中に詰まっているのは、真っ白な疲ひ労ろう感だけ。どうしてこんなに疲つかれているのか、どうしてこんなに眠いのか、どうしてここで自分は息をしているのか、何もかもが京介には理解できなかった。

「気分は、どうですか？」

　控ひかえめな声が尋たずねてきた。半分程度開いた視界で、京介は真正面を見る。白衣の中年女性が椅い子すに座っていた。女性の斜ななめ後方には、同じ白衣を着けた小太りな男が立っていて、鼻の上で眼鏡めがねの位置を気難しそうに直していた。どちらも知っている顔だった。ふたりとも本家付属病院の医師であり、男の方は京介の担当医だった。

　じゃあここは病院の中なんだろうかと、京介は視線を巡めぐらせた。京介自身は、高い背もたれのある黒い椅子に座っていた。後頭部と背中に当たる感かん触しよくが、妙みように頑がん丈じようだった。この椅子と女医の座る折りたたみ式の椅子以外に、室内には備品は見当たらなかった。天てん井じようには蛍けい光こう灯とうすら存在せず、カーテンのない窓から差しこむ斜しや陽ようが、剝むき出しの壁かべや床ゆかを陰いん気きな色に染めている。遠くの方から、カラスの鳴き声が寂さびしげに聞こえてきた。

「気分はいかがです？　悪お寒かんや吐き気は、しませんか？」

　女医がまた尋ねてきた。動きの鈍にぶい視線を、京介は女医の方へ戻した。女医の膝ひざの上にはカルテらしき書類が載のっていた。個室病びよう棟とう００２、光流脈使い、十六歳、無効治ち癒ゆ体質第五段階。そんな記述が目に入る。自分のことだとわかった。一度だけまばたきをし、京介は思ったことをそのまま口にした。

「すごく、眠い」

「他ほかには？」

「眠い理由が、わからない」

「先ほどここでどんな処置を受けたかは、覚えていますか？」

「……さあ」

「そうですか」

　目を細めて頷うなずき、女医が膝の上から書類を取り上げた。窓の外で傾かたむいた日が、女医の白衣と書類にも赤い光を投げた。

「怪け我がの早期回復のため、先ほどやや特とく殊しゆな処置をさせて頂きました」

　女医が言った。その後ろで、丸眼鏡の担当医師は、息切れに近い音のため息を吐はき出していた。

「今感じている眠ねむ気けは、その処置による副作用のようなものです。しばらくすれば治まりますので、心配しないで下さい」

「処置……」

　簡素すぎる部屋の中をもう一度見回し、京介は呟つぶやいた。

「全然、覚えてない」

「軽い記憶の混乱も、副作用の一種です。これも特に気にする必要はありませんが、どの程度影えい響きようが及およんでいるか、私の方で確かく認にんしておきたいので、いくつか質問に答えて頂けますか」

　書類を捲めくりながら、女医は丁てい寧ねいに首を傾かしげてみせた。断る理由は思いつかなかったので、京介は黙だまって頷いた。いくつも副作用の出る「特殊な処置」を受けなくてはならないほど、自分の体は壊こわれているんだなと、ただ思った。

「それではまず始めに、お名前は、言えますか」

　女医が質問した。京介は意識を茫ぼう然ぜんとさせたまま、「一条京介」と答えた。女医が頷いた。

「家族構成は」

「両親と、姉と、双ふた子ごの妹」

「学校名は」

「虹にじ原はら高校」

「組織の中での、あなたの職種は」

「光流脈矯きよう正せい術者。でも今は、担当区域を外されている」

「腹部の傷を負った場所を、覚えていますか」

「久く画かく均きん精せいの、施し設せつ内」

「あなたはどうして、そこへ行ったんですか」

「どうして……」

　受け取った疑問詞を繰くり返し、京介はゆっくりとまばたきをした。女医は真まっ直すぐにこちらを見つめていた。太めの担当医師は何か気に食わないことがあるのか、壁を睨にらんで、強い鼻息ばかり繰り返していた。

　まだ塞ふさがっていない腹の傷口を、衣服の上から何となく押さえ、京介は答えた。

「あの団体の構成員の中に、助け出さないとならない人がいたから」

「その構成員の名前は？」

　間を置かず、女医は次の質問を投げつけてきた。

「その構成員とあなたの関係は？　一条さんはどうしてその人を助けないとならなかったのか、覚えていますか？」

　女医の眉まゆに、力がこもって見えた。何でそんなことを聞いてくるんだろうと、京介は乾かわいた疑問を抱いだいた。副作用を確認するだけと言ったわりには、問いかける女医の表情は真しん剣けんすぎる気がした。他人の記き憶おくなんて、正しかろうが混乱していようが、確認したって面おも白しろくもないだろうに。京介は指先で傷をなぞり、思った。

　重い頭の中から、飾かざり気のない事実を引き出し、京介は正直に答えた。

「構成員の名前は、砂島礼子」

　女医の額に、深い皺しわが刻まれた。奇き妙みような反応に、京介は口を閉ざす。女医が張りつめた顔で先を促うながしてきたので、仕方なく続けた。

「彼女を助けた理由は、妹の友だちだったから」

「妹さんの、お友だち」

「中学の同窓生だった。だからおれも、顔と名前は、一応知っていた」

「一条さんはその砂島さんと、個人的に親しくしていなかったんですね」

　個人的に親しい、という言葉を、京介は反はん芻すうしてみた。言葉は心の中を素す通どおりした。膝ひざの上に手を置き、京介は曖あい昧まいに頷いた。女医が書類にペンを走らせた。

「砂島さんについて、一条さん個人の印象を聞かせて下さい」

「印象……」

「何でも構いませんよ、感じたことを言って下さい」

「別に……何も感じない」

「何も、ですか」

「何かを感じるほど、知ってるわけじゃないから」

「そうですか。そうでしたよね」

　頰ほおの強こわ張ばりを解き、女医が柔にゆう和わな笑えみを浮うかべた。

「ありがとうございました。質問はこれで終わりです。さほど大きな影響は、出ていないようですね」

　女医は書類に手早く何かを書きこんだ。質問の内容や、女医の表情の変化にどんな意味があるのかはわからなかったが、京介は深くため息をついた。事務的な質疑応答であっても、人と話すのはやはり疲つかれる。大した言葉数は発していないはずだが、肩かたの辺りに感じる疲ひ労ろう感がひどく増大していた。これで終わりなら、今すぐにでも眠ねむらせてほしかった。

「うん、問題ないんじゃないの。うまくいってよかったね」

　真後ろから軽い声がして、京介は閉じかけていた目ま蓋ぶたを開いた。顔を上げると、椅い子すの横を、スーツ姿の青年が女医の方へ歩いていくのが見えた。青年の横顔に、京介は思わず眉を寄せてしまう。いつから背後にいたのか、現れたのは家長の遠峰秋一で、京介は今まで全く気づかなかった。

　遠峰は女医が差し出した書類に頷うなずき返すと、京介に向き直って朗ほがらかに微笑ほほえんだ。

「お疲れさま。今日はもう病室に戻もどって、ゆっくり休むといいよ」

「当たり前ですよ」

　それまでずっと黙っていた担当医師が、なぜか不ふ機き嫌げんそうな声で口を挟はさんだ。

「今はただでさえ体調が不安定で、通常の治ち癒ゆにも気を遣つかわないとならない状態なんですよ。そんな時にこんな精神的負担の大きい処置なんて、本当は許可したくなかったんです。命令したのが家長でなければ、治癒術事典で頭をぶん殴なぐってやっていますよ」

「なかなかぶ厚い怒いかりだなあ」

　顔と声を穏おだやかに笑わせて、遠峰は医師に対して悠ゆう然ぜんと腕うで組ぐみをした。

「そんなにぴりぴりするのは、働き過ぎだからじゃないの？　まあ、手のかかる怪け我が人にんを作った責任は、僕にも少しはあるけどさ。先生もちゃんと休んだ方がいいよ」

「あなたに言われたくありませんよ」

　かなりの小声で呟つぶやきながら、担当医師が丸い体を揺ゆすって京介の前まで歩いてきた。「立てますか」と優やさしげに尋たずねられ、京介は放心気味に頷き返した。禁きん煙えんを徹てつ底ていさせられたり、外出禁止で病室に閉じこめられたりと、口うるさい印象しかない医師だが、悪意があったわけではないらしい。

　京介が立ち上がろうとした時、部屋の扉とびらが性急にノックされ、ノックと同時に勢いよく開かれた。室内に足を踏ふみ入れ、まず濃こい夕日を睨み返したのは、副家長の石いし田だだった。

　石田は足早に遠峰のもとへ歩み寄り、巨きよ体たいを折って何か耳打ちをした。遠峰が「ふーん」と長い相あい槌づちを返した。「被ひ害がいはどのくらいなのかな」と石田に尋ねながら、遠峰は扉の方へ歩き出していた。女医が遠峰の背中を確かく認にんし、深い息と共に腰こしを上げる。今日の仕事はこれで終しゆう了りようなのか、そして今日の仕事はよほど厳しいものだったのか、女医の態度には強い安あん堵どが表れていた。

　その女医の膝から、書類が滑すべり落ちた。京介の椅子の前に、書類の間から飛び出した写真が、幾いく枚か散った。証明写真からコピーしたらしい豊花の顔や、高校の校舎を外側から撮さつ影えいしたものがあった。先ほどの質疑のため、参考資料として女医が事前に用意したのだろうか。京介はぼんやりと写されているものを眺ながめた。

「すみません」

　女医が慌あわてた様子で膝を折り、写真を拾い上げた。一枚だけ床ゆかに残されていたので、京介は手を伸のばした。だが意思に反して手が止まってしまった。写真に写っているのは、ひとりの少女だった。見たことのある顔だった。数秒凝ぎよう視しして、京介は少女の名前を思い出す。砂島礼子。女医の質問にも出てきた、久画均精の元構成員。視覚が砂島礼子の顔を認めた瞬しゆん間かん、京介の側頭部の辺りに、意味のわからない痛みが走った。

　写真の中で、砂島礼子はどこかのベランダにいた。元気のない顔で空を見上げていた。久画均精を離はなれた砂島礼子が豊花と共に住むことになり、一時監かん視しがついていたという話を、京介もどこかで聞いたことがあった。

　どうしてこんなに悲しそうな顔をしているのだろう。写真の中の砂島礼子を見つめているうちに、京介の中にそんな疑問が生じた。数秒後、訝いぶかしんでいる自分が、不思議に思えてきた。天気が悪かったのか、監視に辟へき易えきしていたのか、それともつらい過去でも思い出していたのかは知らないが、そんなことはどうでもいいことだった。どれだけ砂島礼子が鬱うつ屈くつを抱かかえていようが、あの豊花が一いつ緒しよにいるのだから、どうせいつかは晴れる。晴れなかったとしても、それは京介の責任ではない。顔と名前を知っている程度の同窓生を、命がけであの団体から救い出してやった。これ以上自分がしてやれることは何もないし、義理もないとわかっているのに、痛みは頭全体に広がって、呼吸が圧あつ迫ぱくされ始める。

「無理しないでもいいですよ、車椅い子すを持ってきますから」

　顔をしかめた京介を、担当医師は立ちくらみでも起こしたと判断したのか、そう言った。

「全く、だから私は反対したんですよ。術は傷には影えい響きようしないとか言っておきながら、結局体力を削そがれているじゃないですか。患かん者じやに万が一のことがあって困るのは、上層部のみなさんも同じでしょうに……」

　愚ぐ痴ちっぽい医師の声が、頭痛を粘ねん着ちや質くしつに刺し激げきした。女医が耳元で「平気ですか」と囁ささやいてきた。その時になって、京介は自分が写真を握にぎっていることに気づいた。手放そうとしたが、なぜかできなかった。痛みが波を打ち、京介は頭を抱えて思わず呻うめいた。担当医師が驚おどろいたらしく、「ひっ」と言った。手の中では、写真の潰つぶれる音が聞こえた。

「一条さん、大だい丈じよう夫ぶですよ、ゆっくり大きく息を吸って下さい。全部ただの副作用ですからね、大丈夫ですよ」

　女医が早口に呼びかけてきた。大丈夫だと繰くり返しているのに、声には女医本人の焦あせりが、ひどく滲にじんでいた。京介は言われた通りに息を吸おうとした。だがいくら吸いこんでも、喉のどにも肺にも酸素が届かなかった。何も満たされなかった。頭の中で激痛が渦うずを巻き、自分の口から悲鳴に似た叫さけびが漏もれるのを、京介はどこか遠くで聞いた。

　どこから持ってきたのか、担当医師が京介の顔に、酸素マスクに似た器具を押し当てた。程なくして頭痛と息苦しさは鎮しずまってくれたが、意識はひび割れたままだった。京介は朦もう朧ろうとしつつ、周囲に視線を漂ただよわせた。女医が青ざめた顔でこちらを見ていた。その横に、遠峰が戻もどってきていた。

「どういうことかな」

　痛みが残る京介の耳に、遠峰の落ち着いた声が響ひびいた。

「うまくいったように見えたけど、失敗かな。モニターを使った実験では、こんな症しよう例れいもなく、完かん璧ぺきに成功したんでしょう」

「完璧と言いましても、ひとりを試ためして一度成功しただけですから……」

　女医が低く、小さく答えた。

「それにあのモニターの方は、こういってはなんですが、今回ほど込み入った事情は抱えておりませんでした」

「込み入った、ねえ」

　首を捻ひねり、遠峰は自分の首筋を軽く撫なでた。

「それは要するに、極度に内向的な人間が生まれて初めて心を開いた他人だったとか、その相手と死に別れたり、死に別れたと思ったら生きていただとか、そういう事情ってことだよね。まあ、特とく殊しゆなケースに理論通りの結果が得られないのは、よくあることだけど」

「結果は、得られています」

　女医が悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでから、言った。

「先ほどの質疑の様子から判断しても、術は間ま違ちがいなく作用しています。消去しようとした部分を百とするならば、九十九は完璧に消えているでしょう」

「残りの一は？」

「残りの一は……」

　女医が喉を詰つまらせて咳せき払ばらいをし、書類を抱え直した。

「残念ですが、消え残っています。残ったものが消えた部分との連結を探し求めて、脳内で暴れている、だから今の症しよう状じようが引き起こされたものと思われます」

「癌がん細さい胞ぼうじゃないんだ、九十九消えていれば、ほぼ成功と考えてもいいけどね。でもさ、残りの一って何なのかな。愛とか思い出だとかが術の力より勝まさるとは、僕は思わないよ」

「私も思いませんし、理論上でも、ありえません」

「残りの一のせいで、消えた九十九が再生する可能性は？」

「理論上は、ゼロです」

「理論はそうでも、ケースが特殊だからね」

　遠峰たちが何を言っているのか、京介にはさっぱり理解できなかった。不可解な会話の下もと、京介は握ったままでいた指を、ゆっくりと開いた。いびつな塊かたまりと化した写真が、手を離はなれて床ゆかを転がっていった。なぜかひどく悲しくなった。

「急ぎの用があるんだけれど、気がかりなことを残したままじゃ、僕も安心できないからね」

　靴くつ底ぞこを一度鳴らし、遠峰がため息混じりに言った。

「完璧に記き憶おくと感情を消してあげないと、余計に苦しませて可哀かわい相そうだ。もう一度、術を受けさせてみよう」

　言われた瞬しゆん間かん、吐はき気がこみ上げてきた。京介は咄とつ嗟さに酸素マスクを払はらい除よけ、手のひらを口に押しつけた。担当医師がまた驚いて「ひっ」と言った。歪ゆがんだ赤い景色の中に、砂島礼子の姿が見えた気がした。

　印象もない。感情もない。それなのに、どうして。

　真っ暗な嘔おう吐と感を飲みこんで、京介は思った。




　豊花自身、屋外に出て初めて気がついたことだが、留置室のある建物と本家付属病院は、どちらも同じ敷しき地ち内に建っていた。

　併へい設せつの意味は、留置室にいる罪人が何かの理由で死にかけても、すぐに病院に運べるという利点からか。あるいは意味など最初からないのか。どちらにしろ今はどうでもいいことだと、豊花は正面玄げん関かんの前に立ち、病院を睨ねめ上げた。大きな建物。大きな影かげ。日は沈しずみ、辺り一帯は紫むらさき色いろの宵よい闇やみに飲みこまれていた。

「礼子、行くわよ」

　隣となりで深く俯うつむいている礼子の手首を摑つかみ、豊花は入院病びよう棟とうに向かって歩き始めた。入り口の前には「本日の面会は終しゆう了りようしました」と記された看板が立てられ、制服の警備員が欠伸あくびをしていた。

　豊花の急接近に気づき、警備員の口は全開になったところで止まった。豊花は歯を剝むき出して相手を威い嚇かくした。入り口の先では、数名の看護師が、クリスマスの合コンがどうのこうのと楽しげに話していた。ひとりが何やら咎とがめる言葉を投げてきたが、豊花は振ふり向きもしなかった。豊花に腕うでを引かれて足をもたつかせている礼子も、何も言わなかった。

　廊ろう下かを曲がり、個室の並ぶ一角に出た時、ちょうど目の前の扉とびらが閉まろうとしているところだった。００２という病室の番号を見て、豊花は大急ぎでドアノブに飛びついた。内側からの抗こう力りよくを一瞬感じたが、構わず扉を全開にする。扉の向こうで怪け訝げんそうに頰ほおをひきつらせているのは、豊花もいつか会ったことがある、太めの医師だった。

　何ですかあなたは。そう言いかけている医師の横を抜ぬけ、豊花は礼子を引っ張って病室の中へ入った。中央にベッドがあるだけの室内は、換かん気きが悪く、薬品の臭においが強く漂ただよっていた。豊花は一度だけ顔をしかめ、ベッドを目指して一直線に進んだ。ベッドのまわりには、点てん滴てきや薬品の並んだ台が陣じん取どっていたが、肝かん心じんの患かん者じやの姿が見当たらなかった。豊花は医師を振り返り、苛いら立だちをそのまま声にぶつけた。

「京介はどこよ。どこにやったの」

「いい加減にして下さいよ」

　医師は丸眼鏡めがね越ごしに、豊花以上に怒いかりに満ちた視線を向けてきた。

「何度言ったらわかるんです。面会は禁止だとこの間も言ったはずですがね」

「京介が礼子に関する記憶や感情をなくしたって、本当なの？」

　豊花は医師を睨め返し、唾つばが飛ぶのも構わずに尋たずねた。

「家長が命令したって、術を開発したのはあんたたち病院側だって、本当のことなの？　あんたたち、京介のことを何だと思ってるのよ」

　医師は口の中で舌打ちめいた音を立てたが、何も答えなかった。憤いきどおりが募つのり、豊花は「どうなのよ」と更さらに声を大きくした。半開きの扉から廊下にも豊花の声は響ひびいているらしく、通りすがりらしい看護師が、恐おそる恐る病室を覗のぞきこんできた。

　目の動きで廊下の看護師を立ち去らせると、医師は短いため息をついてから、言った。

「術開発は私の担当ではありませんから、詳くわしいことは知りませんよ」

　だったら開発した人を今すぐここへ連れてきて。豊花が怒ど鳴なろうとした時、病室の扉が外側から押されて開いた。最初に室内に入ってきたのは、胸に書類を抱かかえた白衣の中年女性だった。続いて、錆さびた金属音を引き連れて、車くるま椅い子すを押した看護師が現れた。車椅子の上でぼんやりと視線を落としている患者は、京介だった。何があったのか、京介の顔色は恐ろしく悪く、健康な時でも覇は気きに乏とぼしい瞳ひとみは、死人のように光をなくしていた。

　礼子が息を吞のむ音が聞こえた。豊花も思わず気を削そがれそうになったが、勢いをつけて礼子の手を引き、車椅子に大おお股またで歩み寄った。女医と体がぶつかり、車輪に膝ひざが当たったが、豊花は空いた手で京介の肩かたを摑んだ。

「何をぼうっとしてるのよ。あたしの顔をちゃんと見なさいよ。それであの職員が言ったことなんか全部噓うそだって、礼子に言ってあげなさいよ」

　全すべての指に力を注ぎ、豊花は京介の肩を強く揺ゆすった。上半身が揺さぶられた京介は、苦しげに呼吸を乱したが、顔を上げようとしなかった。視線を動かす気力もないのかもしれないと、豊花は息苦しく思った。

　豊花は礼子の体を、強く前方へ押し出した。礼子が躓つまずき、車椅子の前で大きく体勢を崩くずした。視界に礼子の姿は完全に入ったはずなのに、双ふた子ごの兄のうつろな瞳には、何の感情も表れなかった。

「京介、噓よね」

　もう一度肩を揺すって、豊花は訴うつたえかけた。

「あんなに好きだったんだもの、礼子のことわかるわよね、覚えてるわよね。あんたの気持ちって、術で消されちゃうくらい弱いものじゃないでしょう。そうよね」

　京介は何も答えなかった。豊花は腹が立ち、自分の片耳を引っ張って、そこについているピアスを主張した。

「これ、わかるでしょう。本当は誰だれのピアスなのか、どうしてあたしは片方しかつけてないのか、知ってるでしょう。もう片方がどこにあるのか、あんたなら」

「……豊花」

　掠かすれた声で、京介が言った。わずかに眉まゆを寄せたのは、体調のせいか、豊花の声が耳みみ障ざわりになったのか。どちらにせよ、その陰いん鬱うつな表情は、豊花も知っている京介のものだった。

　だが京介が口にした言葉は、豊花の知らない言葉だった。

「お前が何を言ってるのか、全然わからない」

「京介……」

「砂島礼子は、お前の友だちだろう。おれには、関係ない」

「京介……？」

「何も関係ない……はずなのに」

　不意に言葉を切った京介が、表情を歪ゆがめて側頭部を押さえた。豊花が口を開こうとすると、白衣の太い腕が、豊花と礼子を乱暴に車椅子の前から突つき飛ばした。壁かべに背をぶつけて、豊花は奥歯を嚙かんだ。

「もうやめなさい。あなたもどうせ、事情はわかっているんでしょう？」

　丸眼鏡の医師が、肩を大きく上下させて豊花を睨にらんでいた。女医は床ゆかを見つめていた。車椅子の上の京介は、両手で頭を抱え、肩を小刻みに震ふるわせていた。

「術を繰くり返し受けて、体調が悪化しているんです。一条さんのためを思うなら、もう静かに休ませてあげて下さい。これ以上余計な刺し激げきを与あたえたらどうなるか」

「うるさい！」

　豊花は怒鳴り返し、もう一度京介に手を伸のばした。止めようとする医師に拳こぶしを振ふり回し、豊花は全身で車椅子にすがりついた。金具が軋きしんで無む惨ざんな音が響き、病室の入り口には騒さわぎを聞きつけた他ほかの医師や看護師が、次々に集まってきた。豊花の背を摑つかむ手の数も増え始めた。他人だけが築く人ひと垣がきの向こうで、礼子が口元を震わせて豊花を見ていた。豊花は京介の体にしがみつき、喚わめいた。

「京介の馬ば鹿か。大馬鹿。あんたがそんなことしても、礼子はちっとも救われないわよ。あんただってそんなに苦しんで、せっかくふたりとも生きているのに、どうしてこんなことになっちゃうのよ。お願いだから礼子のことを思い出してよ。思い出せるでしょう」
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　ねえ、と叫さけんだ時に、複数の手によって豊花は車椅子から引き剝はがされ、肌はだ寒ざむい廊ろう下かに出された。

　豊花の前で扉とびらが閉ざされた。豊花の傍かたわらでは、礼子が強こわ張ばった顔のまま扉を見つめていて、扉の横にいる白衣の中年女性は、疲つかれた顔で髪かみを耳の上にかき上げていた。そのふたり以外、豊花のまわりには誰もいなかった。いつの間にか廊下の照明は落とされていて、どこまでもひたすらに真っ暗だった。

　豊花は手の甲こうで目と鼻の下を強く拭ぬぐい、女医に言った。

「京介に会わせて」

「しばらくの間、病院の方には来ないで頂けますか」

　豊花の問いには答えず、女医が返す。平へい坦たんな声だった。女医の身を包む白衣には皺しわひとつなかったが、目の下には隈くまが滲にじんでいた。

「面会ができない状じよう況きようであっても、たとえば砂島さんの姿が窓から見えたり、廊ろう下か越ごしに声が聞こえたりすることが、どう影えい響きようするかわかりませんので」

「それって、礼子の顔を見ていれば、術で消された記き憶おくが戻もどるかもしれないってこと？」

「影響するといったのは、体調に、という意味です。一条さんの記憶と感情は、二度と再生しません。ですから今回の件に関しては、もう諦あきらめて下さい」

「京介は苦しそうに頭を押さえていた。礼子を完かん璧ぺきに忘れていたら、あんなふうにはならないはずよ。本当に記憶が戻らないかどうか、自分で確かく認にんするまで諦めない。だから会わせて」

「家長の命令なんです。お引き取り下さい」

「京介の記憶を消すって決めたのは家長だって、本当なの？」

　女医は無言だった。病室の中から、あの太めの医師と思われる低い声や、何かの器具を動かす音が、淡たん々たんと聞こえてきた。点てん滴てきでも始まったのかもしれないが、京介の声や気配を、廊下にいる豊花が感じ取ることはできなかった。

「家長はどこにいるの」

　女医を真まっ直すぐ見つめて、豊花は拳を握った。

「あなたが答えてくれないなら、本人に聞く。本人に頼たのむ。教えてよ」

「緊きん急きゆう事態が生じたそうで、ここにはいらっしゃいません」

　胸むな元もとの書類を抱かかえ直し、女医が返した。すきま風を受けて、女医の首筋の髪が揺ゆれた。豊花は唇くちびるを嚙んだ。この女医は上の指示で動かされているだけだ。どんな文句をぶつけられても、何かを請こわれても、何もできない立場なんだろう。それは豊花もわかっていたが、黙だまっていられなかった。

　豊花は女医に向かって強く頭を下げた。

「お願い、お願いします。京介の記憶を元に戻して下さい。あなたならできるんでしょう」

　困ります、と、女医が答えた。不可能なことなんです、とも。豊花は首を横に振りながら頭を上げ、続けた。

「あいつの顔、見たわよね。このままじゃきっと死んじゃう。怪け我がとか泉見なつきとか、そんなものは関係なく死んじゃう。やる気がなくて後ろ向きでも、礼子への気持ちがあるから、あいつはこれまでなんとか生きていられたの。お願い。お医者って、苦しんでいる人のことを助けるのが仕事でしょう」

「今回の処置によって、これから先、生きづらくなったとしても……」

　豊花からは目を逸そらしたまま、女医が低く口を挟はさんだ。

「一条さんは、無効治ち癒ゆ体質第五段階です。傷が完治する前に、近々また戦力にされます。もう長くはないでしょう」

　頭の中の温度が、沸ふつ点てんを越こえた気がした。具体的な行動は何も思いつかなかったが、豊花は手を振り上げた。女医は目を伏ふせただけで、避さける素振は見せなかった。

「豊花やめて、もういいの」

　豊花の手を摑み、礼子が言った。手首に触ふれる礼子の指は、細く震えていた。礼子の手を振り払はらって、豊花は言い返した。

「もういいって何よ。何がいいのよ」

「だってもうどうしようもないじゃない」

　豊花に反発するように、礼子の怒ど鳴なり声が廊ろう下かに響ひびき渡わたった。

「私がこんなのはいやだと言っても、京介君には私と過ごした記憶がないんでしょう。私とは関係ないって、言ってたじゃない」

　そこで礼子は自分の声に恐おそれたように、硬かたく目を閉じた。そうして何度か大きく胸を上下させた後、目を開いてゆっくりと言った。

「私はこれで命を救われたんだから、京介君にも責任者の人にも、感謝をするべきなのよ。それに記憶はなくなったんじゃなくて、別の記憶に置き換かわっただけなんでしょう。どんな形であっても、少しでも私のことを覚えてくれているのならば、それで充じゆう分ぶん嬉うれしい。だから……」

　帰ろうと呟つぶやき、礼子が足をふらつかせながらも歩き始める。豊花は礼子を呼び止めようとした。だが礼子の背中には、拒きよ否ひ感しか漂ただよっていなかった。

「一条さんの体調と、精神の方が安定しましたら、こちらからご連れん絡らくします」

　豊花の横から、女医が言った。

「『残りの一』が消えれば──いえ、完全に落ち着けば、その後砂島さんと何度会っても、もう問題はないでしょう。家長もその点は、許可して下さっています。……それと先ほどは、言葉が過ぎました。申し訳ありませんでした」

　豊花は黙って唇を嚙かんだ。廊下の先に目をやると、暗さに紛まぎれて礼子の姿は見えなくなっていた。入れ違ちがいに、複数の看護師がストレッチャーを押して駆かけてきた。運ばれている怪我人は本家職員や術者のようで、何か事故でもあったのか、ストレッチャーは数台続いて豊花の横を通り過ぎた。騒さわがしかったのは三十秒程度で、やがて静せい寂じやくが訪おとずれた。女医が豊花に浅い会え釈しやくをし、無言で去っていった。その足音もすぐに遠ざかった。

　ねえ豊花、あのね。

　無音に囲まれた豊花の耳の奥に、ふと、幻げん聴ちようが聞こえた。二年前に友人が言った言葉だった。──あのね。京介君が言ってくれたよ。私のことをどう思っているのか、言ってくれたの。

　ものすごい無ぶ愛あい想そでしょう、もしかしたら本当は嫌きらわれてるのかもとか、実はちょっと思ってたんだ。だから、ものすごく嬉うれしかった。

「これのどこが『充分嬉しい』のよ」

　あれから二年経たった礼子へ、豊花はひとり、呟いた。




「ボディはイソフラボン仕込みー、きょうもあいつを、いでんしくみかえキックだぜーいえいえいえい……」

　本家付属病院の裏門近くを、男児がひとり、真しん剣けんな顔つきで走っていた。服装は薄うす手でのパジャマ一枚、手荷物は怪かい獣じゆうの玩具おもちやひとつのみ。気温一ひと桁けたの外気に頰ほおを上気させ、真っ白な息を吐はきながら、男児は出口をひたすら目指す。お気に入りのテレビ番組『キヌゴシ星せい獣じゆうモメンギャー』の主題歌をひたすら口ずさんでいるのは、病室を抜ぬけ出したことによる緊きん張ちようや、夜の寒さ、暗がりへの恐きよう怖ふなど、あらゆる感情をまとめて誤ご魔ま化かすためだった。

　曲の一番が終わり、二番に入ったところで、男児はそれまで無我夢中に動かしていた足を止めた。男児の目の前に、目指していた裏門があった。診しん療りよう時間を終え、ぴたりと閉ざされた鉄てつ柵さくの高さは、男児の身長の倍以上あった。歌と息を止めて、男児はそびえ立つ障害を見上げる。柵の真上に星が輝かがやいていた。ママが教えてくれた星だ、と男児は呟く。冬の星座。オリオン座。

「……こきょうにひろがる豆乳のかわー」

　歌を再開し、男児は両手で柵を握にぎりしめた。何度か強く揺ゆさぶったが、軋きしんだのは男児の腕うでの方だった。片足で柵を蹴けった直後、男児の顔が泣き出しそうに歪ゆがむ。洟はなをすすり、今度は柵によじ上るべく、男児は両手両足を柵にかけた。うまくいく気がしたのか、男児の顔に笑えみが浮ういた。「世界は広い、あつあげの山、のりこえてゆけー」歌いながら男児が上を目指した瞬しゆん間かん、冷えた柵の表面が、無む慈じ悲ひにも小さな手を滑すべらせた。まず先に怪獣の玩具がこつんと地面を打ち、その一瞬後には、男児の腰こしが地面に激げき突とつした。「まけるなたたかえモメンギャああああ」、男児は火が点ついたように泣き始めた。

「やめておくべきだ」

　柵の向こう側から声がした。低く太い声だった。

「一条京介がここを抜け出した一件で、力のない者の逃とう走そうがどれほど愚おろかしいか、お前も見たことだろう。砂島礼子の件でも、捕つかまった者がどのような末路を辿たどるか、わかったはずだ」

　男児は濡ぬれた顔を上げた。柵の向こう、古い街灯が照らす黄ばんだ光の輪の中に、人が立っていた。大きな体を学生用のジャージで包み、下げ駄たを履はいた若者だった。

「誰だれ？　何言ってるの？」

　尻しりもちをついた姿勢で、男児は尋たずねた。

「でも『いちじょう』って、ぼく聞いたことがあるよ。お隣となりのおにいちゃんのこと、病院のひとはみんな、『いちじょうさん』って呼んでるよ」

　ジャージの若者が片頰を上げ、「そいつのことだ」と言った。

「私は古代術の使い手に、もう一度会わなければならない。だが組織に守られているうちは、容易に近づけない」

「お隣のそのまたお隣にいたおねえちゃんも、おにいちゃんに会いたいんだよ」

　知っていることを自じ慢まんしたいのか、高い口調で男児が言った。

「でもうまくいかないんだよ。さっきもぼく、見ていたよ。おにいちゃんのお部屋までおねえちゃんがきたんだけど、ふとっちょの先生が邪じや魔まをするし、おにいちゃん、頭が痛いみたいで、ちゃんとお話しできなかったんだよ。可哀かわい相そうなんだよ。それでぼく、いいことを思いついたんだよ。だって看護師さんたちが、もうすぐクリスマスだって言ってたんだよ。ロビーにもちっちゃいツリーが飾かざられているよ。だからおにいちゃんとおねえちゃんが仲よくなれますようにって、サンタさんにお願いしに行くんだ」

　街灯の光をはね返し、男児の瞳ひとみが強く輝いた。若者は筋肉質な腕を組み、言った。

「そのために、病院を抜け出そうとしていたわけか」

「そうだよ。ぼくのお願いを聞いてくれるモメンギャー好きのおじさんもいるんだけど、最近来てくれないんだ。お仕事が忙いそがしいんだって。でもおじさんより、今はサンタさんの方が強いとぼくは思うんだよ。だってクリスマスはサンタさんの本番だもん」

「それで、サンタというのはどこにいるんだ」

「幼よう稚ち園えんにいるよ」

　気力が戻もどったのか、男児は立ち上がって即そく答とうした。

「去年のクリスマス会で、サンタさんにお手紙を出したら来てくれたんだよ。だから今年も来るよ。それで幼稚園に行こうと思ってるんだ。おにいちゃんたちのことの他ほかに、プレゼントのお願いもしなきゃ」

「幼稚園、な」

　若者は一歩下がり、更さらには踵きびすを返しながら、男児に冷たく言い捨てた。

「だがそこはもう、お前のいるべき場所ではない。砂島礼子のような思いをしたくなければ、お前も限られた狭せまい世界で生きることだ」

「モメンギャーの歌では、世界は広いって言ってるよ」

　下駄の音が、門から数歩離はなれたところで立ち止まった。若者は男児を振ふり返った。

「一条京介は、砂島礼子と話ができないほど体調が悪いと言っていたな」

「え」

「ならば、明日にはいくらか落ち着くだろうな。いや、回復し切らなくとも、今の状じよう況きようならば長おさは動かすだろう」

「何のこと？」

「その門は、明日の朝になれば開く」

　鉄柵を指差し、若者が言った。

「存在が特とく殊しゆな私は、意識を保ったままここを通り抜けることはできない。だがお前は病院関係者にさえ見つからなければ、問題なく外に出られる。その身で広い世界に出てみたければ、好きにするがいい」

　冴さえた光を放つ星の下、若者の顔に鋭するどい笑みが浮うかんだ。




　真っ青な冬空に、真っ白な「灯台」がそびえている。

　強風で波が割れ、飛沫しぶきを受けた海鳥は鳴きながら空へと舞まい上がる。絶え間ない自然の音に包まれながら、円えん筒とう形けいの白い建物だけはひたすらに沈ちん黙もくを守っている。ぶ厚い外がい壁へきは、内部と外の世界を厳しいまでに隔へだてている。

　虹原市の隣となり町、ひとけのない岬みさきの先せん端たんに造られた建物は、関係者の間では、外見そのままに「灯台」と呼ばれていた。しかし実際のところ、名前が示す機能は備えられていない。白い建物が果たしている役割は、至って特殊で至し極ごく簡潔。本家から処しよ罰ばつを受けた者の、術者能力や記き憶おくを削さく除じよ・封ふう印いんすること。処置後、まれに日常生活を送れなくなる者が出るので、そういった「元術者」を収容すること。それだけだった。

「寒いなあ」「言うなよ、余計に寒くなるから」本家の術者管理部から派は遣けんされた職員二名が、灯台に向かって足早に岬を歩いていた。

「なんでこんなに寒いんだよ」「だから言うなって、冬なんだから仕方ないだろうが」「でも前に来た時はそよ風なんかが吹ふいていたんだぜ、海も穏おだやかでトンボがのんびり飛んでさ」「そりゃそうだよ、前に来た時は秋だったんだから」「地球は回ってるんだなあ。だったらそのうち春が来るか」「当たり前だろう。くだらないこと言ってないで、今回は完かん璧ぺきな報告書を作るぞ。前回みたいに、家長に怒おこられるのはごめんだからな」「あの野や郎ろう、本ほん性しようは結構陰いん険けんだよな」職員二名は雑談と白い息を吐はきながら、灯台内部へ入っていった。彼らの職務は、灯台に収容されている元術者の現状調査。調査は数か月に一度行なわれている。

　職員二名はいつもの通り、収容所を一階から順にまわっていった。元術者が泣いていようが笑っていようが、二名の報告書は常に「異状なし」。手て抜ぬきではなく、元術者の生存確かく認にんと、不ふ穏おんな行動が見当たらなければ、術者管理部にとっては何の問題もない。

「灯台の中も寒いなあ」「言うなよ、余計に寒くなるから」職員二名は長い階段を上り、収容所十三階に到とう着ちやくした。十三階には現在、ひとりのみが収容されている。廊ろう下かは静まり返り、個室の扉とびらの向こうからは、叫さけび声も物音も聞こえてこない。屋外からの波音が、かすかに届いていた。

　職員たちは他の階と同様に、扉についた小窓から室内を確認した。何もない部屋の中は、窓から差し込む光で満たされていた。食事中に器うつわでも割ったのか、床ゆかには細かいガラスの破は片へんが散らばっていた。光の中に髪かみの長い女が座り、ガラスの破片を使って、床に何かを刻みつけていた。

「何書いてるんだ」「あれだろ」「どれだよ」「だからあれだって」職員二名は互たがいの肘ひじを突つつき合った。床にある漢字や数字の不規則な羅ら列れつは、術構成学でよく使われる公式だった。能力を封印される前は優ゆう秀しゆうだった術者によく見られる行こう為いで、記される公式は大たい抵ていどこかしら間ま違ちがっている。偶ぐう然ぜん正しかったとしても、公式だけでは術は発動しない。ゆえにこれも、術者管理部が判断する「不穏な行動」の範はん疇ちゆうにも含ふくまれない。職員二名は数十秒ほど女を見守った後、報告書に「深しん廉れん寺じ華か奈な、異状なし」と記した。

「こんなことを言うのは、なんだけどさ」

　使い終わったボールペンを内ポケットに戻もどし、職員が言った。

「ここにいる連中、ずっと変わらないな。地球は回って季節は変わってるっていうのによ。みんな前と同じだ」

「だからそれも仕方ないんだって。……あれ、だけどこの元術者って……」

　もうひとりの職員が、再度小窓から室内に目をやった。

「前は窓の外を見て、ぼーっとしていただけじゃなかったっけ」

「窓の外ばかり見ていたら飽あきるだろう。たまには違うこともするさ」

「みんな前と同じって言ったの、誰だれだよ」

「全部同じって意味じゃないよ。動物園のパンダだって、いつ見に行っても寝ねてるけれど、毎回寝ね相ぞうはちょっと違うし」

「それとこれとは違うだろう。ちゃんと報告した方がいいんじゃないか」

「だから絶対異状なしだって。異状なしなのに違うことを書いたら、家長に怒られるぞ」

「ああ、星ほし屑くずすももみたいな可愛かわいい女の子が家長なら、いくら怒られてもいいのに」

「ももぴーの本性はヤンキーだって噂うわさだぞ」

「ももぴーの悪口言うな」

　アイドル歌手を話題にした職員たちの無む駄だ口ぐちに、小窓の向こうで髪の長い女が顔を上げた。

　職員たちと女の目があった。女が顎あごを引き、肩かたにかかった黒くろ髪かみが胸へこぼれた。黙もく礼れいに似た仕し種ぐさに、職員二名もつられて会え釈しやくを返す。直後、職員たちは我に返り、揃そろって小窓にかじりついた。女は床を刻む作業に集中しており、もう職員の方は見ていなかった。気のせいだよな、と廊下側のふたりは、ほぼ同時に言った。

　職員二名は灯台を出て、行き以上に足早に岬を歩いた。「寒いなあ」「言うなよ、余計に寒くなるから」「春は本当に来るのかな」「当たり前だろう、来なかったら困るだろうが」

　汚よごれのない白い建物が、遠ざかった。




　昨夜は一晩中、深い墨ぼく汁じゆうの海で溺おぼれるような夢を見続けた。目が覚めても冷たい痛みは京介の肺を蝕むしばんでいたが、昨日ひどく苦しまされたあの頭痛は、治まっていた。

　朝日が差しこむ病室のベッドの上で、京介は身動きをせずに自分の現実を確認した。入院患かん者じや。泉見なつきに負わされた傷がまだ治らない。無効治ち癒ゆ体質第五段階。人生は八はつ方ぽう塞ふさがりだが、ここは底なしの海ではない。まだ生きている。

　昨日の特とく殊しゆな処置。副作用。豊花の怒ど鳴なり声、悲しそうな顔をした砂島礼子。わけがわからない。でも生きている。生きる目的も理由もわからないのに。

　扉がノックされ、看護師が朝食を運んできた。看護師は頼たのんでもいないのに、食事を並べながら院内の噂をまくし立てた。入院患者の子供が食事時間に姿を見せないことについて、「忙いそがしいのに隠かくれんぼなんかにつきあっていられない」との意見を述べた。

　看護師は京介の頭痛が治まったことを知ると、非常に喜んで、担当医師へ報告に行った。京介はひとりになり、相変わらず味の薄うすい食事を、特に味わうことなく口に運んだ。痛み止めの錠じよう剤ざいを決められた量だけ飲んだ。それが済むとやることが思いつかないので、何となく四方を見回した。個室病びよう棟とうの壁かべは一面ガラス張りになっているので、隣りん室しつの様子が手に取るように見み渡わたせてしまう。隣となりの病室は現在空室だが、少し前までは患者がいた。誰だったっけと考えて、まばたきをした後に思い出す。砂島礼子だ。

　視線を壁からベッドの脇わきに移すと、低い棚たなの中に、厚手の冊子が突っこまれていた。いつだったか、医師経由で遠峰から渡わたされた古代術本だった。手に取ってみた。行を数秒追っただけで眠ねむくなった。自分が繰くり返している作業は、呼吸なのか欠伸あくびなのかわからなくなっていると、医師が回かい診しんに訪おとずれた。

　丸眼鏡めがねの担当医師は、開口一番「いやあ、その無表情はいつもの一条さんですねえ。よかったよかった」と笑った。体温と血圧を計られて、「いつも通り低すぎますが、いつも通りだから許してあげます」と言われた。腹部の傷も診みられ、出血が止まったと医師が確かく認にんすると、まわりの看護師から拍はく手しゆが湧わいた。何がそんなに嬉うれしいんだろうと、京介は黙だまって欠伸を嚙かみ殺した。酸素が頭の中を空回りしている気がした。空気が乾かわいているのか、目が痛かった。だが不思議なことに、どれだけ欠伸を繰り返しても、涙なみだは出てこなかった。

　頭痛と出血が止まっても、当分の間は面会と外出は禁止だと言って医師が去り、日が高くなり、欠伸にも飽きた。やることがなければ眠ればいいんだとようやく気がついた頃ころ、「どうも、こんにちは」と異様に明るい声がした。京介が顔を上げた時には、すでに開かれた扉とびらから、見たことのない中年女が派手な笑顔えがおを突っこんできていた。

「寒くなったわあ、本当に……」

　強きよう烈れつな化け粧しようを施ほどこした顔を更さらに笑わせながら、相手は体を室内へ割りこませてきた。服装は真っ赤な上着と同色のタイトスカート。首にも耳にも手首にも、大量の貴金属が揺ゆれていたが、最も輝かがやいているのは前歯に陣じん取どる金歯だった。肩にはブランド物の大きな革のバッグをかけていたが、バッグは銀行強ごう盗とうでもしてきたのかと思わせるほど、ぱんぱんに膨ふくれていた。京介はしばらく唸うなりながら考えてみたが、こんな知人や親しん戚せきはいないはずだった。いたとしても、この部屋は今面会禁止になっているはずではなかったのか。謎なぞの中年女の胸には小さな名札がついていたが、京介がそれを確かめる前に、女はベッドの真横に化粧のにおいと体を押しつけてきて、言った。

「突とつ然ぜんお邪じや魔ましてごめんねえ。でもおばちゃんたちの仕事って、こう見えてむちゃくちゃ忙しいの。十二月なんか、お手洗い行ってる暇ひまもないくらいに忙しい。だから悪いなあとは思っていても、突然お邪魔する以外にどうしようもなくてさあ」

　大きなバッグを棚の上に力強く置き、中年女は京介の方へ屈かがみこんできた。いつの間に取り出したのか、指輪だらけの手の中には、名めい刺しが一枚収まっていた。『術者生命保険会社・虹原支店』、名刺はそんな記述で始まっていて、女の胸の名札にも同じ印字があった。外見は奇き抜ばつであるが、正体は至ってまとも、光流脈使いを対象とした保険会社の外交員ということらしい。

　大した報ほう酬しゆうももらっていない矯きよう正せい術者に、わざわざ病院まで来て、保険会社はどんな契けい約やくを取ろうとしているのだろう。首を捻ひねった京介に、外交員が鮮あざやかな顔を押し出してきた。

「一条京介君でしょ」

「はあ」

「一条君のこと、おばちゃん、いっぱい知ってる。うちの会社の親会社は本家の付属機関だから、あそこで起きていることはみーんな流れてくるわけ。だからねえ、こうしてあんたと話すのは初めてなのに、初めて会った気がちっともしないの」

　ふうんと言う以外、京介には反応のしようがなかった。本家の付属機関で流れている自分の噂うわさ。そんなものは確かめる気にもなれない。外交員は機き嫌げんよさげに室内を見回して「いい部屋いい部屋」と呟つぶやいていたが、不意に革のバッグに飛びつくと、ものものしい音を立ててファスナーを開いた。そうして大量のパンフレットを取り出すと、何の断りもなく、京介の腹の上に紙の塊かたまりを置いた。古代術本はあっという間に下した敷じきにされ、見えなくなった。

「本当はゆっくりお喋しやべりしたいんだけど、今日は用件だけ伝えるからね。長話をして一条君の体に障さわったら、悪いからね」

　パンフレットを叩たたいて、外交員が少し偉えらそうに言った。震しん動どうが腹部の傷口にしっかり響ひびき、京介はため息をついた。

　これね、と宣言し、外交員がパンフレットを開いた。仕し事ごと柄がらそういった作業は慣れているのか、付ふ箋せんも貼はっていないのに、目当てのページを開くのに指が一度動いただけだった。京介が見せられたのは、文字と表だけで構成された素っ気ないページであった。だが表や図形がある分、古代術本よりこちらの方が、いくらかサービス精神に富んでいる気はした。

　そしてそんなパンフレットの中から、黒い太文字が京介に呼びかけてきた。『死亡時の保険金額』。

「一条君は未成年だし、術者免めん許きよを取得してまだ一年経たっていないから、このプランが一番あってると思うのよ」

　パンフレットに向かって盛んに頷うなずきながら、外交員は言った。

「月々の掛かけ金はたったのこれだけ。これだけで死亡時には……あ、これはもちろん万一のお話ね、もしも一条君が亡なくなった場合、これだけのお金がもらえるの。お得よね。このプランは、術者任務中における事故なら全すべてのケースを保障しているの。それにほら、ここのところも見て。一条君にぴったりでしょう？」

　外交員が次のページを捲めくった。大おお粒つぶの真しん珠じゆが光る人差し指が示したところには、『病気による死亡（無効治ち癒ゆ体質の進行限界時を含ふくむ）も兼かねています』と、記されていた。その隣となりには『契約時から三十年間健康でいらっしゃられたお客様には、総掛け金のなんと八割をお返しします！』とも書かれていたが、外交員はその箇か所しよには触ふれずに、別のページを捲った。

「無効治癒体質第六段階からお金が受けられる別プランもあるんだけど、これは正式認定から五年以上経った術者じゃないと、今のところは加入できないのよね。掛け金も少し高くなるし。大体、無効治癒体質になるほどの激務をこなした人って、経験豊富な術者だけだってこれまでは相場が決まっていたから。一条君の話を聞いた時、おばちゃんも驚おどろいたけど、うちの支店長なんかびっくりしてお茶を噴ふき出してたわ」

　しみじみとした口調で言い、外交員が再びバッグに手を突つっこむ。何かの申込書、会社の名前が入ったボールペン、外交員の服よりも赤い朱しゆ肉にくなどが、次々と京介の前に並べられた。

「受取人はね、好きに選べるから」

　京介にボールペンを押しつけ、外交員が金歯を光らせた。

「でもまあ未成年だったら、普ふ通つうは親かな。一条君、ご両親は？　ついでだし、この後お家に伺うかがってご挨あい拶さつをしておこうかな」

「旅行に行くとか言っていたから、いないかもしれない」

「あら、うらやましいわあ、おばちゃんなんか旅行なんて、もう何年も行っていない。下の子が手のかかる不良息子むすこでねえ、でもようやく落ち着いてくれて、今年はお嫁よめさんももらって、春には赤ちゃんが生まれるの」

「それは、よかった」

「だけどあの子、新しい家族のためにって保険に入ろうとしたのは偉いんだけど、うちの会社じゃないところに入ったのよ。いやな子でしょ？　全く、いつまで経っても親不孝者なんだから」

「あの」

「何？　書き方がわからない？　あ、印いん鑑かんのところは手印でいいからね。病院に判子なんか持ってきてないでしょ」

「あの……」

「それにしてもここ、日当たりもいいし、本当にいい部屋。この病院の患かん者じやさんで、おばちゃんも何人かお世話になってるけれど、一条君はやっぱり、組織から大切にされているわあ」

「これ、どうしても書かないと駄だ目めなのか」

　窓に向かって背せ伸のびをしていた外交員は、振ふり返ると同時に、衝しよう撃げき的に顔をひきつらせた。外交員は京介の顔を覗のぞきこみ、香こう水すいのかおりがまじった息を強く吐はき出した。

「一条君、気は確か？　おばちゃんの説明が足りなかったのなら謝るけれど、自分のことは自分でよくわかってるでしょ。入っておいた方が絶対いいってば」

「保険なんて、今まで考えたことがなかったから」

「それは今まで考える必要がなかったから。でも今の一条君は、もう考えておかないとならない立場なのよ。無効治癒体質は第五段階、放ほうっておいたって三年以上の生存率は平均して四割弱、それに何より、あんたは本家における現時点での最重要戦力だっていうじゃないの。これから先、何事もなくのほほんと平均寿じゆ命みようまで生きられるとは、まさかあんただって思ってないでしょう」

　外交員は恐おそろしいまでの顔と早口でまくし立てた後、突とつ然ぜん目め尻じりを垂らし、「だってそれが、力のある術者の宿命だもんねえ、偉えらいねえ」と言った。京介は誰だれか病室に来てくれないかと思ったが、こんな時に限って、医師も看護師も現れてくれなかった。

「一条君、いい？」

　ベッドの縁へりに腰こしかけ、外交員が京介に色つきの目ま蓋ぶたを押し広げた。

「死んだ後にまわりの人間に遺のこしてあげられるものは、組織への貢こう献けんだとか、あんたの思い出だとか、いろいろとあるかもしれない。だけどね、一番いいものは形になるものなのよ。わかる？　わかるね」

「形……」

「そう。たとえばクリスマスだって、愛の言葉を捧ささげたくらいじゃ女の子が納なつ得とくしないのと同じ。あんたくらいの年の子なら、身にしみてわかるでしょ。わかったら、躊躇ためらわないで記入して」

　外交員が京介の手に強ごう引いんにボールペンを握にぎらせた。指が軋きしんで、思わず京介は顔をしかめた。視界が一いつ瞬しゆん歪ゆがみ、外交員の姿が見えなくなった。

　私は。

　私は何もいらないよ、京介君が生きていてくれれば。

　頭のどこかで、誰かの優しい声がした。その瞬間、頭ず蓋がい骨こつに砕くだけそうな痛みが生じ、京介は両手で頭を押さえた。ボールペンとパンフレットが床ゆかへこぼれ、慌あわただしい音が立つ。外交員の「あらやだどうしよう誰か誰か」という声と、右往左往する靴くつ音おとが聞こえた。

　何なんだ一体と、京介は奥歯を嚙かんだ。昨日と同じ症しよう状じようを出したら、またあの特とく殊しゆな術を受けさせられて、体力を削けずられる。それだけは予想できた。額に滲にじむ汗あせに冷たいものを感じながら、京介は呼吸を無理矢理静まらせようと試みた。何分か努力を続けると、心しん拍ぱくは落ち着きを取り戻もどし、頭痛も次し第だいに薄うすまっていった。優しい声は、もうどこからも聞こえなくなっていた。

「思っていた以上に、ものすごくやばいみたいね」

　外交員が呟つぶやいた。京介が黙だまっていると、扉とびらがノックされた。張り詰つめた空気を破って部屋に入ってきたのは、遠峰秋一だった。遠峰は京介の顔を見ると、わずかに眉まゆを寄せたが、その一秒後、外交員の姿を認めて朗らかな笑えみを見せた。

「やあ、おばちゃん。今日もあでやかな格好してるね」

「まあー、遠峰さん。いつもお世話になっております。お元気そうで何よりで」

　表情を一変させて、外交員が大おお仰ぎように笑い返した。京介は胸に滞とどこおった息を吐いた。遠峰に続いて、副家長が入室してきた。石田は扉を閉めずに、横で待機した。石田の手の中には和紙で包まれた棒状の物体があった。相変わらず機き嫌げんのわかりにくい仏頂面づらで、石田は宙と睨にらみ合っていた。

「その真っ赤な服は、やっぱりサンタクロースを意識しているのかな。クリスマス、近いもんね」

　ベッドの方に近づきながら、遠峰が言った。外交員は口元に手を当てて、手のひらくらいでは隠かくしきれない笑顔で答えた。

「会社の方針なんですのよ、一応はまあ、お客さまの愛と希望をお手伝いする職業だからと。こんな原色、本当は恥はずかしいんですけれど」

「そんなことないよ、とてもよく似合ってる。街で見かけたら、きっと人も車もみんな足を止めちゃうね」

「あらもう、遠峰さんってばお上手で。そういえば、ここへ来る前にお宅の方へお邪じや魔ましましたけれど、相変わらず奥さま、お綺き麗れいですわねえ。うらやましいですわあ」

「僕は仕事が忙いそがしくて、六日ほど顔を見てないよ。クリスマスプレゼントが離り婚こん届とどけだったらどうしようね」

「まあまあ、その時はすぐにご連れん絡らく下さいませね。保険金受け取り人の変へん更こう手続きをしませんと……あらいやだ、とんだご無礼を」

　外交員と遠峰が、声を揃そろえて笑った。一しきり笑い終えると、外交員は赤い上着を翻ひるがえしてバッグを肩かたにかけ、「じゃあ一条君、おばちゃんまた来るから、お大事にね」と、気やすく手を振ふった。

　出口の方へ数歩歩いたと思ったら、外交員はすぐに京介の方へ引き返してきて、「これもよかったら見ておいて」と、一枚のチラシを勢いよく差し出した。そこには『今なら！　新規ご加入のお客さまに、もれなく旅行券プレゼント！』と仰ぎよう々ぎようしく書かれていた。

　外交員が退室し、足音と化け粧しようのにおいが完全に遠ざかったところで、石田が扉を強く閉めた。

「あのおばちゃん、元気で仕事熱心だよね。僕も見習わないと」

　遠峰がそう言って、床に落ちたパンフレットを拾い上げる。疲ひ労ろうが募つのり、京介が肩を落としていると、遠峰はパンフレットを棚たなに並べながら、微笑ほほえみかけてきた。

「先生から体調と傷は回復に向かってるって聞いたんだけど、大だい丈じよう夫ぶかな」

　笑みの発する圧力は外交員の半分以下なのに、遠峰の視線には、あの中年女とは比べようもないほどの深さがある。京介は黙って頷うなずいた。笑顔で近づいてくる、いつも見み透すかされている気がする、骨の折れる任務を押しつける。家長は苦手だと、改めて思った。

「ああ、そうだ。修理が終わったから、返しておくね」
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　遠峰が言うと、大きな足音を立てて石田が京介の方へ接近してきて、持っていた棒状の物体をベッドに立てかけた。巨きよ漢かんの手の中では小さく見えた物体だが、実際には京介の身長ほどの長さがある。全体を包む和紙を少しめくり、中身を覗のぞいて、京介は短いため息をついた。漆しつ黒こく色をした木の杖つえ。何となく予想はついていたが、古代術専用の玲れい洗せん樹じゆの枝だった。

　病室に最強の術具なんて置いていたら、担当医師に間違いなく没ぼつ収しゆうされるだろう。そんなことを考えつつも、この杖が泉見なつきに破は壊かいされた日のことを、京介はぼんやりと思い出していた。

「本当に大丈夫かい？」

　遠峰が腕うで組ぐみをし、尋たずねた。長居をするつもりはないのか、遠峰はベッドの横にある椅い子すには座ろうとしなかった。

「顔色がよくないね」

「これが普ふ通つうなんだ」

「ちゃんと歩ける？」

「歩ける……」

「よし、じゃあ行こうか。今日は天気はいいけれど、風が冷たいよ。上着は持っているかな」

　言いながら、遠峰は扉とびらの方に歩き出していた。理解できず、京介はベッドの上で目をしばたたいた。石田が動き、和紙に包まれた玲洗樹の枝を、京介に突つき出してきた。

「泉見なつきが現れたんだ。まだ捕ほ獲かくは、できていないんだけどね」

　扉の手前で遠峰が振り返る。口元だけに笑みが浮ういていた。

「攻こう撃げき要員を出動させているけれど、君にも協力してもらいたい。外出許可は後で先生に話をつけておくから、大丈夫だよ」






















　冬の演奏会に向けて、合唱部がミサ曲を練習している。吹すい奏そう楽がく部は、サンタクロースを題材とした有名な邦ほう楽がくを、繰くり返し奏かなでている。清らかな音のしらべに乗って、生徒は笑う。廊ろう下かを走る。あらゆる教室でクリスマスの計画が弾はじけ、校舎裏ではカップルが成立する。青い空に雀すずめの群れが飛び、校務員が焚たき火で焼き芋いもを作り、県立虹原高校の昼休みは今日も賑にぎ々にぎしい。

「浮かれすぎだー！」

　風紀委員会準備室、薄うす汚よごれた天てん井じように向かって、委員長の長は谷せ常つね彦ひこが叫さけんだ。「緊きん急きゆう会議。来ないと留年」と長谷に言われて集められた委員たちは、一いつ斉せいにため息をついた。暖だん房ぼう器具のない準備室の中で、長い吐と息いきは消える前に白に染まる。

「我々は清く正しい虹高生、終業式のその日まで、勉学と精神鍛たん錬れんに勤いそしみ続けるべきである、それなのにい」

　長谷が議長用の机を、力いっぱい叩たたいた。机の上は、長谷が生徒から没収した校則違い反はん物で溢あふれている。山積みのイベント情報誌。仮装衣い装しよう。「ちょっと早いけれどメリークリスマス。一日も早くこの輝かがやきを君に届けたかったのさ」などと書かれたカードつきの安そうなアクセサリー等々。更さらには机の脚あしには犬が繫つながれている。誰だれかの飼い犬か野良犬かは不明だが、犬の頭部には、トナカイの角を模した飾かざりがついていた。犬は床ゆかに顎あごをつけ、長谷に冷ややかな視線を送っていた。

「もうすぐ真冬の登とう竜りゆう門もんたる期末試験が始まろうというこの時期に、生徒たちは教科書も開かずに何をやっているのだ。そもそもクリスマスとは異国の聖人の誕生会ではないのか。浮かれる者どもは聖人とそんなに親しいのか。本人から誕生会の招待状をもらっているのか。見せたまえ、今すぐ私に見せたまえ」

　長谷は怒ど鳴なり、拳こぶしで机を叩き続けた。委員たちは「委員長って、誕生会とかクリスマス会とかに呼ばれたことがないんだろうね」「友だちいなさそうだもんね」と囁ささやきあった。犬が鼻を鳴らした。

　拳を止め、長谷が顔を上げた。長谷は傾かたむいた眼鏡めがねを直し、言った。

「そんなわけで我々風紀委員会では、今日から特別活動を開始する。名づけて『聖夜の一大風紀指導』、対象地区は校内及および市街全域、巡じゆん回かい時間は放課後から日付変へん更こうまで。浮かれる生徒を徹てつ底てい的に取り締しまり、街から自宅へ追い返し、試験勉強へ集中させるのだ。このような世のため人のためを考えた我々の行動は社会への尊いプレゼントとなり、異国の聖人もさぞかし大絶賛することであろう」

　嬉うれしげに口元を綻ほころばせる長谷に、女子委員の一人が手を挙げた。

「私、冷え性しようなんで、夜間の活動は遠えん慮りよしたいんですけど」

　他ほかの委員たちも次々に挙手し、「俺も」「私も」と続いた。長谷は「安心しろ諸君」と誰よりも大きな声を発し、机の下から大きな白い袋ふくろを取り出した。

「そんなこともあろうかと、風紀委員会特製防寒アイテムを予算で開発してあるぞ。ありがたく使いたまえ、『風紀ウォーマー』だ」

　袋から長谷が取り出したものを見て、誰かが「カイロじゃん」と吐はき捨てた。長谷は「文明の利器を馬ば鹿かにするな」とカイロを委員に投げつけ、室内は大騒そう動どうに包まれた。犬が椅い子すの脚をかじった。

　そこへ、準備室の扉とびらが弱々しく開き、青白い顔の女子生徒が入ってきた。

「遅おくれてすみませんでした……」

　お下げ髪がみを力なく揺ゆすって頭を下げたのは、一年委員の塩しお原ばら友とも子こだった。長谷は塩原を見ると、カイロを投げる手を止めて尋たずねた。

「塩原君よ、どうしたのかね。遅ち刻こく自体が君にしては珍めずらしいのに、そのやつれた顔は何事だ」
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「委員長、今日も無む駄だに元気そうですね。委員長はいつまでもそのままでいて下さい。でも私はもう駄だ目めかもしれません……」

　塩原はセーラー服の胸を両手で押さえ、泣き出しそうな声で言った。

「いるはずのない人が見えてしまったんです。死んだはずの人が駅のトイレにいたんです。間ま違ちがいありません、写真とそっくりだったんですから。……幽ゆう霊れいでしょうか、絶対そうです。横よこ恋れん慕ぼをし続ける私を懲こらしめるために、あの世からやって来たとしか思えません。どうしよう、夢なら早く覚めてほしい……」

　むせび始める塩原に、長谷は「任せたまえ」と叫んで、袋の中から今度は大きな器具を取り上げた。拳大の電球がついたそれは、本格的な写真撮さつ影えいで使うストロボ装置だった。長谷は電球を塩原の方へ掲かかげ、「風紀フラッシュ」と言ってコードの先のスイッチを押した。室内に目映まばゆい光が弾はじけ、目の眩くらんだ委員の間から悲鳴が上がった。

「どうだね、塩原君。写真部のごみ捨て場から拾ってきたもので開発した新兵器、『聖なる光でびっくり！　違反者も目を覚ますぞライト』だ。君の曇くもった目もしっかりくっきり覚めたことだろう」

　長谷が笑い、景気よくストロボを連発させた。悲鳴が続出し、電球が熱で砕くだけ、塩原が喚わめいて犬が欠伸あくびをした。

　準備室の外では、新しい音楽と生徒のはしゃぎ声が響ひびきあっていた。




「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　玄げん関かんのドアに向かって、豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝を構えた。

「光の籠かごを二尺まで展開。対象一体、命を囲いて万ばん人にんを排はい除じよ、辰たつにて起動」

　ドア全体が金色の光に包まれた。しかし輝きが弾けたのはわずかの間で、十秒後、光の粒りゆう子しは冷たい空気の中へ霧む散さんしてしまった。

「十秒じゃ意味がないんだってば……」

　術具を下げ、豊花は通算三度目のため息をついた。

　豊花が三回唱え続けている呪じゆ文もんは、簡易結界の作成術だった。ひとりの人間の居場所と行動を限定し、他者との接せつ触しよくを断たつ。結界というよりは、対象を短時間閉じこめるために使う術だ。

　強固さも難易度も非常に低い術だが、簡易であるがゆえに、数年前、豊花には術を成功させた実績があった。道みち端ばたで可愛かわいらしい捨て犬を見つけた時のことだった。豊花は子犬を自宅に連れ帰り、姉の非常食にされたり母に売り飛ばされたりしないように、部屋の押し入れに隠かくした。秘密で大きな犬に育てて、学校や研修課に行く時に乗ろうと目もく論ろんだのだ。そしてその際に、めったに読まない術本を引っ張り出してきて、簡易結界を学んだ。結界は完成したが、所しよ詮せんは豊花が作った術であり、十秒後に消しよう滅めつした。子犬は豊花の足を踏ふみ、菓か子しを奪うばって、一条家からいなくなった。

「あたしだってあの頃ころよりも成長しているもの。術が成功したら、今度は一時間は保もたせられるはずなんだから」

　呪文を今一度試ためそうと、豊花はドアの前で唸うなった。しかしいくら唸り続けても、術の効果は十秒以上続かなかった。

　礼子を残してマンションを外出するにあたり、玄関の鍵かぎを閉めるだけでは不安だったので、術を使おうと思った。心配なのは外敵ではなく、本家の人間の方だった。また久画均精調査班がやって来て、礼子に危害を与あたえようとしたらどうしたらいいのか。礼子の自由と安全は家長が保証したというが、豊花は遠峰秋一が信用できなかった。

　だったら自分が四六時中礼子に張りついて守ってやるしかないのだが、今日はそうもいかなくなった。礼子が体調不良を起こして寝ねこんでしまったのだ。熱はなく、どこが痛むということはないのだが、全身が重くて胸がつかえる感じがすると、礼子は布ふ団とんの中から言ってきた。豊花は昨晩寝ずに、礼子と京介を会わせる計画をいろいろと練ったのだが、延期せざるを得なくなった。医者を呼ぼうかと尋ねた豊花に、礼子は「少し休めば治るから」と、固く首を横に振ふった。

　留置室での疲ひ労ろうが溜たまっているのもあるだろうし、京介の件で精神的なショックも受けているはずだ。だから豊花は、礼子のために元気の出る菓子などを買いこんできてあげようと思った。それ以外には今は何も思いつかなかった。

「急いで帰ってくれば平気よね」

　術は断念し、玲洗樹の枝に布を巻きながら、豊花は呟つぶやいた。外側からノブを捻ひねり、間違いなく鍵がかかっていることを確かく認にんして、エレベーターホールへと駆かけ出す。今日も学校をサボることになってしまったが、緊きん急きゆう事態が発生中なのだから仕方がない。

　マンションの外に出て、駅前のコンビニエンスストアへ向かおうとしたところで、豊花は財さい布ふの中身を確認した。ものの見事にからっぽだった。礼子と虹原を逃とう走そうした時に、所持金を使い果たしたことを忘れていた。ここは家族の手を借りるべく、豊花は数丁目先にある自宅へ走った。急いでいる時に限って、何度も赤信号で足止めをされた。信号待ちの間、日差しの明るさに目が眩んだ。強風が雲を全すべて吹ふき飛ばし、空には太陽しかいなかった。青すぎる空を、豊花は風に吹かれながらただ眺ながめた。

　自宅には誰だれもいなかった。こんな事態も予想はしていたので、豊花は迷わず父親の部屋へ向かった。父の尚ひさしが、壁かべの額がく縁ぶちの裏という非常にわかりやすい場所にへそくりをしていることを、豊花は知っていた。母親が時々そこから万札を抜ぬき取っては、千円札と交こう換かんしていることも、豊花は知っている。その行こう為いを母親は、「亭てい主しゆの記き憶おく力を試す愛」と呼んでいた。

　誰が書いたのかはわからないが、「必勝」という文字の躍おどる色紙が収められた額の裏。一枚の千円札が豊花を待っていた。豊花は両親の愛を手中に移動させ、額縁の裏に「出世したら京介が返します、豊花」という書き置きを残して、家を飛び出した。

　マンションの方向に戻もどり、当初の目的地であったコンビニで、菓子をたくさんカゴに詰つめた。クリスマス用なのか、売り場の一角には、子供でも飲めるシャンパン風飲料の瓶びんが並んでいた。それも買った。レジの時計を見ると、マンションを出てから三十分近くが経っていた。重い買い物袋ぶくろを摑つかみ、豊花は自動ドアから駆け出した。

　そのまま真まっ直すぐマンションを目指そうとした時だった。通りを歩く人物が、ふと豊花の目に留まった。

　二十代後半くらいの女だった。中肉中背の外見は、目をひくほどではない。頰ほおを覆おおうように髪かみを垂らしているせいか、顔が小さく見えるが、それも大した特とく徴ちようではない。そんな女なのに、なぜか豊花の目はひきつけられた。豊花以外に女に注目している人はおらず、女は人波に紛まぎれて、駅方向へゆっくりと歩を進めていた。風が吹いて、女の着ている黒いコートの裾すそが揺ゆれた。

　豊花の足あし下もとに、買い物袋が落ちた。前後左右に、女以上に明るい色の上着を身に着けている人は、たくさんいる。それでもやはり、豊花の目は真っ黒な服に吸い寄せられてしまった。

　女の顔に覚えはなくても、あの服を着る集団は知っている。ここひと月の間、同じ型のコートを着た久画均精の構成員に、豊花は何人か遭そう遇ぐうした。そのうち、礼子を除く全員が、すでにこの世にはいない。泉見なつきだけは違ちがう形のダッフルコートを着ていたが、あれはやはり、頂点に立つ者はその他大勢と同じ格好はしないという意味なのだろうか。手て探さぐりで買い物袋を拾い上げながら、豊花はそんなことを考えた。

　もう一方の手で布に包んだ術具を握にぎり直し、余計な考えを頭から一いつ切さい振り払はらう。豊花は気を引き締しめて、女のあとを追った。京介への新たな刺し客かくか、それとも裏切り者の礼子を処分しに来たのか。どちらにしろ、見み逃のがすわけにはいかなかった。

　女は急ぐ様子もなく足を運び、駅近くにある百貨店の前で立ち止まった。入り口には、高さが二階にまで届く大きなクリスマスツリーが飾かざられていて、多くの人が群がっていた。枝葉や幹に電でん飾しよくが幾いく重えにも巻きつけられているから、日にち没ぼつ後には更さらに存在を主張するのだろう。華はなやかな木の根本に、女も立った。豊花は女から距きよ離りを置き、ツリーの後方にある宝くじ売り場の陰かげに身を隠かくした。風を受けて、とんでもない金額の記された幟のぼりが、大きくはためいていた。

　ツリーに群がる人々は、そこを待ちあわせの目印に使っているようだった。数分置きに誰かが去り、空いた場所にまた誰かが立ち止まる。忙せわしなく動く人の壁の向こうに、豊花はじっと目を凝こらした。誰と待ち合わせているのか、構成員の女はずっと同じ場所に立ち続けていた。まわりにいる人間の顔がすっかり入れ替かわり、自分が待たされているわけではないのに、豊花は苛いら立だちを感じ始めた。と、不意に女の肩かたが動いた。

　女はその場から、肩かた越ごしに宝くじ売り場の方向を振り返っていた。豊花は気づかれないように、身を縮めた。女は同じ姿勢で、ずっと静かな視線を投げ続けていた。更に身を小さくし、頰に冷や汗あせが伝ったところで、豊花は恐おそる恐る息を吞のみこんだ。女の目は、振り返った時から豊花の方を見ていた。完全に豊花だけを見ていた。いつばれたんだろうと、豊花は歯は軋ぎしりをした。

　豊花を視線で固くとらえたまま、女が一度だけ顎あごを引いてみせた。ここへ来い、そう言われたものと判断し、豊花は背筋を震ふるわせた。逃にげ出したいという本能と、負けたくはないという気持ちが、喉のどのあたりでせめぎ合っていた。女がもう一度、頷うなずいてきた。豊花は小さく唸うなりながら、クリスマスツリーの方へ足を踏ふみ出した。女のまわりには、無関係な一いつ般ぱん人じんがたくさんいる。相手は手ぶららしく、例の鉄パイプに似た武器は、所有していないようだった。近寄った途と端たん、いきなり攻こう撃げきされることは多分ないと、豊花は自分に言い聞かせた。

　心しん拍ぱく数すうを激増させつつ、豊花は女から一歩離れた距離に立った。隣となりにいた大学生風の連れがちょうど来たようで、派手な歓かん声せいが上がった。豊花は唇くちびるを結び、女の顔を見た。相手は特に殺気を漂ただよわせることなく、黙だまって豊花の視線を受け止めていた。風が強度を変えるたびに、頰にかかった髪が揺れていた。女の頰には、古い色の傷きず跡あとが見えた。

「光流脈使いは、尾び行こうが下手みたいね」

　女が口を開いた。表情と同じく、静かな声だった。豊花は買い物袋を地面に置き、両手で玲れい洗せん樹じゆの枝を握りしめて言った。

「何の用よ」

「４０３００００２８は、無事かしら」

「何のことよ」

「あなたの家にいる、砂島礼子のことよ。まだ生きているとは思うけれど」

　豊花は唇を嚙かんだ。こんな場所で術を使うわけにはいかないが、今すぐ相手をこの街から撃げき退たいしてやりたくて、豊花は膝ひざの震えを止められなかった。

「おかげさまで、妙みような団体から解放されてすごく元気よ」

　ツリーの飾りへ目を逸そらし、豊花は大きく息を吐はいた。

「あたしのいる組織も礼子のことを大事にしてくれて、何不自由なく暮らしているわ。もうすぐ恋こい人びとも退院してくるし……」

「一条京介の記き憶おくの件は、残念だったわね」

　豊花の言葉を遮さえぎり、女が言った。

「彼が空そら橋はしの施し設せつにあの子を助けにやって来た時、私も少しだけ、妙な期待をしてしまったから」

　本心から惜おしんでいるような口調だった。豊花は視線を女に戻もどした。女は、木から吊つり下がった銀色のボールを見上げていた。顎を上げると頰を隠す髪の位置が変わることを知っているらしく、女は自然な仕し種ぐさで横顔に手を添そえていた。

「あんた、何を知ってるの」

「全すべてよ」

　豊花の問いに、女は即そく答とうした。調べる構成員が他ほかにいないのと、続けた。

　女の喋しやべり方が礼子と少し似ていることに気づき、豊花はそっと眉まゆを寄せた。構成員となって現れた礼子の口調は、中学の時よりも大人びたものに変わっていた。二年の歳月が変えた以外に、この人の影えい響きようもあるのだろうかと、豊花は思った。

「あんた、何者なの」

　豊花が尋たずねると、女は目元を下げた。

「今いま更さらそんなことを聞くの？」

「久画均精の人間だってことはわかる、でも……」

「一応、団体では幹部の席をもらっていたわ」

「どうして礼子のことを気にするのよ」

「教え子だったからよ。あの子に人の殺し方を教えたのは、私だから」

「先生って、わけ」

「私ひとりで全てを教えたわけでは、ないけれどね。特とく殊しゆ能力ごとに指導する人間はいたし、あの子は短期間で私を超こえた」

「だったらもう教えることなんてないでしょう。礼子のことは放ほうっておいてあげてよ。他の先生にもそう言っておいて」

「『他の先生』は、もうみんないないのよ」

　風向きが変わり、幹部の女が髪かみを押さえた。

「砂島礼子を指導した人間で、私以外の者は全員最高位に処分された。それだけじゃなく、他の構成員も全て。今回の件で、過去に振ふり回されて身を滅ほろぼしてしまった構成員は何人もいた。悩なやみや苦しみを断たつ研究をしていた泉見いずみ順じゆん也やでさえも、自分の過去に負けた。そのうえ裏切り者まで出て、もともとあまり他人を信用しない最高位は、仲間を持つことに嫌いや気けがさしたんでしょうね。九十九人の首を切って、それでとりあえず気がすんだみたい。最後のひとりだった私は、運よく助かったわ」

　風で地面の落ち葉が転がってゆき、豊花の買い物袋ぶくろが震えた。久画均精の中で「首を切る」というのは、言葉通りの意味に違ちがいない。豊花の首筋にも鳥とり肌はだが立った。

「砂島礼子は優ゆう秀しゆうだった。諦あきらめ混じりや自暴自じ棄きで訓練を積む構成員が多い中で、あの子は黙もく々もくと技術を修得していたわ。団体を内側から潰つぶすという、大きな目的に支えられていたからでしょうけれど」

　買い物袋の口から覗のぞくシャンパンの瓶びんに目をやり、幹部は続ける。

「私も裏切られたわけだけど、あの子のことは気に入っていた。どうしているか、気になっていたわ。だけど一条京介のことは、あの子にとってむしろよかったのかもしれない。愛してくれる人間がいると、この世に未練が残るだろうし」

「言っておくけど、あんたなんか指一本、礼子には触ふれさせないわよ」

　豊花は幹部にだけわかるように、玲れい洗せん樹じゆの枝を突つき出した。豊花の顔と術具へ順に視線をやり、女がゆっくりと嘆たん息そくした。

「私が指一本触れなくても、誰だれも危害を加えなくても、砂島礼子は数か月以内に必ず死ぬわ」

「変なこと言わないでよ。何の根こん拠きよがあってそんなこと……」

「あの子の体内には、久画均精で様々な付属物を加えられているわ」

　豊花の言葉を遮って、幹部が静かに言葉を運ぶ。教科書を正しく読んでいるような声だった。

「中には細工の細かな装置もある。例えば構成員が一定時間以上、久画均精の管理下を離はなれたことを察知すると、自動的に体中の細さい胞ぼうへ自じ滅めつ現象を起こす指示を下す、そういったものも組み込まれている。砂島礼子は下級構成員だったから、そんな知識はないだろうけれど」

「何よそれ。何が言いたいのよ、はっきり言いなさいよ」

　豊花が怒ど鳴なると、近くにいた青年が、好こう奇き心しんの強そうな顔で豊花と女を見比べた。だが青年もすぐに仲間に囲まれ、賑にぎやかに去っていった。

「もしかすると、今あの子は家で寝ねこんでいるんじゃないのかしら。体がだるいとか、胸がつまるとか、そんなことを言って」

　青年たちの背中を見送り、幹部が尋ねてきた。問いを無視され、豊花は眉をつり上げた。

「それも調べたわけ？　だったら何なのよ」

「調べてはいないけれど、あなたがひとりで外を歩き回っているのも妙みようだと思ったし、あの子が団体を離れた時期から考えて、そうなっていてもおかしくないと思っただけ。最初は軽い体調不良で始まるの。あの子の自滅現象は、きっともう始まっているわね」

「だから、何が……」

「全身の細胞が滅びれば死ぬことくらい、あなただってわかるでしょう。自滅現象を停止させる方法はないの。光流脈使いの治ち癒ゆ術も古代術も何も効かない。現象が完かん了りようまでにかかる時間は、最長で三か月。だから砂島礼子は、近いうちに死に至るわ」

　幹部が静かに断定し、言葉を切った。背後で子供の喚わめき声が聞こえ、ツリーに抱だきついたのか、金銀の飾かざりが揺ゆれた。

「あなた、砂島礼子を助けたい？」

　豊花に向き直り、幹部が首を傾かしげた。

「親友だもの、そうしたいわよね。友人ではないけれど、私も同じ。最高位に知られたらもちろん罰ばつせられるけれど、放ほうっておけないの。だからあの子に、私のところへ来てほしいと伝えてくれないかしら」

　女は傾かたむけた首を元の位置に戻もどし、目にかかった髪を払はらった。

「久画均精の人間にはもう会いたくないでしょうけれど、助けてあげたいだけなの。あの子の体調を考えたら、できるだけ早い方がいいわね。一時間後、このクリスマスツリーの下で待っている」

　どこかで車のクラクションが響ひびいた。豊花が我に返った時、人の群れの中に、幹部の背中が紛まぎれて消えた。




　ハーモニカの音、鈴すずの音、手て拍びよう子し、歌声。楽しげな演奏を耳にし、パジャマ姿で道を駆かけていた男児は目を見開いた。怪かい獣じゆうの玩具おもちやを持ち直し、弾はずんだ息で男児は大きく独り言を言う。

「この歌、去年のクリスマス会で歌ったよ」

　男児は足を止め、周囲を見回した。男児の前に広がる道は、古い寺の前で行き止まりになっており、寺の隣となりには、黄色い看板と塀へいで囲まれた狭せまい敷しき地ちがあった。看板に記された動物の絵と『にじはらひよこようちえん』の文字に、男児は表情を明るくした。

「あった、やっと見つけた」

　叫さけぶと同時に、男児は走り出した。パジャマとスリッパで駆ける子供を、すれ違ちがった主婦が怪け訝げんそうな目で見送った。男児は空き缶かんに躓つまずいて転てん倒とうしたが、すぐに起き上がった。陽気なクリスマスソングに導かれ、男児は幼よう稚ち園えんの正門へ飛びこんだ。

　門の先は薄うすい光の差す無人の庭、その向こうにある教室棟とうから、音楽は聞こえていた。大きく手を打つ音が聞こえて、演奏が中断された。教きよう諭ゆらしき大人が、何やら熱く語っている声が外まで漏もれてきた。

「みちお先生だ」

　男児は口元をゆるめた。

「去年もいっぱい練習させられたよ。『本番のために全力を尽つくすんだ、そして人生は常に本番なんだ』ってたくさん言うんだ」

　教室の中から子供の笑い声が続いた。程ほどなくして、音楽は前奏から始められた。男児は笑顔えがおを浮うかべ、玄げん関かんへ向かおうとした。途と端たん、胃い袋ぶくろが鳴って、男児は眉まゆを下げた。

「お腹なか空すいちゃった。病院からいっぱい走ったもん。モメンギャーみたく、空を飛べたらよかったのになあ」

　庭にある大きな時計を見上げ、「今日のお昼ごはん、なんだろう」と言いながら、男児は靴くつ箱ばこへ急いだ。

　男児は『たまご組』の靴箱の前で首を傾げた。いつも使っていた場所に、男児の上うわ履ばきが見当たらなかった。その場所には前と変わらず、男児の名前入りのシールが貼はってあったが、靴箱の中は空だった。変なの、と呟つぶやき、男児はスリッパを脱ぬいで、裸足はだしで廊ろう下かを進んだ。トナカイをテーマに歌った曲が、近づいてきていた。

　半開きになっている扉とびらの隙すき間まから、男児は教室の中に目をやった。灯油ストーブで温められた空気の中、園児たちは教室の前の方に集められ、楽器や歌唱に集中していた。男性教諭は真しん剣けんな顔つきで指揮棒を振ふり回していた。男児は「終わってから入ろう」と小さく微笑ほほえみ、その場で室内を見回した。壁かべや窓の縁ふちに、輪わ飾かざりやモールが、中ちゆう途と半はん端ぱに飾り付けられていた。

　教室の後ろにある掲けい示じ板ばんには、遠足や運動会で撮とった写真が綺き麗れいに並べられている。演奏に合わせて体を小さく揺らし、写真を眺ながめていた男児の動きが、ふと止まった。男児が一等賞のメダルをつけて笑っている写真の横に、色画用紙が貼りつけられていた。画用紙には、クレヨンで怪獣の絵と文字が描えがかれていた。

「下手な字、ひろ君かなあ。なんて書いてあるんだろう。『いままで、あそんでくれて、ありがとう』……？」

　男児は懸けん命めいに文字を追い、口にした。

「みんな、ずっと、わすれま、せん。てんご、く、でも、げんきで、ね。……さよう、な、ら」

　男児の手の中で、怪獣の玩具が軋きしんだ。他ほかの園児や教諭は演奏に夢中で、誰だれも男児に気づいていなかった。

　男児は一歩後あと退ずさった。同時に、演奏が最後まで終わった。教諭は指揮棒を下げ、顔を紅潮させて、園児たちを絶賛した。男性教諭は手の甲こうで額の汗あせを拭ぬぐい、唐とう突とつに男児の名前を口に出した。「みんなの演奏は、きっと天国にも届くよ」そう言った。男児は教室に背を向け、廊下を走った。

　裸足で玄関を飛び出し、庭を横切った。門のところで、男児は紙かみ袋ぶくろを抱かかえた女性教諭とぶつかった。女性教諭は口の中で驚おどろきの声を発したが、紙袋を落とすことはなかった。傾いた袋ふくろの中には、紙テープや豆電球つきのコードなどが詰つまっていた。

「先生」

　女性教諭を見上げ、男児は呼びかけた。相手は紙袋を抱え直しながら、答えた。

「あらだめじゃない、まだお帰りの時間じゃないでしょ……」

　視線を下げて微笑もうとした教諭の顔が、男児を見た瞬しゆん間かん凍こおりついた。紙袋が落ち、男児の足あし下もとに鮮あざやかな色が散った。

「う、うそ」

　頰ほおを激しくひきつらせて、教諭が喉のどを鳴らした。

「なんで、だって、そんな」

「先生、なんだかおかしいんだよ」

　相手のエプロンを摑つかみ、男児は背せ伸のびをした。男児の手が触ふれると、教諭の顔は一層大きく歪ゆがんだ。

「ぼくの上履きがないんだよ。それで教室に変な紙が貼ってあるんだよ。みちお先生も変なんだよ。ぼくのこと、天国にいるって」

「やめて」

　男児の手を払はらい、教諭が金切り声を上げた。男児は叩たたかれた手を押さえ、茫ぼう然ぜんと教諭を見上げた。教諭は唇くちびるを震ふるわせて、男児から大急ぎで目を逸そらした。

「ごめんね、叩いてごめんね、でもやめて、こっちにこないで」

「先生」

「お願いだから」

「先生……」

　もう一度男児が手を伸のばすと、教諭は本格的な悲鳴を上げようとした。だがその声が辺り一帯に響ひびき渡わたることはなかった。門の横から現れた大きな影かげが、教諭の首筋を手で打った。口から空気を漏もらしただけで、教諭は気絶し、その場に崩くずれた。

「目が覚めれば、お前のことは夢だったとでも思うだろう。幽ゆう霊れいと疑い続けられたところで、二度と現れなければ、いずれ忘れる」

　ジャージを着た体格のよい若者が、言った。若者は教諭の体と紙袋を、まとめて塀へいの陰かげへ移動させた。

「ここがもう、お前のいるべき場所ではないと、これでわかったな」

　袋からこぼれた豆電球つきのコードを手にし、若者は視線を落とした。

「限られた世界で生きていけ。いや、むしろお前たちは、死に瀕ひんしたならば最初から受け入れるべきだったんだ。お前のように生への執しゆう着ちやくが強すぎる死に損ぞこないのせいで、久画均精はいつまでもなくならない。一条京介とて、壊こわれかけた体で、そして兵器として、これ以上生き続けるべきではない」

　下げ駄たの底を鳴らし、若者が男児を振り向く。先ほど教諭に叩かれた男児の手は、うっすらと赤く腫はれていた。

「そう、教えてやれ」

　幼よう稚ち園えんの中から、再び明るい音楽が聞こえてきた。




　何かの音で、礼子は目を覚ました。曖あい昧まいな視野の隅すみに、まず時計が見えた。短針は、午後をいくらか過ぎたところを示していた。ぼやける秒針に、礼子は軽く目をこすった。指先に熱を帯びた涙なみだがついた。

　閉ざしたままのカーテン越ごしに、薄うすい陽光が見えた。「天気、いいんだ」と、礼子は呟つぶやいてみた。ひとりの部屋では当然、返答があるはずもない。しかし礼子の独り言に応じるように、先ほどと同じ音がもう一度聞こえた。玄げん関かんからのチャイムの音だった。

　豊花は外出しているらしく、礼子の部屋の外で来客に応じる気配はなかった。礼子は掛かけ布ぶ団とんを口元まで引っ張り上げた。数日前、ひとりでマンションにいる時にチャイムが鳴り、命を踏ふみにじられそうになったことを思い出す。もう一度、チャイムが鳴った。礼子は布団を頭まで被かぶった。闇やみの中で固く目を閉じた。

　数秒後、今度はチャイムは鳴らずに、外側から扉とびらが数度叩かれた。叩き方はそれほど乱暴ではなかったが、一発ごとの力が強く、礼子はマンションが揺ゆれる錯さつ覚かくを感じた。ノックの次に、野太い男の声が聞こえた。

「おーい豊花のボケ、いねえのか？　ハワイの土産みやげは何がいいか、聞きに来てやったぞ。開けろ、開けやがれ」

　礼子は恐おそる恐る目を開けた。聞いたことのある声だった。

「今日を逃のがすと、もうだめなんだぞ」

　玄関の向こうから、また声が聞こえた。扉を通過し、廊ろう下かを抜ぬけて、閉め切った礼子の部屋まで余よ裕ゆうで響いてくるほど、やたらと声量のある来客だった。

「今日の午後から出発の前の日までな、クリーニング屋の横にできたフラダンス教室で、みっちりレッスンを受けなきゃならねえんだよ。ハワイに行くならフラダンスくらい踊おどれないと、恥はずかしいだろう？　ハードなスケジュールだけどな、きっと楽しいぞ。生徒の中には『キャバレー虹原カメハメハ西口店』のマリちゃんもいるしな」

　礼子は布団の縁から顔を出し、少し躊躇ためらってから、ゆっくりと上半身を起こした。気管支のあたりが痛み、一瞬呼吸が詰つまって、軽く頭が揺れた。礼子は意識的に、深く呼吸を繰くり返した。目が覚める前と変わらず、依い然ぜんとして全身はだるかったが、起きられないほどではなかった。

「おい豊花、本当に留守なのか？」

　来客の声が、不安そうに語ご尾びを上げた。

「土産の件もそうなんだけどな、便所を借りに来たのもあるんだよ。さっきまで駅前で旅行の買い物をしてたんだけどよ、寒いったらありゃしねえし、店の便所は混んでるし、家に戻もどるまで我が慢まんできねえしよう」

　礼子はパジャマの上にカーディガンを羽織り、もう一度目め尻じりを拭ぬぐってベッドから立ち上がった。少しだけ体がふらついたが、玄関へと足を急がせた。

　鍵かぎを外して礼子がこわごわと扉を開けると、身み震ぶるいするほどの外気の中、ひとりの中年男が立っていた。頑丈な体格、ぶ厚い筋肉、ガキ大将がそのまま大人になったような強い眼光、無ぶ精しよう髭ひげ。外見は全く似ていないが、男が豊花の父親であることを礼子は知っていた。中学の頃ころ、一条家に遊びに行った際に、何度か顔をあわせたことがあった。

「おう、ええと、その……」

　一条尚も礼子の顔は覚えていたらしく、扉が開くと口ごもり、忙せわしないまばたきをした。毛玉の浮ういた靴くつ下したに健康サンダルという足あし下もとには、百貨店の紙かみ袋ぶくろが五個ほど置かれていた。袋の口からは麦むぎわら帽ぼう子しやアロハシャツ、浮き輪などがはみ出しており、袋の他ほかには新品のスーツケースもあった。

　挨あい拶さつの言葉に礼子もしばらく迷ったが、扉を押さえて、とりあえず言った。

「トイレ、廊下を進んで二番目のドアです」

「おう、そうかい」

「寒いですから……どうぞ」

　口を小刻みに開閉していた一条尚も、「じゃあ」と言って、大きな体を玄関へ押しこんできた。一条尚が横を通り抜ける時、礼子の鼻にうっすらと、煙草たばこのにおいが漂ただよってきた。礼子は何秒か動かずにいたが、荷物を中に入れて、玄関の扉を閉めた。

　礼子はリビングに行った。電気ポットには、豊花が出かける前に湧わかしておいたらしく、大量のお湯が満たされていた。礼子がお茶をいれていると、トイレの方から激しい水洗の音と、機き嫌げんよさげな鼻歌が聞こえてきた。やがてリビングの入り口から、一条尚が顔を出した。照れ笑いに近い表情で、尚は遠えん慮りよがちに声をかけてきた。

「ありがとうな。豊花は……」

「今、出かけているみたいなんです」

「あいつの落ち着きのなさは、母親の遺伝なんだよな」

　じゃあ俺はこれで、と顔を引っこめようとした尚に、礼子は言った。

「あの、お茶、入りました」

「いや、でもよう」

「豊花ももう少ししたら戻ってくるかもしれないし、ゆっくりしていって下さい」

　尚と目が合い、尚が頭を搔かき、礼子は俯うつむいた。礼子が気まずく思ったのは、自分の家のように振ふる舞まってしまった態度に反省したから。尚が恥ずかしそうにしている理由は、礼子にはよくわからなかった。
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「だけどあんた、具合が悪くて寝ねてたんじゃねえのか？」

　リビングに半分ほど体を入れ、尚が言った。

「悪かったな、便所くらいで叩たたき起こしちまって」

「いいえ、大したことないんです。疲つかれが出ただけですし、もうほとんど治りましたから」

「疲れが……まあ、なあ」

　尚が鼻の頭に複雑そうな皺しわを寄せた。礼子と豊花が逃とう走そうし、捕つかまり、釈しやく放ほうされた一連の件は、尚の耳にも入っているのだろう。トイレでも土産みやげでもなく、尚が豊花を訪ねてきた本当の理由を勝手に推測し、礼子は更さらに俯くしかなかった。

「俺は医者だが、今日は診みてやれねえんだ」

　部屋の空気が気まずくなり、礼子が何を口にすればいいのかわからなくなっていると、尚がぼそりと言った。

「一年のうちな、俺が名医になる日は決まっているんだ。今日はその日じゃない。悪いがこれは宿命ってやつだからよう」

「豊花から、ずっと前に聞いたことがあります。お父さんの本職はお医者だけれど、一年のうち三百六十一日くらいは、甲斐かい性しようなしのギャンブラーだって」

　ぼんやりと二年前の記き憶おくを辿たどり、礼子は言った。言ってから後こう悔かいしたが、尚が声に出して笑ってくれたので、礼子も意図的に頰ほおをゆるめた。礼子は座ざ卓たくへ湯飲みを運んだ。尚が洟はなをすすり、座卓の前で胡座あぐらをかいた。お茶を一口飲んで、尚は「うまいな」と言った。

「それにしてもすっかり寒くなっちまって……」

　世間話で間をもたせるつもりなのか、尚が話し出した。気候から大おお相撲ずもう、野球選手の移い籍せきに対する自分のコメント等々、話題は尚のテンポで随ずい時じ変わっていった。尚の向かい側に座り、礼子は相あい槌づちだけを続けた。興味を引かれる話題はなかったが、礼子は特に退たい屈くつもしなかった。これといった起き伏ふくを起こさない自分の心しん拍ぱくと心情が、今はなぜか心地よかった。

　大おお晦日みそかの歌合戦に出場するという女流演歌歌手を絶賛しながら、尚がズボンのポケットから煙草の箱を取り出した。だが灰皿のない座卓の上と、礼子の顔を交こう互ごに見ると、尚は「すまねえな、いつもの癖くせで」と、煙草をポケットへ押し戻した。箱に記された銘めい柄がらが、一いつ瞬しゆんだけ礼子の目に飛びこんできた。礼子の胸が、大きく波打った。

「その煙草」

　尚の手元を見つめ、礼子は言った。意志に反し、言うつもりもない言葉が口から出てきた。

「あの人と、同じなんですね」

　礼子の語ご尾びが小さく震ふるえたことに、尚は「ああ」と何でもなさそうに返し、湯飲みを手にしてお茶を口に含ふくんだ。

「そういや、まあ、そうだな。いつだったかな、いつも買ってるのを切らしちまってな。それであいつの煙草を取り上げて吸ってみたら結構よかったんで、変えただけなんだ。あの馬ば鹿か息子むすこの煙草なんか、あんた、よく覚えていたな。大体あいつ、半年くらい前から禁きん煙えんさせられているし……」

「私がすすめたんです、二年前に」

「ああ……」

「でももう、覚えているのは私だけです」

「あの、よう……」

「あの頃ころ私はぜんそくの発ほつ作さを起こしたことがあって、それであの人が私のそばでは煙草をやめようかって考えていて、私はそんなふうに気を遣つかわせるのがいやだったから、自動販はん売ばい機きの前に一いつ緒しよに行って、どうせ吸うならこれが似合うって話して、それで……」

　続きの言葉が出てこなくなり、代わりに乾かわいた咳せきが出て、礼子は口元を押さえた。その指に冷たい雫しずくが数すう滴てき当たり、礼子は自分が泣いていることに気がついた。尚が眉み間けんに皺を刻み、何か言おうとしていたので、礼子は「ごめんなさい」と先に言った。

「私のせいで、私が弱いから、京介君も豊花も苦しませてしまいました。これ以上迷めい惑わくをかけないために、私も京介君とのことは忘れようって決めたんです。でも……どうしても忘れられないし、本当は、忘れたくなくて」

　礼子は両手で顔を覆おおい、涙なみだを尚から隠かくした。尚は何も言わなかった。湯飲みが座卓から取り上げられたり戻もどったりする音が、何度か繰くり返された。窓の外から、遠く街のざわめきが聞こえていた。

「砂島さんよう。別に弱くてもいいんじゃねえか」

　尚が低く、言った。礼子は手のひらに顔を押しつけたまま、聞いた。

「喧けん嘩かで言えばよ、弱いやつは簡単にぶちのめされるよ。当たり前だよな、弱いんだから。だけどただ弱いだけじゃなくて、自分の弱点を認めたやつは未来がある。つまらねえ自尊心がないから、負けたらその分きっちり反省してまた立ち上がる。そういうやつは、今は違ちがってもいつか誰だれよりも強くなることがある。俺が学生時代に番長の座へ登りつめられたのは、『尚の反省ノート』があったからだ。……って、あんたみたいな女の子にこんな話をしても、ぴんと来ないよなあ」

　礼子は緩かん慢まんに顔を上げた。尚は自分で自分の言葉に、首を捻ひねっていた。

「それとな」

　首を捻るのをやめ、尚が手元に視線をやった。取り出した煙草たばこの箱を指先で軽く潰つぶして、尚は言った。

「あんたは自分のせいでうちの双ふた子ごを苦しませたと言ったけど、それは違うんじゃねえか。京介が記憶を削けずられたのは、京介が自分でそう決めたから。豊花がそれに対して怒おこりまくっているのは、豊花がそうしたいから。あいつらどっちも頭の造りは単純だからよ、きっとあんたの幸せを願っているだけなんだよ。だからあんたは遠えん慮りよなく、自分の幸せを探せばいい。そうしないと、今度はあんたが豊花から怒られるぞ」

　口の端はしを上げ、尚は鼻をひとつ鳴らした。

「俺は医者で時に名医だが、情けないことに、記憶消去に関する術には全く知識がないんだ。何もできなくてごめんな」

　礼子は首を横に振ふった。

「それと、どうしようもなく内向的なやつと、とんでもなく外向的なやつと、どっちとも仲よくしてくれてありがとうな」

　煙草の箱を再びポケットに戻し、尚が空いた手を膝ひざに置いた。

「特によ、京介なんかを好きになってくれたのは、感謝してる。あんたみたいな人に会えたから、あいつは下手くそなりに生きようとしたんだ」

　礼子はもう一度首を振った。宙に涙の雫が散った。




「久画均精の本ほん拠きよ地ちってのは、虹原市内にあったみたいなんだ。盲もう点てんだったよね」

　京介の隣となりで、遠峰が後部座席のシートに背を預け、言った。

「まあ本拠地とは言っても、実際は古くて小さな家に、年老いたお婆ばあさんがひとり住んでいただけなんだ。だけど光流脈使いの力をもってしても、今まで場所が確定できなかったのは、その家が光流脈より少しだけ強い力に守られていたから。そういうことだよね、石田」

　遠峰に尋たずねられ、助手席に巨きよ体たいを収めている副家長が「はい」と短く返事をした。ほぼ同時に車内電話が鳴り、石田が受話器を取って応じた。暖だん房ぼうの効きが悪いせいか、運転席にいる職員が、くしゃみをした。

　京介を乗せた車は、病院から虹原駅方面に至る県道を走っていた。道はどこも混雑していて、車が停車せずに五分と走り続けられたことはなかった。太めの担当医師が走って追いかけてくるのではないかと、京介はたびたび窓の外を気にしたが、幸か不幸か、その気配は訪おとずれなかった。

「それで、恐おそらく僕らが何年調査しても辿たどり着けなかったはずの本拠地が判明したのは、昨日そこでちょっとした争いがあったからなんだ」

　シートの上で脚あしを組み替かえ、遠峰は続けた。

「大たい抵てい、争いの場には負の感情が渦うず巻まいていて、土地を澱よどませる。澱みの察知は光流脈使いの得意分野だからね、術者がその場に駆かけつけてみたら、泉見なつきと思われる少女が老女を攻こう撃げきしていた。老女は意識不明の重傷、泉見なつきはご丁てい寧ねいに術者のことも滅めつ多た打うちにして、どこかへ去ったらしい」

「追つい跡せき班の中間報告が届きましたが、居場所はいまだ、判明していないとのことです」

　ちょうど電話を切った石田が、助手席から低く言った。遠峰は失望した様子もなく、軽く頷うなずいた。

「現場に生じた澱みは老女の苦しみだけが原因で、泉見なつき自身は相手に対する憎にくしみだとかを、何も発していなかったみたいなんだ。本人に澱みを生むような感情があれば、簡単に居場所を探さぐり当てられるんだけどね。もちろんこれは、悪あしき感情を持たない泉見なつきが善人だっていう意味じゃないよ。きっと彼女は、人やものに対して憎ぞう悪おや好意みたいな特別な感情は、全く抱いだかないんじゃないかな」

　赤信号で車が停車した。交差した道から、けたたましいクラクションが鳴った。

「そうそう、治ち癒ゆ術を施ほどこすついでに老女の体を調べさせてみたらね、調査の間ま違ちがいでなければ、どうやらその人は二千年近く生きているようなんだ。もし意識が戻ったら本人に確かく認にんしてみるけれど、普ふ通つうの人間だっていうのに、大したものだよね」

　商店街の意図なのか、車道沿いの並木には、クリスマスカラーの派手な飾かざりつけがされている。街路樹自体は全すべて枯かれていることを眺ながめながら、京介は遠峰の言葉を何となく聞いていた。

「僕の推測に過ぎないけれど、あのお婆さん、もしかすると久画均精を創つくった人なんじゃないのかな。あるいは団体創立当初からいる構成員だね。久画均精は本家よりも先にできたはずだから、計算は合う。団体の技術か何かで、長生きしていたのかな。だけど二千年は長すぎるなあ。生きるのに、飽あきちゃいそうだよね」

　京介は黙だまって、上着の代わりに着てきた制服の袖そでに目をやった。数週間前に泉見なつきと遭そう遇ぐうし、その結果病院に運ばれた時に着ていたものだ。病院側が洗せん濯たくをしてくれたので、血や雪の汚よごれは綺き麗れいに落ちている。だが袖の部分に、わずかな綻ほころびが残っていた。

「泉見なつきは、何をしに本拠地へ来たんだろう」

　京介が尋ねると、遠峰がこちらを見て頰ほおをゆるめた。そんな表情をされて、京介は病院を出てから口を開くのは、これが初めてだということに自分で気がついた。

「それはまだよくわからないんだ」

　遠峰が答え、視線をフロントガラスの方へ向けた。

「ただ、泉見なつきが去ってからは、本拠地を守っていた大きな力はなくなっている。力というのが一体何だったのか、攻撃された老女本人の可能性もあるし、もしくは何かの物質で、泉見なつきがそれを持ち去ったとも考えられる。後者だとすれば、彼女は何を企たくらみ今どこへ向かっているのか。調査させている段階だから何とも言えないけれど、ひとつだけわかっているのは、彼女には他ほかにもまだ果たしていない目的があるということ。それが何か、君にもわかるよね」

　問われた京介は、和紙で包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝を抱かかえ直し、ため息混じりに返した。

「おれを、殺すこと」

「ご名答」

　軽く指を鳴らし、遠峰がスーツのポケットに手を入れた。

「だから君が表に出てくれば、彼女の方からやって来るんじゃないかと思ってね。そこを君の古代術と攻撃要員とで、迎むかえ撃うつ。徹てつ底てい的に」

　車が動き出した。運転手も石田も無言で、車内の空気はひたすら乾かわいていた。京介はしばらく考えた後、口を開いた。

「家長」

「なんだい？」

「泉見なつきが、あんたの……」

「妹かもしれないってことかな？　知ってるよ」

　遠峰は、穏おだやかな口調と表情を少しも変えずに答えた。

「構成員のひとりからも聞かされたし、調査報告書を読んでいるうちに、そうじゃないかと自分でも思ったよ。十年前、十一年前か、その頃ころ僕には妹がいた。名前は同じ、顔は空橋でちらっとしか見ていないけれど、まあ、似てはいたね。もういないと認識している人間に出てこられるのは、なんだか、妙みようなものだよ」

　渋じゆう滞たいで車がまた停とまった。言いかけた京介よりも先に、遠峰が言った。

「本当に身内だったとしても、僕は区別も差別も容よう赦しやもしないよ。僕の仕事は組織と術者の管理だ。だから君も、手加減なんてしなくていい。そんなことをしていたら、君が死んじゃうよ」

「……わかってる」

「それにしても、道、混んでるね。煙草たばこ吸ってもいいかな」

　遠峰が言い、窓を少し開けた。冷たい空気と街の雑ざつ踏とうが、車内へ流れこんできた。ライターが煙草に火を点つける様子を見た時、京介は頭痛の予兆を感じた。耳の奥で、また誰だれかの声が聞こえた気がした。京介は遠峰とは反対側の窓に顔を向け、唇くちびるを嚙かんで痛みに耐たえた。

　踏ふみ切りを渡わたる手前で、車は一方通行の標識がある薄うす暗ぐらい脇わき道みちへ入っていった。大通りを一本はずれただけで、そこにはもう渋滞と喧けん噪そうは一いつ切さい存在していなかった。線路沿いに広がる古い住宅地の中、狭せまい道を車はほとんど徒歩と同じ速度で進んだ。京介が頭を預けた窓のすぐ外を、民家の軒のき先さきに置かれた鉢はち植うえや、窓から下げられた洗濯物が、素っ気なく通り過ぎていった。通行人の姿は、全くといってよいほど、なかった。

　やがて道が行き止まり、車もゆっくりと停車した。京介は疼うずく頭を上げた。石田がすぐにシートベルトを外し、車を降りた。ドアが開閉された時、外から踏み切りの警報音が聞こえてきた。フロントガラスの先に、屋根の半はん壊かいした平屋が見えた。本家職員と思われる人間が、古い木戸を忙せわしなく行き来していた。

「ちょっと調査の様子を見てくるから、車の中で待っていてくれないかな」

　備えつけの灰皿で煙草を潰つぶし、遠峰がドアを開けた。

「街に散らばっている攻こう撃げき要員には、この場所に集まるように指示を出してあるんだ。全員揃そろったら、正式な作戦を決めるからね」

　それだけ言って微笑ほほえむと、遠峰はドアを閉め、壊こわれた民家の方へ移動していった。京介はシートに後頭部と背中を預けて、長くため息をついた。この車のすぐ外に、久画均精の創つくり主ぬし、もしくは設立当時からの関係者が住んでいた。世界を白紙にするという目的の団体を作り、二千年近くも遂すい行こうを待っていた。そこまでして生きたかったんだろうかと、京介はぼんやりと考えた。他人ひと事ごとには、脳は少しも反応しなかった。頭の中が真っ白で、重かった。目を閉じると、暖だん房ぼうの風が目ま蓋ぶたを気け怠だるく撫なでていった。

「具合悪そうっすね」

　前方から、車内に残った運転手の声が聞こえた。

「そりゃそうっすよね。無効治ち癒ゆ体質で病院にいたのを、連れ出されちゃったんだから。家長も強ごう引いんっていうか、何ていうか。あ、悪いんですけど、吐はくなら外に行って下さい。車を汚よごすと、うちの上司にめちゃくちゃ怒おこられるんで」

　京介は答えずに、頭痛が治まることをじっと待った。運転手は黙だまることなく、「でもやっぱり、あれっすよね」と、気やすい口調で言った。

「家長から特別報ほう酬しゆうとか、それなりにもらってるんでしょ？　そうじゃなきゃやってられないっすよね。いくらくらいもらってるんすか？　結構な額でしょ、絶対。下っぱでも惜おしまず命を差し出せば、そこそこ儲もうけられるんだなあ。俺なんか、矯きよう正せい術者みたく外で働くのがいやで、いつでも屋根の下にいられる今の職場を志願したようなもんだから」

　京介は薄うすく目蓋を開け、目だけを動かして窓の外を見た。電線が震ふるえ、枯かれ葉が舞まっていた。西に傾かたむいた太陽は、色を濃こくし始めていた。平屋に群がる光流脈使い以外、相変わらず人の姿は見当たらなかった。

「で、報酬は何に使うの？　車？　家のローン？　ああ違ちがうよなあ、あんた若いし。だけどそのくらいの年でも、使い道はいろいろあって、あっという間に使っちゃうもんだよね。漫まん画がとかゲームとか、買いまくってれば切りがないし。それにあれでしょ、季節柄がら、彼女なんかにも貢みつがないといけないから大変だ。彼女いる？　いなかったら紹しよう介かいするよ、俺んとこの妹だけど」

　平屋の横、自転車も通れなさそうな細い路地の中で、ふと影かげがうごめいていた。京介は最初、野良犬か猫ねこかと思ったが、よく見るとそこにいるのは小さな子供だった。風の中、なぜかパジャマ姿で立っているのは、京介も知っている顔の男児だった。

　男児は怯おびえた顔つきで、じっとこちらを見ていた。車の窓ガラスを通し、京介を見ていた。事故死しそうになっていたところを久画均精に拾われ、構成員にされかけた男児。居場所がないので入院し続けている、やたらと明るい子供。どうしてこんなところにいるのだろうと、京介はシートから身を起こした。男児が唇を歪ゆがませ、踵きびすを返して路地の奥に向かって駆かけ出した。小さな背中が暗がりの中に消えた。

　京介は反射的にドアを開け、玲れい洗せん樹じゆの枝を持って外に出た。途と端たん、冷たい風が全身にからみついてきて、思わず肩かたが震えた。

「あ、吐いてくるんすか？　ひとりで大だい丈じよう夫ぶ？」

　運転手が何やら声をかけてきたが、京介は頭痛から意識を逸そらし、路地へと足を運んだ。平屋の横を通り過ぎる時、職員が担たん架かに小こ柄がらな人物を載のせて、庭から運び出している様子が見えた。傾いた門の前には、揃いの制服を着けた体格のよい術者が、何人か立っていた。あれが攻撃要員だろうかと、京介はぼんやりと見当をつけながら、路地へ入った。

　道の両側には二階建て以上の建物が隙すき間まなく並んでいたが、全すべて廃はいビルのようだった。どこかからずっと聞こえてくる踏み切りの警報音は、風向きに合わせて強弱を変えていた。

　入り組んだ道を十メートルほど進むと、パジャマ姿の男児が、高いブロック塀べいの前で背中を丸めていた。塀の向こう側にも狭い道が続き、線路のそばに出られるのか、警報音はそちらから流れていた。割れた空き瓶びんの転がる中で、男児は洟はなをすすり、顔をしきりに拭ぬぐっていた。泣いている理由がわからず、京介は足を止めた。

「病院にいなくて、いいのか」

　京介が尋たずねると、男児の口からは細い嗚お咽えつだけが漏もれた。男児は靴くつを履はいておらず、裸足はだしの指が地面に冷やされて赤らんでいた。入院生活に退たい屈くつして脱だつ走そうしたはいいが、道に迷ったか、寒さに打ち負かされていたところだったのかもしれない。京介は短く息を吐き、男児に歩み寄った。

「帰りたければ、さっき見た車に乗ればいい。病院まで送ってくれると思うから」

「おにいちゃんは？」

　しゃっくりをしながら、男児が言った。赤く染まった鼻を上げ、「おにいちゃんは帰らないの」と言った男児の両目から、涙なみだがこぼれた。京介は玲洗樹の枝を抱かかえ直し、もう一度ため息をついた。

「おれは、用が済まないと帰してもらえない」

「用って何？　『兵器』ってやつのこと？」

　男児が奇き妙みような単語を出したので、京介は眉まゆを寄せた。男児が唇くちびるを震わせた。

「全然わからないんだよ。おにいちゃんは『兵器』ってやつだから、この世界にいちゃいけないって言うんだよ。ぼくは『死に損ぞこない』で、ぼくみたいな人のせいで、悪い団体がいつまでもあるって言われたよ。ぼくは狭せまい世界にいないとだめなんだけど、それがいやならやっぱりこの世界にいちゃいけないって。じゃあどこにいればいいのって聞いたら、天国に行けって言うんだよ。そんなの、ぼくいやだよ」

「誰だれが、そんなことを」

「おにいちゃん、助けて」

　男児が両手を、京介の方に伸のばしてきた。

「死ぬのはいやだよ。前みたくみんなと遊びたいよ。なんでだめなの。ねえ」

　小さな指先を見つめ、京介は手を差し出すべきかどうか、迷った。迷った末に、とりあえず今だけでもそうしようと、腕うでを動かそうとした時。背後に下げ駄たのような音と、人の気配を感じた。

「無理だと教えてやれ、一条京介」

　耳元で、誰かがざらついた声を発した。

「そして死んで楽になれ」

　踏ふみ切りの警報音が、大きく聞こえた。




　普ふ通つうに歩けば五分で着く距きよ離りを、数十分かけてしまった。どこをどう歩いて帰ってきたのか、自分でも全く把は握あくできないまま、豊花はマンションに戻もどった。買い物に出た時からずいぶん時間が経たってしまい、礼子から心配そうな目で迎むかえられた。礼子はリビングで、テーブルの上の湯飲みを片づけているところだった。

「さっきまで豊花のお父さんが来ていたの」と、礼子は張りのない声で教えてくれた。その顔色は確かに優すぐれているとは言い難がたかったが、すでに自じ滅めつ現象が始まっていて、あと三か月以内で死に至る人間だとは、豊花はどうしても思えなかった。信じたくなかった。

　洗い物を終えた礼子が部屋に戻っていったので、豊花はリビングの扉とびらを閉め、急いで電話をかけた。あの幹部は、自滅現象には治ち癒ゆ術も古代術も何も効かないと言っていたが、豊花には他ほかに頼たよれるものがない。繫つながった本家付属病院の受付へ、豊花は「緊きん急きゆうの用事があって、双ふた子ごの兄にどうしても相談したいことがある」と必死に頼たのみこんだ。しかし「お取りつぎできません」の一言で、電話は切られた。次に本家の家長室へ連れん絡らくを取ろうとしたが、ボタンをひとつ押したところで、やめた。受話器を戻し、豊花は口の中で唸うなった。エアコンが効いた室内は適温のはずなのに、膝ひざの震ふるえは止まらず、額に汗あせが滲にじんだ。

「豊花」

　背後から呼びかけられて、豊花は思わず叫さけびそうになった。振ふり返ると、セーターとスカートに着き替がえた礼子が、リビングの入り口に立っていた。豊花は手早く汗を拭ふき、笑えみを作った。幹部の話が罠わなである可能性を考えると、礼子本人に悟さとられるわけにはいかない。

「礼子、着替えたの？　言ってくれれば新しいパジャマ、出したのに」

「出かけようと思って」

　礼子は自分の足あし下もとに目をやり、言った。

「久画均精や泉見なつきの手がかりを、自分で調べてみる。もともとそのつもりでいたんだし、せっかく自由に行動してもいいようになったんだから……」

「だめよ、礼子は家でじっとしていないと」

　豊花が怒ど鳴なると、礼子は訝いぶかしそうに顔を上げた。豊花は息と唾つばを同時に吞のみこみ、「だって」と言い繕つくろった。

「だって礼子、体調がよくないって言ってたでしょう。だから寝ねていた方が……」

「休んだら、だいぶよくなったわ。もう大だい丈じよう夫ぶ」

「だめ、一歩も外に出ないで」

　玄げん関かんの方へ歩き出した礼子に、豊花は廊ろう下かで追いつき、腕を摑つかんだ。

「家にいて。調べたいことがあるならあたしが代わりにやるから。礼子はどこにも行かないで。ここで静かにしていて」

　豊花を見る礼子の表情は、明らかに困こん惑わくしていた。小さく首を傾かしげ、礼子は尋たずねてきた。

「何かあったの？」

「何も、ないわよ」

「じゃあ、どうしてそんなに止めるの？」

「だって……」

　摑んだ礼子の腕を見つめ、豊花は唇を嚙かんだ。あの幹部の言うことが本当ならば、三か月後には礼子はもういなくなる。幹部に会わせ、本当に助けてくれたとしても、その後礼子が久画均精に連れ戻されてしまったら──。いやな妄もう想そうしか出てこない頭を、豊花は強く振り払はらった。

「豊花、もしかして、外で久画均精の人間を見たんじゃないの？」

　礼子が言った。豊花は表情を察せられないように目を逸そらそうとしたが、礼子が真まっ直すぐな視線を投げてきた。

「やっぱり、そうなのね。裏切り者の私を処分するために、誰だれかが来たっておかしくないもの。どこで見たの？」

「違ちがう、そんな人は誰も見ていない」

「私の問題なんだから、豊花がひとりで抱かかえこまなくてもいいの」

　豊花の手首を摑み返し、礼子が口調を強めた。

「団体の人間に接せつ触しよくできれば、私も情報を聞き出せるからちょうどいいわ。だから教えて」

「礼子はここにいて」

「心配しないでも大丈夫よ。泉見なつき以外の構成員なら、簡単には負けないから」

　豊花は首を横に振った。何度も何度も横に振った。豊花は口を開かず、礼子も無言だった。電話が鳴った。呼び出し音が十回ほど続いて、切れた。

　やがて礼子が長く息を漏もらし、豊花から手を離はなした。気まずい思いで顔を上げた豊花の視界に、いつの間にか礼子の手のひらが迫せまっていた。

「ごめんね、豊花」

　心からすまなさそうな声と共に、豊花の額に礼子の手が押しつけられた。痛みや圧あつ迫ぱく感はなく、ただ目の前が真っ暗になった。一いつ切さいの音が聞こえなくなり、足下の感覚がなくなった。

　以前にも似た現象に襲おそわれたことを思い出し、豊花は叫びそうになった。構成員が持つ、相手を自白させる力だ。焦あせりと恐きよう怖ふで体が溢あふれそうになった時、ふと礼子の声が聞こえた気がした。

「……うそ、でしょう」

　礼子の声は震えていた。

　唐とう突とつに視界が回復した。豊花は乾かわいた目をしばたたいた。以前力を使われた時は、視覚や聴ちよう覚かくが効かなくなっただけではなく、ひどい苦痛に見み舞まわれた。豊花に真実を語らせようとした音おと無なしという構成員は、自分自身を「うまく力が使えない」と言っていた。今豊花の体に残っているのは、肩かたの辺りにこびりついた軽い疲ひ労ろう感だけだった。

「礼子……」

　その時になって、豊花は礼子の姿がどこにもないことに気がついた。廊下の先で、半開きになっていた玄関のドアが、外側からの風に押されて閉じるのが見えた。豊花は急いで肩でドアを押し開け、外に飛び出した。

　夕方が近いせいか、学生や買い物客で混みあう道を豊花は走った。百貨店前のクリスマスツリーには、前と変わらず大勢の人が群がっていた。豊花は息を切らしてひとりひとりの顔を確かく認にんしたが、礼子と幹部の女は見当たらなかった。無関係な人々は、なぜかみんな幸せそうに笑っていた。

　泣き喚わめきたくなる衝しよう動どうを堪こらえ、左右に視線を巡めぐらせた時。ビルと線路の間を通る細い脇わき道みちの手前に、礼子らしき人物がいるのが見えた。礼子は黒いコートを着た女と、話をしていた。豊花のところまで当然声は届かなかったが、礼子が張り詰つめた表情で、女を問とい詰めている様子はわかった。女が何かを答え、礼子の目が強く見開かれる。礼子が力なく項垂うなだれ、女は礼子の肩を押して脇道へ入っていった。豊花は全力で走り出した。「買って、クリスマスでしょ、買って買って」駄だ々だをこねる子供の声が耳に残った。

　脇道は、線路を越こえて西口方面へ出るための跨こ線せん橋きように繫つながっていた。階段を上っていく黒いコートの女と、少女の横顔が見えた。豊花は礼子の名前を叫さけんだ。礼子は肩を一いつ瞬しゆん震ふるわせたが、立ち止まらなかった。やがてふたりの姿は、橋部分を囲うフェンスに遮さえぎられて見えなくなった。豊花は階段を駆かけ上がった。真横から指す夕日の赤が、目に痛かった。

「あなたも来いと言った覚えは、ないけれど」

　跨線橋の中央辺りに立っていた幹部の女が、冷静な表情で豊花を待っていた。その斜ななめ後ろで礼子は俯うつむいていた。西口側の下り階段までは、長さにして二十歩ほど。細長い橋の上に、豊花たち三人以外は誰もいない。すぐ近くから、踏ふみ切りの警報音がずっと鳴り響ひびいていた。

「どこに行くのよ」

　警報音にかき消されないように、豊花は怒ど鳴なった。

「礼子をどこに連れて行くのよ。あんたが助けてくれるって、噓うそじゃないんでしょうね」

「もちろんよ」

　風に揺ゆれた髪かみを押さえ、幹部が静かに答える。日に染められた頰ほおの傷きず跡あとは、豊花の目には、たった今開いたばかりの傷口に見えた。

「これが噓や罠わなではないことは、本人にもきちんと説明したわ。救いたいだけだと、私の意思も改めて伝えた」

「だったら今すぐ助けなさいよ」

　幹部が言い終える前に、豊花は声を荒あららげた。

「あたしが見ている前で、ここで、礼子を助けて。そうじゃないなら連れて行かせない」

　しばらくの間、幹部は豊花を強い視線で見つめ返していたが、言った。

「いいわ」

　幹部が片かた腕うでを動かした。豊花は思わず身構えそうになったが、幹部が摑つかんだのは、片側にあるフェンスだった。

「もう少し高い場所を探そうとしていたところだけれど、ここでも可能でしょう。自じ滅めつ現象が起こす強制的な死から、全すべての苦しみから、今すぐ永遠に解放してあげる」

　幹部の手の中で、フェンスが大きく波打ち強い光が弾はじけた。豊花が悲鳴を堪えた時には、光と片側のフェンスは全てなくなり、橋を囲うものは手すりだけになっていた。幹部の足あし下もとには、溶とかされて消しよう滅めつさせられたフェンスの塊かたまりが、いくつも転がっていた。

「４０３００００２８、ここから飛び降りて死になさい」

　長い髪を翻ひるがえし、幹部が礼子を振ふり返った。礼子は表情を凍こおらせていた。豊花は何か言おうとしたが、口が動かなかった。

「構成員には通常、自殺の意志を妨さまたげる装置も組み込まれているわ」

　幹部は豊花を一いち瞥べつしてから、再び礼子に視線を戻もどした。

「だけどあれは、心臓部の起き爆ばく装置に付ふ随ずいしているものなの。あなたの起爆装置は、光流脈使いの病院が親切に摘てき出しゆつしてくれたはずよね。自分への殺意を止めるものは、もうあなたの中には存在しないのよ」

「待ってよ、そんなの」

「自滅現象を食い止める手段は、どこにもないわ」

　ようやく言葉の出た豊花を遮り、幹部が続ける。

「今はまだ実感がないでしょうけれど、体が日々朽くちていくつらさは相当なものだと思う。覚かく悟ごを決めて臨んだとしても、あなたがこれから耐たえていかなくてはならないものは、それだけじゃない。あなたがずっと心の支えにしてきた一条京介は、もうあなたを見てくれないの。そこまでして残り数か月を生き抜ぬく意味は、ないわよね。幸せは、もうどこにもないのだから」

　礼子の唇くちびるが一、二度動いたが、声は出てこなかった。それでも何かが伝わったのか、幹部が固く頷うなずいた。

「久画均精から元の世界へ戻って、幸せになれた者はひとりもいない。あなたに限らず前例がない。だから救われたいなら、今ここで、自分の意志で、命を絶たちなさい。任務に失敗したのでもなく、最高位の気まぐれで処分されたのでもない、自滅現象に飲まれたのでもない、それは構成員にとって唯ゆい一いつの幸福であるはずよ。教え子だったあなたには、私も幸せになってほしい」

「馬ば鹿かなこと言わないでよ」

　豊花が怒鳴った時、警笛を鳴らした電車が橋の下を通過していった。突とつ風ぷうが吹ふき抜け、礼子が膝ひざを崩くずしてへたりこむ。巻き上がった風は、幹部の髪を乱して表情を隠かくした。

「そんなのちっとも救われてないわよ。幸せがないなんて、勝手に礼子の未来を決めつけないで」

「じゃあ、他ほかにどんな方法があるの。苦しみもがいてこの子に最さい期ごまで生きろと言うの？　それとも……」

　幹部の声の中に、怒いかりが見えた。幹部は唐突に言葉を切ると、礼子の腕うでを摑み、手すりの方へ乱暴に引っ張った。

「言う通りにしなさい。今、ここで」

　幹部がもう一度、礼子に命じた。

「そうしないと、もっとつらい目に遭あう。餌え食じきにされる。あなたは泉見なつきに」

「私がどうかした？」

　西側の階段から、不意に人の声と硬かたい足音が聞こえた。豊花は顔を上げた。幹部も口を閉ざし、橋の上に上がってきた人ひと影かげを凝ぎよう視ししていた。

　ダッフルコートを着た少女がひとり、立っていた。別の電車が橋の下を通過し、少女の後頭部で束ねられた髪かみを大きくなぶった。電車が去り、豊花の耳に、誰だれかが息を吞のむ音が聞こえた。

　少女の片手には、鉄パイプに似た長い棒が握にぎられていた。これまで豊花が遭った構成員も持っていた武器。だが少女の凶きよう器きの表面には、黒い靄もやのようなものが薄うすくまとわりついていた。夕日を受けた錯さつ覚かくだろうかと、豊花は目を凝こらした。沈しずみ始めた日を背中側から受けて、少女の影かげは実際の倍以上に長く伸のびていた。

「私がパーティの準備をしている間に、招待客を連れてくる、お前はそのためだけに、処分しないでやったんだよ」

　少女が幹部に向かって言い、身の丈たけほどある武器を持ち上げて、自分の肩かたを叩たたいた。

「命令以上のことをしたって、もう成績は上がらないよ」

　薄い笑みを浮かべ、少女が一歩踏ふみ出す。ブーツの底が耳みみ障ざわりに鳴った。

「それとも、４０３００００２８をひいきにしたい理由でもあるのかな。昔、お前と一いつ緒しよに構成員にされた幼い娘むすめを思い出すとか。名前が偶ぐう然ぜん同じだとか。更さらには偶然にも娘の方も根こん性じようなしで、団体から逃にげ出して自滅現象で死んだとか」

　幹部が背後に礼子を押し、手すりの方へ一歩下がった。豊花が見る限り、幹部の表情は初めて静けさをなくし、怯おびえをあらわにしていた。豊花はそれを目視できただけで、少女に対して足が竦すくんでしまい、一歩も動けなかった。

「ああいやだ。どいつもこいつも過去に負けたり裏切ったり」

　少女は面めん倒どうくさげに肩をすくめた。口に出した言葉に反し、声はどちらかといえば機き嫌げんのよさそうなものだった。

「どうしてみんな、くだらない思い出にしがみつくのかな。他人との幸せな未来なんか、求める価値がどこにあるの。自分ひとりが快適に生きられれば、私はそれで充じゆう分ぶんだと思うんだけど」

　ねえ？　そう笑って、少女が鉄パイプを肩から離はなした。そこから武器がどう動いたのか、豊花の目では追えなかった。何かが穿うがたれる音がした時には、礼子の前にいた女の体は無言で倒たおれていた。礼子が背中を手すりにぶつけ、豊花の前に、粘ねん着ちやく質しつな風が漂ただよってきた。

「大したことないなあ、切れ味」

　少女が舌打ちし、武器を宙で一ひと振ふりした。無数の赤い雫しずくが、橋の上に降った。

「安心していいよ」

　少女は礼子を見て、残ざん忍にんな笑みを見せた。

「砂島礼子、お前のことはまだ処分しない。まだ生きていていい。お前が最も絶望する時まで待ってやる。それが済んだら、斬きって楽にしてやるよ」

　濡ぬれた凶器を、少女は礼子に突つきつけた。側面に漂う靄が、風向きとは逆に、礼子の方に動いた。

「こいつは貪どん欲よくな精せい霊れいの骨だ。どこかの巫女みこの血を引く連中が崇あがめている精霊とは違ちがって、扱あつかう人間を選ばない、心の広い精霊だ。手にした者が主になれる」

　黒い靄に、少女が目を細めた。

「あの婆ばあさんは、本体を自分の延命と団体の運営に使い、構成員には粗そ末まつな複製を持たせた。そうやって、死に損ぞこないの共同体を作っていた。だけど心から他人を信用しきれないから、いろんな装置を作って仲間を繫つなぎ止めようとしたんだ。私はそこまでして仲間なんてほしくない。自分ひとりでいい。ひとりで世界を壊こわすことにした。お前はそのための餌えさだ。絶望して、こいつの餌になるんだ」

　再び鳴り始めた警報音で、豊花は我に返った。今豊花がわかることは、この場にいてはいけないということだけだった。豊花は礼子の腕を引き、少女に背を向けて走り出した。階段を転がるように駆かけ下りた時、橋の上から少女の笑い声が聞こえた。

　豊花の背後を、また電車が通り抜ぬけた。




「やめてよ」

　京介の背後に向かって、男児が叫さけんだ。怯えた目で男児は誰かを見ていた。

　振ふり返ろうとした京介の首に、後ろからとてつもない力が巻きついた。気管が絞しめつけられ、手放してしまった玲れい洗せん樹じゆの枝が、地面を硬かたく打った。視界が歪ゆがみ、全身が一いつ瞬しゆんにして酸欠状態に陥おちいる。男児が泣き叫びながら、京介にしがみついてきた。

　真後ろにいる何者かに向かい、京介は肘ひじの関節を叩きこんだ。固い感かん触しよくが返り、首に巻きついた力がわずかにゆるんだ。生じた隙すき間まに強ごう引いんに手を割りこませると、紐ひも状の物体が指に絡からんだ。引きちぎるようにして紐を外し、投げ捨てる。京介の首を絞めていたのは、装そう飾しよくに使う豆電球つきのコードだった。

　咳せきを堪こらえて呼吸を回復させ、京介は襲しゆう撃げき者しやを振り返った。背後にいたのはジャージ姿の若者、横よこ田たという名の同窓生だった。しかし外見は横田でも、眼がん孔こうには先日京介を攻こう撃げきしてきた時と同じ、見知らぬ者の殺意が宿っていた。京介は男児を後方に突き飛ばして避ひ難なんさせ、地面に落ちた玲洗樹の枝を拾った。

「お前個人には、何の恨うらみもない」

　下げ駄たの先に転がっている空き瓶びんをひとつ拾い、横田が言った。

「私が憎にくんでいるのは、仲間を皆みな殺ごろしにした久画均精だけだ。そこの平屋に住んでいた、哀あわれな女が創った団体だ」

　底の部分が砕くだけている瓶は、刃は物もの以上の鋭えい角かくを多数備えていた。廃はい棄き物ぶつから偶ぐう然ぜんにできあがった凶きよう器きを、横田は危なげなく握にぎりしめる。

「創始者の名前は『泉見』、初代泉見とでも言うべきか。彼女は太古の頃ころ、一体の精霊と出会った。精霊は彼女の願いならば何でも叶かなえてくれた。ここまでは、お前たち光流脈使いの祖先である巫女みこと似ているな」

　横田が手の中で瓶の角度を変えると、ガラスの輝かがやきも、硬さを変えた。

「だがこの先は違う。巫女は敬われて民たみを治めたが、初代泉見と精霊は人々に疎うとまれた。特とく殊しゆな『餌』を必要とする精霊の質そのものが原因だったのだろうが、初代泉見はまだそれに気づいていなかった。嫌きらわれ、孤こ独どくの果てに彼女は自害しようとしたが、死の寸前で愚おろかにも生への欲求が高まった。精霊にすがって生き長らえた彼女だが、すでにまわりには誰だれもいなかった。やがて彼女は、世界に見放された人間だけが生きる場所を作ろうとした」

　横田が瓶を軽く振った。空気が叩たたかれて、鈍にぶい音がした。

「働かせる人材は、自分のように生に執しゆう着ちやくする者に限定した。勧かん誘ゆう員いんの制度ができあがるまでは、自ら戦地や病人のいる家屋を訪おとずれ、仲間を集めていたようだ。そうしてこんな大勢の人間が暮らす街の真ん中で、創始者は目的が遂すい行こうされる日を待ち続けていた」

　横田は長く息を吐はいた。京介の背後で、男児がひっきりなしにしゃくり上げていた。

「しかしあの女も、精霊を奪うばわれて虫の息だ。私の標的は泉見なつきに移ったが、その前にお前を消さなくてはならない。怪け我がで弱っているうちにな。卑ひ怯きようかもしれないが、私のような拝はい呪じゆ能力者では、こういった戦い方しかできない」

　京介は背の高い相手を見上げ、静かに息を吸いこんだ。横田が京介を強く見返した。

「力のある者が道を誤ればどうなるかを、私はいやというほど見てきた。力を持ち、他人に利用されているだけの光流脈使いを、私は見過ごすわけにはいかない。もし仲間が生きていれば、同じことを言っただろう」

　横田の下駄が、重い一歩を踏ふみ出してきた。京介は玲洗樹の枝に手をかけ、和紙を破き取った。

「やめろ、お前に私は倒たおせない。たとえここで生き延びたとして、この先お前に何が待っている」

　瓶を掲かかげ、横田が揺ゆるぎのない声で言った。

「お前はもう長く保もたない。ここではない世界で、安息を得ればいい。砂島礼子もすぐに後を追わせてやる」

「……砂島、礼子」

　頭の奥でまた疼うずき出した痛みに、京介は顔をしかめた。奥歯を嚙かんで横田を見返し、京介は尋たずねた。

「どうして、彼女まで狙ねらうんだ」

「お前と同様、争いに使われるものは消しておかねばならない。泉見なつきは、恐おそらく砂島礼子を利用するはずだ」

　横田が瓶を握り直した。

「泉見なつきは今後も、世界を白紙にするという久画均精の目的遂行を目指すだろう。だが創始者から奪った精せい霊れいは、力を維い持じするための糧かてが必要だ。やつらの精霊は、人の絶望という感情のみを餌えさにする。負の感情で澱よどむ光流脈とは、まるで逆だな。当初は初代泉見自身の思いが糧に、久画均精創立以降の二千年間は、死に損ないである構成員の感情が餌となっていたらしい。泉見なつきの周辺で、今もっとも餌に適した存在は砂島礼子だ。違うか？」

　横田は意味ありげに、目の光を強めた。なぜ自分がそんなことを尋ねられるのか、訝いぶかりながらも京介は答えた。

「砂島礼子は、久画均精を抜ぬけ出して救われたはずだ。今は豊花がそばにいるし、本家が命の保証もしたって聞いた。だから、絶望なんか……」

「久画均精を裏切った構成員は、数か月で肉体が自じ滅めつする」

　ゆっくりと、横田が口を開いた。

「それがなかったとしても、お前を失った砂島礼子は、本人が予想していた以上に打ちのめされているはずだ。あの弱さでは、最初から自分の手でお前を抹まつ消しようすることなど無理だっただろうな。取り除かれるべき弱点が、お前たちにとってはこれまでは芯しんの代わりにもなっていたんだ。残念ながら、長おさはそれに気づいていないようだが」

「何の、ことだ」

　吐き出しそうになる苛いら立だちを抑おさえ、京介は呻うめくように言った。横田の言葉が理解できないのに、ひどく責められている気がした。胸が潰つぶれそうに痛んだ。昨日からずっと感じている、苦痛と違い和わ感が更さらに色を濃こくする。強く唇くちびるを嚙んだ京介を、横田は凝ぎよう視ししていた。

「苦しそうだな、一条京介」

　横田がぽつりと、言った。

「抵てい抗こうしなければ苦しまずに送ってやる、あの世に」

　横田が瓶びんを突つき出してきた。ガラスの切っ先で首を抉えぐられる前に、京介は術具で武器を払はらい避よけた。瓶が地面に落ち、破は壊かい音おんに男児が悲鳴を上げた。

　呪じゆ文もんを唱えようとした京介を、杖つえの向こうから横田が見返した。口調がどれだけ他人のものでも、姿形だけはやはり、何度か助けてくれた同窓生だった。古代術専用の術具では、手加減もできない。京介は舌打ちをし、玲れい洗せん樹じゆの枝を手放した。横田が太い腕うでを振ふるってきた。

　側頭部を襲おそってきた拳こぶしを、京介は肘ひじで防いだ。骨まで響ひびいた震しん動どうに耐たえ、空いた手で横田の首筋を打つ。間を置かずにジャージの上から鳩みぞ尾おちへ拳を叩たたき入れた。だが確実に急所を打っても、横田の体はその都度それなりに揺れただけで、表情を変えることも倒れることもなかった。腹部の傷に生じ始めた熱を意識しながら、京介はもう一度横田の首を狙った。

「もうやめろ」

　打だ撃げきを受けたそのままの姿勢で、横田が言った。

「この肉体と私の意識は別物だ。肉体が死に追いこまれれば、私は意識を切り離はなして退くだけだ。そうして媒ばい体たいを変えながらでも、私はいずれ必ず泉見なつきを倒す。だからお前は、もう休め」

　横田の下げ駄たが地面から浮ういた。身構えた京介の腹に、横田の膝ひざ頭がしらが迫せまった。傷をかばおうとしたせいで、京介は反応が遅おくれた。脚あしとは別に動いた横田の拳が顔面に迫った。避けたつもりが、右耳のあたりに衝しよう撃げきが走る。昏こん倒とう寸前の揺れが襲い、膝をついた京介の肩かたに、男児が泣きながらしがみついてきた。

「大体お前は、何のために泉見なつきを倒すんだ」

　頭の上から横田の声が降ってきた。

「自分のためか、組織のためか。それとも世界を守るためか。違ちがうだろう。理由をなくしたお前に、何ができるというんだ」

　横田が京介の腹部を蹴けると、男児は更に大声で泣いた。何を言っているんだろうと、京介は呻き声を嚙み殺して思った。敵を倒たおすのに理由なんてない。術者としての仕事だから倒すだけ。今までだってそうしてきた。脳のう震しん盪とうの気配を頭から追い払い、立ち上がろうとした京介へ、横田が新たな瓶を振り下ろしてくる。避ける時間はなかった。

　固く目を閉じた京介の頭上で、何かが砕くだける音が響いた。

「勝手に私の先を、越こさないでよね」

　聞き覚えのある少女の声が聞こえた。

　京介は目を開けた。次いで重い打撃音が轟とどろき、銀色の閃せん光こうが網もう膜まくに押しつけられた。横田の体が地面に倒れ、京介の前に小さな砂すな埃ぼこりが生じた。埃と横田のジャージには、赤い斑はん点てんがあった。片手で瓶を握にぎりしめている横田の肩や唇は、小刻みな痙けい攣れんを繰くり返していた。

「ああ危なかった。やっぱり他人って邪じや魔まだね」

　相手がわざとらしいほど大きなため息をついた。京介は息を殺し、片膝をついた状態で顔を上げた。目の前に、紺こん色のダッフルコートを着た少女がいた。

　少女は口元に笑えみを浮かべ、手にした鉄パイプ状の長い棒で、何かのテンポを刻むように地面を叩いていた。棒の周囲には、陽かげ炎ろうに似た黒いものが薄うすく漂ただよっていた。男児は突とつ然ぜん現れた第三者に茫ぼう然ぜんとし、泣くのをやめていた。京介は急いで目を動かし、玲洗樹の枝がどこにあるか確かく認にんした。術具は数メートル離れた位置に転がっていて、この場から手を伸のばして回収することは不可能だった。

「お客さん、私との約束通り、ちゃんと生きていてくれてありがとう」

　京介が視線を戻もどした時、少女は真まっ直すぐにこちらを見ていた。

「しかも、タイミングよくこんなところにいてくれて嬉うれしいよ。狭せまい場所だけれど、再会を祝ってクリスマスパーティを始めようか。でもまだ全員揃そろっていないから、もう少し待ってよね」

　鈍にび色の凶きよう器きが無機質なリズムを続けていた。京介は指先一本動かさずに、少女の動きに意識を集中させた。

「もうすぐみんな、ここに来るよ」

　いちぶの隙すきも見せないままに、少女は世間話的な口調で言った。

「あの道を行ったら必ずここに出る。だから先回りして、驚おどろかしてやろうと思ってね。私はこの辺りの出身だから、裏道の知識はあるんだよ。とはいっても十一年も経たてば、道自体が変わっていたり、記き憶おくが曖あい昧まいになっていることもあるけれどね。でもまあ、少しでよかったよ。世の中には、たった一晩で記憶を変えられちゃう人もいるみたいだから」

　少女が肩をすくめた。京介はゆっくりと拳を握り直した。どんなに待っても、隙が現れる様子はなかった。

「お客さん、私がいると落ち着かないみたいだね」

　武器のリズムがやんだ。空いている手で、少女は束ねた髪かみの先を撫なでた。

「仕方ないか、私も同じ気持ちだし。私はお客さんの古代術が邪魔で、お客さんは……あれ、私の何がいやなんだっけ？　さっきそこの拝はい呪じゆ能力者も言っていたけどさ、理由は何？」

　横田の口から、隙すき間ま風かぜに似た呼吸が漏もれていた。京介は何も答えずに、もう一度指に力をこめた。手のひらに汗あせが浮き、拳が滑すべる。なぜか心のざわつきを感じた。

「私が危険だから？」

　髪から手を離はなし、少女が首を捻ひねった。

「でもそれはおかしいな。私が調べた一条京介は、術者として最強級の力を持っているくせに、率先して外敵に立ち向かうことはほとんどない。弱虫なわけじゃなく、無感動な光流脈使いのはずだけど。直じかに攻こう撃げきする以外に、私は何かしたかな？　たとえば、そうだなあ、お客さんの大事な人をいじめちゃったとかさ」

　少女が唇くちびるを歪ゆがめて笑った。その笑みがどうしようもなく神経に障さわり、頭痛を悪化させた。策は何もなかったが、動けなくなる前に何とかしなければならない。京介は地面を蹴って少女の前へ一気に飛びこんだ。相手の武器を奪うばい取ろうと、手を伸ばした。少女は愉ゆ快かいそうに唇をすぼめた。

「今のたとえ話が、どうかした？」

　少女があっさりと武器から手を離した。摑つかもうとしていたものが移動し、京介は体勢を崩くずした。指先が異様に冷たい金属質の側面に触ふれた、それと同時に、京介の顎あごにも冷ややかな何かが触れてきた。細長い指、長めの爪つめ。かつて京介を傷つけた、泉見なつきの手だった。白い歯を見せて、泉見なつきは笑った。

「じゃあ仮にその通りだったとしたらさ、お客さんにとって『大事な人』って、一体誰だれなの？　どうしてその人が大事なの？」

　なつきの手が、京介の顎を真下から打った。横田に殴なぐられた時と変わらない衝しよう撃げきで、頭部と全身が揺ゆれた。奪いかけた武器が地面に落ちた。

「教えてよ。ほら、早く」

　体勢を立て直そうとした京介の耳元で、なつきが囁ささやく。なつきの声が脳を痛めて、京介の足あし下もとを揺らした。

「思い出せないくせに」

　なつきの手が京介の腹部を抉えぐった。体のどこに塞ふさがっていない傷があるか、正確に知っている手つきだった。

「人との絆きずななんて、所しよ詮せんそれっぽちのものなんだよ」

　傷口に痛みが生じるよりも先に、ブーツの底で胸を蹴けられた。

「私はどんな過去にも動じない。全すべてどうだっていい過去だもの。記憶に振ふり回されたり、記憶を消されて苦しんだり、そんなやつがどうして私に勝てるんだよ」

　ブロック塀べいの前に、京介は背中から倒たおれて咳せきこんだ。歪んだ視界に玲れい洗せん樹じゆの枝が見え、必死に手を伸ばした。今度は手の甲こうに少女のブーツが食いこみ、棒状の何かで腹を思いきり叩たたかれた。

[image: ]

「だめじゃない、そんな体で無理して戦ったら」

　京介を見下ろし、なつきが言った。なつきの顔はとても満足そうだった。

「それとも、そんな体で無理をしろって命令する、心ない上司でもいるのかな」

　なつきが長く笑った。近くから、男児の泣き声が聞こえた。斜ななめ前方には、横田の弱い痙けい攣れんがまだ確かく認にんできた。そしてその更さらに先、路地の入り口の方から、複数の人ひと影かげが駆かけてくるのが見えた。騒さわぎを察してきたのだろうか、平屋の前にいた攻撃要員だった。

　先頭にいた術者が、なつきの顔を見てすぐに術具を構えた。なつきは手足を京介から離すと、髪を振って踵きびすを返した。パーティは招待客限定だよ。そう言って、なつきが攻撃要員に向かって走り出した。

　攻撃要員の術が完成し、術具から金色の光が膨ふくれ上がった。なつきは武器を振り、光と術具と攻撃要員とを、まとめて薙ないだ。京介は玲洗樹の枝を摑んで立ち上がった。上半身に割れそうな痛みが走り、腹部を見るとシャツに多量の血が滲にじんでいた。一歩踏ふみ出すと、背筋を目め眩まいが駆け上っていって、京介は再度地面に膝ひざをつくことになった。聴覚が、攻撃要員の数と等しい打だ撃げき音おんを受け取った。やがて一いつ切さいの音がやみ、ブーツの足音がこちらに引き返してきた。

「ああ、ようやくみんなお揃そろいだね」

　京介の前で立ち止まり、なつきが言う。京介はふらつく頭を無理矢理上げた。視界に、ブロック塀の向こう側から路地に駆けてくるふたつの人影が映った。青ざめた顔で息を切らしているのは豊花で、豊花に腕うでを引かれて走っているのは、砂島礼子だった。踏み切りの警報音が、また聞こえた。

　豊花の方も、京介に気がついた。豊花は足を止めずに京介の名前を叫さけんだ。その後ろで砂島礼子が目を見開いた。来るなと、京介は豊花に言おうとした。だが声が出る前に、なつきに肩かたを蹴られて地面に倒された。

「それじゃあ、パーティを始めようか」

　なつきが武器を持ち直したらしく、金属の耳障りな音が聞こえた。地面に頰ほおをつけた京介は、朦もう朧ろうとする意識をつなぎ止めようと、アスファルトに爪をかけた。その数歩先、倒れている横田の指先が、かすかに動いたような気がした。

「砂島礼子、お前へのプレゼントだよ。しっかり目に焼きつけて、最高の絶望を吐はき出すんだ」

　体に武器の気配が迫せまるのを、京介は感じた。避さけたいが、体の中に力がどこにも見つからなかった。豊花が何かを叫んだ、その時。不意に横田が立ち上がり、割れた瓶びんを握にぎってなつきへ駆け出した。

　なつきは舌打ちをしただけで、横田の突とつ進しんを軽くかわした。だが横田は踏み止とどまらずに、なつきを素す通どおりしてそのまま前方へ瓶を振り上げた。その先にいるのは豊花と砂島礼子だった。豊花が悲鳴を上げて、その場に尻しり餅もちをついた。横田の前にいるのは、砂島礼子だけになった。京介の爪に、アスファルトの粒つぶが食いこんだ。

　京介は何も考えずに、ただ手のひらで地面を押し返した。起き上がりながら、横田と砂島礼子の間へと走った。頭の中は空白で、何も聞こえなかった。視界いっぱいに尖とがったガラスが見えた。外側から上半身に一度だけ震しん動どうが伝わった。痛みは特になかった。痛かったのは鼓こ膜まくの方で、豊花の高い絶ぜつ叫きようのせいだと、程ほどなくして京介は気がついた。同時に、胸と腹の間に、信じられないほどの熱を感じた。

　体が傾かたむいた。均きん衡こうを失っていく京介の視界の中で、なつきが横田に斬きりかかった。怒ど声せいと断だん末まつ魔まが響ひびいた。豊花や男児の悲鳴が渦うずを巻いていた。どこかから、大勢の人間が駆けてくる足音も聞こえた。指示めいた言葉を叫んでいるのは、副家長の声と思われた。

　砂島礼子からは、何の音もしなかった。砂島礼子だけは無言で、京介を見つめていた。京介も力の入らない目で、全ての動きが凍こおりついている砂島礼子を見つめ返した。瞳ひとみに涙なみだが溜たまっているのが見えた。泉見なつきが苦々しい顔で砂島礼子に駆け寄ってきて、腕を摑つかむ。反動で、砂島礼子の頰に透とう明めいな雫しずくがこぼれた。泉見なつきは砂島礼子を連れて、塀へいの先へと消えた。

　泣かないでほしい。

　自分がなぜそんなことを思ったのかわからないまま、京介は暗い闇やみの底に沈しずんだ。






















　日にち没ぼつ直後の藍あい色の空に、一番星がきよらかな光を放っている。近くの教会からは、鐘かねが澄すんだ音を響かせている。

　百貨店前のクリスマスツリーには明かりが灯ともり、電でん飾しよくが賑にぎやかな演出を開始していた。これから忘年会にでも向かうのか、上じよう機き嫌げんな勤め人たち。制服姿で笑い続ける学生の群れ。サンタクロースの扮ふん装そうで、店名入りの看板を振ふる客引き。日が暮れても、街を行き来する人足が途と絶だえることはない。北からの風が強さを増し、ツリーの枝葉をいくら揺ゆさぶっても、またたく光が弱まることはない。

　そしてツリーの根本に待機する風紀委員の目の輝かがやきも、時間や気温で左右されることは決してなかった。

「発見したぞ。ついに発見したぞ、最初の獲え物ものだ」

　手には双そう眼がん鏡きよう、学生服の背中に大きな白い袋ふくろを背負った長谷常彦が、周囲の人々の不ふ審しんな視線を全く気にせずに言った。

「あの短いスカートと派手な化け粧しようの一団は、我が校二年五組女子を中心に築かれたグループ、私の中での呼び名は『見えそで見えない期待持たせのギリギリギャルズ』、略してＭＫＧだ。他校生徒との合コン大好きなやつらならば、必ずやこの辺りに出しゆつ没ぼつするだろうと思っていた。なぜならここは待ちあわせ場所で有名だからだ。どうだ塩原君、素す晴ばらしすぎるであろう、私の推理は」

「はあそうですよね。合コン用メイクをするには、百貨店のトイレが広くて綺き麗れいで使いやすいでしょうし」

　長谷の隣となりで同じ格好をした塩原友子が、口先だけをぼそぼそと動かして答える。塩原の傍かたわらには犬がいた。長谷が「校則違い反はん者捜そう索さく犬」と勝手に名づけて委員会準備室から連れてきた犬だ。相変わらず頭にトナカイの角飾かざりを載のせた犬は、後ろ脚あしで面めん倒どうくさそうに背中を搔かいていた。

「どうしたのかね、塩原君」

　元気のない塩原の反応に、長谷は眼鏡めがねを指先で押し上げた。

「寒ければ『風紀ウォーマー』を一個追加してやってもよいのだぞ。寒さを甘く見てはいかん。神話の英えい雄ゆうポンゲラバームとて、聖戦の地で寒風に屈くつし、『もういいや』という言葉を残して家に帰ってしまったという伝説があるくらいだからな。遠えん慮りよなく申し出たまえ」

「委員長、気持ちと雑学はありがたいんですけれど、カイロなんかじゃこの背筋の凍こごえは溶とけません。またあの幽ゆう霊れいが現れたらと思うと……私は私は、ああ」

　塩原は犬にしがみつき、毛皮に顔を埋うずめた。犬が迷めい惑わくげにくしゃみをした。長谷は長く唸うなり、胸の前で腕うで組ぐみをした。

「いかんな、塩原君。幽霊なんぞに惑まどわされているようでは、風紀委員会永久名めい誉よ委員長初代補ほ佐さは務まらないぞ。いつもの気合いで打ち負かしたまえ」

「私だって、負かせるものなら負かしたいですよ」

　犬の胴どうに強く腕うでを回し、塩原が自や棄け気味に言い返す。

「でも幽霊なのにあんなにリアルであんなに綺麗であんなにスタイルまでよかったら、私の勝ち目なんか三つ編みが長いくらいしかないじゃないですか。どうしろっていうんですか」

「うむ、塩原君、君が何を言っているのかよくわからなくなってきたぞ。どんな幽霊だか知らないが、よほどの強敵と見た。だが案ずるな」

　長谷は深く頷うなずくと、塩原の肩かたを強く引っぱたいた。

「永久名誉委員長たるこの私に、怖こわいものなど何ひとつないぞ。魔ま女じよと親友にもなれた私が、幽霊の一匹ぴきや二匹、違反者のついでにちょちょいと退治してくれよう。塩原君は何も心配せずに、職務に集中していればよいのだ」

　ツリーの光を受けて、長谷の眼鏡が輝いた。犬から顔を上げた塩原は、洟はなを大きくすすり上げた。

「委員長」

「何かね」

「たまには、頼たのもしいことも言えるんですね。ちょっとびっくりしました」

「当たり前であろう、私は毎日が頼もしいぞフェア実じつ施し中だぞ。おお、ＭＫＧがついに動き始めた。塩原君はここで頼もしい私の姿を見学し、感動し、大いにやる気を奮い起こすがよい。それでは『聖夜の一大風紀指導』、開始だ」

　長谷が犬の綱つなを引き、奇き声せいを発しながら女子生徒たちに突とつ進しんしていった。だが彼女たちの待ち合わせ相手である、不良学生風の少年グループが、簡単に長谷を捕とらえた。長谷は背中の袋から色々な道具を取り出したが、全すべて少年グループに一いち撃げきで壊こわされた。「塩原君やっぱり助けてくれー」と、長谷が頼たよりなさ剝むき出しの悲鳴を発する。塩原は大きなため息をついた。犬は悠ゆう然ぜんとツリーの方へ戻もどって来ると、トナカイの角を揺らしながら、塩原の横を冷れい淡たんに通り過ぎていった。

　風が吹ふき、ツリーの飾りがざわめいた。塩原は寒さをしのげそうな物もの陰かげを求め、辺りに目をやった。途と端たん、塩原の顔が青ざめた。百貨店から少し離はなれた場所に、ビルがある。八階全ての窓にテナント募ぼ集しゆうの貼はり紙がされた、新築の建物だった。

　ビルの非常階段に向かって歩く、ふたりの少女がいた。前方を行く者の背に従い、俯うつむきがちに進む後方の人物の方を見て、塩原は愕がく然ぜんと呟つぶやく。

「あの幽霊だ……」

　鐘かねがまた鳴った。




　目ま蓋ぶたが重くて仕方がない。本家付属病院の薄うす暗ぐらい廊ろう下かで、豊花は目をこすった。

　自分がずいぶん大声で泣き叫さけんだことは、喉のどの痛みが教えてくれている。だが具体的にどんな言葉を口にしたのか、豊花はほとんど覚えていなかった。数十分前、あの路地裏に本家の職員が詰つめかけてきて、動どう揺ようするだけの豊花は、副家長によって車の後部座席に押しこめられた。抵てい抗こうする余地は全くなかった。

　泉見なつきを追いかけないと。礼子を助けに行かないと。

　副家長に向かって訴うつたえた自覚は、豊花の中にあった。石田が険しい顔で言い返してきた内容も、覚えていた。追つい撃げき用の術者はもう派は遣けんしてある、君のような力のない者がひとりで追いかけたところで無む駄だな死体が増えるだけだ。そう言われた。豊花が反論しようとした時、職員がまた誰だれかを車内へ押しこんできた。静かに目を閉じているその人物からは、血のにおいだけがした。豊花は双ふた子ごの兄に抱だきついて、叫んだ。自分の言動にきちんとした記き憶おくがあるのはそこまでで、気がついた時には車は本家付属病院に着き、豊花はひとりで廊下に立ち尽つくしていた。

　この病院は、夕方の診しん療りよう時間を一秒でも過ぎると、冷れい徹てつなくらいに静まり返る。来るたびに抱いだいていた感想を、豊花はまた繰くり返す。誰もいない、誰の気配もしない廊下の真ん中で、豊花は目の前にある扉とびらを見上げた。「緊きん急きゆう治ち癒ゆ室」と記された札があった。扉の向こうからは、聴ちよう覚かくを集中させると、かすかに人の声や物音が聞こえてきた。

　不意に扉が開いて、何かの器具や薬やく剤ざいを抱かかえた看護師が、忙いそがしそうに出てきた。豊花は口を開いたが、何を尋たずねればいいのかわからなかった。看護師は豊花の着ている服を一いち瞥べつして、廊下を足早に去っていった。豊花は自分の胸を見下ろした。セーラー服についた京介の血は、赤黒く変色し始めていた。

　看護師が閉め忘れた扉の隙すき間まからは、室内の物音が先ほどよりも明確に、豊花のもとへ届いた。弱い、足りない。誰かが困ったように言っていた。豊花は緊急治癒室内に目をやった。狭せまい部屋の中央に台があり、数名の白衣の人間が、台を取り囲んでいた。豊花の位置からは、台の上に横たわる患かん者じやの顔だけが見えた。車の中で見た時と変わらず、苦しんでいる様子は特になかった。目を覚ますことを諦あきらめているようにも見えた。豊花は室内に向かって手を伸のばそうとした。扉の近くで作業をしていた看護師が豊花に気づいて、内側から扉を閉めた。

　廊下の先からストレッチャーがやって来た。運ばれているのは、路地裏にいたジャージ姿の若者だった。若者は意識がないようだったが、治癒術を施ほどこされたらしく、無傷だった。ストレッチャーを見送り、豊花は呟いた。

「礼子を、助けないと」

　豊花は廊下を歩き出した。

「京介は、動けないんだから、あたしがやらないと……」

　二歩進んだところで、出口がどちらなのかわからないことに気づいた。三歩目を踏ふみ出したところで、副家長の言葉を思い出して膝ひざが震ふるえた。緊急治癒室から数メートルだけ離れた位置で、豊花はへたりこんでそれ以上一歩も進めなくなった。床ゆかが冷たかった。

　ふと肩かたに手が置かれて、豊花は顔を上げた。白衣の中年女性が、眉まゆを下げて豊花を見つめていた。女医の後ろには遠峰と部下らしき職員がいて、豊花の方には目を向けず、何か話しこんでいた。

「一条さんの処置は、もう少し時間がかかりそうです」

　女医が豊花の肘ひじに片手をやり、立ち上がるように促うながして言った。もう一方の手で、女医は胸にぶ厚いファイルを抱えていた。

「奥に仮か眠みん室がありますから使って下さい。風邪かぜを引いてしまいます」

「京介を助けて」

　女医の手を両手で摑つかみ返し、豊花は言った。ファイルが床に落ちて、細かい文字の並ぶ書類が散った。

「お願い。あたしひとりじゃ礼子を助けられない。礼子のそばにいても、あたしは京介の代わりになれなかった。だから助けて。血が足りないなら、あたしから全部持っていっていいから」

「大だい丈じよう夫ぶ、京介君は助かるよ」

　いつの間にか女医の横に来た遠峰が、屈かがみこんで豊花に小さく微笑ほほえんだ。

「ここの病院の技術は優すぐれているから、平気だよ。無効治癒体質も、ぎりぎりのところで進行させずに処置してもらうよう、頼たのんである。心配しないで、豊花ちゃんは休んだ方がいい」

「礼子が泉見なつきに連れて行かれたの」

　遠峰を見上げ、豊花は言った。

「絶望して精せい霊れいの餌えさになれとか、そんなことを言われて、それで……」

「僕もさっき報告を受けて、いろいろとわかったところだよ」

　背筋を伸ばした遠峰が、廊ろう下かの先を見て言った。

「泉見なつきが糧かてのために彼女を連れて行ったのなら、恐おそらくまだ無事だろう。対象が最も絶望する瞬しゆん間かんを、泉見なつきも待っているはずだからね。京介君がもう一度自分の前に現れるのを待つか、もしくは待ちきれなくてここへ乗り込んでくるか、それともそれ以外に糧を絶望させる方法を考えるか。何いずれにしても、それまでは彼女をきちんと生かしておくはずだ」

「でも……」

「泉見なつきのことは、今術者に捜さがさせている。砂島礼子さんも、できる限り傷つけないで救出させる。彼女の安全を保証することは、京介君とも約束したからね。わかったら、豊花ちゃんはここでおとなしくしていること。いいね」

「礼子はもうすぐ死んじゃうの」

　歩き出した遠峰の背に、豊花は声を大きくした。

「自じ滅めつ現象とかいうのが始まっていて、あと三か月くらいで死んじゃうの。今無傷で救われても、礼子はこの先つらい思いをしていかないとならない。だから……京介の記き憶おくを元に戻もどして」
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「気持ちはわからないこともないけれど、それは不可能なんだよ」

　遠峰が足を止め、以前女医も言った言葉を返す。遠峰は豊花を振ふり返って、静かに続けた。

「砂島礼子さんのことは、病院側でそれなりの対処をさせるように指示を出しておくよ。僕たちの技術で少しでも死期を先伸のばしにできるのであれば、努力させる。心のケアが必要ならば、そうさせるよ。だけど、京介君には彼女のことはもう完全に忘れてもらう。怪け我がの処置がすんで目が覚めたら、もう一度記憶消去の術を施す予定だ」

　どうしてと叫さけぼうとした豊花に、遠峰が音を立てずにため息をついた。

「ほんのわずかに残った記憶と感情だけで、ここまで体調や行動に異変が生じるとは、僕もこっちの先生も、誰だれも思っていなかったんだ。『残りの一』を、ちょっと甘く見ていたね」

　遠峰の傍かたわら、女医は苦しげな顔つきで、床の書類を一枚ずつ拾い上げていた。

「今の状態では、傷が塞ふさがっても、京介君は本来の力を出し切ることができないだろう。泉見なつきへ術者を向かわせていると言ったけれど、やっぱり彼らには足止め以上の期待はできないよ。それにね」

　女医が拾い残した書類を手にし、遠峰は眉み間けんに疲ひ労ろう感のある影かげを見せた。

「彼女に対する記憶が半はん端ぱに残っていたから、彼はこんな目に遭あった。半端な結果のまま連れ出した僕にも責任はある。だから責任を持って助けるよ。忘れられなくて苦しんでいるのなら、綺き麗れいに消してあげた方がいいに決まってる」

「違ちがう、京介は礼子のことを忘れたくないから苦しんでるのよ。どうしてわからないの」

　豊花の怒ど鳴なり声が、廊下に響ひびき渡わたった。女医はファイルを抱かかえて俯うつむき、職員は無言で、遠峰も黙だまって豊花を見返していた。

「彼女は自滅現象で、もうすぐ死んでしまうんだろう？」

　遠峰はどこか寂さびしげな表情で、豊花に言った。

「今度こそ、本当に彼女はこの世からいなくなってしまう。そうなった時、君は京介君にまた何年か前と同じ思いをさせたいのかい？　彼女への気持ちをなくしていれば、今度はそれほど親しくない同窓生が死んだという認にん識しきだけで、すむんだよ」

「そんなの……」

「可哀かわい相そうだとは、思っているよ。過去や人間関係を捨てられないほど、心が弱くて」

　踵きびすを返し、遠峰が歩き始める。やがて職員と女医も、豊花の前からいなくなった。

　先ほどの看護師が戻ってきて、緊きん急きゆう治ち癒ゆ室しつの扉とびらが慌あわただしく開閉した。豊花は立ち上がれないまま、きつく奥歯を嚙かんだ。泣き声を押し殺す以外、何もできなかった。




「見てごらんよ、あっちは明るくて楽しそうだね。この時季はやっぱりカップルが多いね」

　非常階段を昇のぼりきったビルの屋上。フェンス越ごしに、少し離はなれた場所にある百貨店の屋上を眺ながめ、泉見なつきは可笑おかしそうに言った。

　建物全体が無人であるこちらのビルとは違い、百貨店の屋上は、若者ばかりの客とクリスマス仕様の目映まばゆい照明で満たされていた。閉店までのおよそ一時間を、みな寒風に耐たえつつも、ここで夜景見物に費やそうという主しゆ旨しであるらしい。売店から漂ただようクレープの甘い香かおりは、なつきのいるビルの方まで流れていた。

「おいしそうだね。だけどあっち側に参加したくても、我が慢まんしないと」

　フェンスから一歩下がり、なつきが笑った。

「だって私たちは、あっちの世界では、すでに死んだものとされているんだからね。残念だ」

　楽しげな口調で言い、なつきは深呼吸をする。明かりも温ぬくもりもないその場にいるのは、なつきと砂島礼子のふたりだけ。百貨店側からこちらに注目する視線は、ひとつもない。なつきの傍ら、礼子は悲痛な面おも持もちで足あし下もとを見ていた。

「あそこに見えるの、学校だよね」

　街の方に視線を移し、なつきがフェンスにまた近寄った。

「小さいから小学校だろうね。じゃあ、あっちにあるのは中学かな」

　冷たい風に髪かみを煽あおられて、なつきは夜景に目を凝こらす。

「もしかしてさ、お前が行っていた学校じゃない？」

　なつきは肩かた越ごしに礼子を振り返った。

「お前と、お前のことを忘れちゃった薄はく情じような光流脈使いが過ごした、思い出の学校。ねえ、きっとそうだよ」

　礼子は何も答えない。なつきは気にした様子もなく、フェンスに向き直った。

「こんな時間なのに、まだ校舎に明かりが点ついている。何してるんだろう。部活とかかな。いいなあ、青春って」

　片手に持った棒状の武器で、なつきが機き嫌げんよさげにフェンスを一度叩たたいた。殺気立った音に、礼子は身を縮こまらせて嗚お咽えつを漏もらした。なつきは不敵な笑えみを揺ゆらすこともなく、街を眺め続けた。

「そんなふうに泣いたりするのってさ、どんな気持ち？」

　やがて景色には飽きたのか、フェンスに右肩を預け、なつきは礼子を見た。黒い靄もやを纏まとった武器でコンクリートの足場を突つき、なつきは首を傾かしげる。

「絶望ってどんな感じがするんだろう。ずっと昔は、私にもそういう気持ちがあったはずなんだけどね。もうちっとも思い出せないよ」

　礼子の答えはない。なつきは冷ややかに微笑ほほえみ、視線を地上へ戻もどした。遠くの道路で渋じゆう滞たいが起きているのか、本来明かりの少ない郊こう外がいであるはずの場所に、細長い光の筋が刻まれていた。

「光流脈使いの病院は、どの辺にあるのかな」

　肩をフェンスから外し、なつきは武器を握にぎり直した。

「パーティの途と中ちゆうで抜ぬけちゃったお客さんを、そろそろ迎むかえに行ってあげないと。もしお客さんが結界で守られていたら、ぶち壊こわしてやらないといけないし。ぶち壊すための力も必要だし。私は多た忙ぼうだなあ」

　そしてなつきは、武器の側面を礼子の首筋に強く押しつけた。黒い靄が生きもののごとくうごめいて、礼子の頰ほおに触ふれる。礼子は鋭するどく息を吞のんだ。

「あんな拝はい呪じゆ能力者に少し刺さされたのを見ただけじゃ、お前は驚おどろかないよね。プレゼントにはならない。お前のために、一条京介は私が全力で斬きってやるよ」

　礼子が唇くちびるを震ふるわせた。靄がひと回りほど大きさを増した。なつきも笑みを増し、言い続けた。

「でもこんなことを聞かされても、お前は別に痛くも痒かゆくもないか。だってお前もやろうとしたことだからね、何度も惨みじめにしくじったけどさ。一条京介はお前のことを愛した記き憶おくは消されたけれど、構成員のお前に攻こう撃げきされたことは覚えているんだよね。残念だね、謝る機会がないまま永遠にお別れだなんて」

　礼子は顔を歪ゆがませた。靄は急成長をし、高さ二メートルほどにまで膨ふくれ上がった。鉄パイプが発火して黒い炎ほのおを燃え上がらせている、そんな錯さつ覚かくを催もよおす光景だった。

「ああ、謝る機会はあるか。お前ももうすぐあの世に行くんだから」

　なつきが言った。その手元で靄が、もはや火柱に近い影かげが、大きく揺れ動く。炎に見えても熱さはないらしく、なつきは平然と武器を握っていた。

「そこで思う存分、私や光流脈使いの組織に邪じや魔まされることもなく、一条京介と話せるじゃないか。よかったね。だけど一条京介は、きっとあの世でもお前のことは覚えていないんだろうな。いっそのこと、生まれ変わってから仲よくなる？　でもその頃ころには、こんな世界、私が壊した後かもしれないけど」

　なつきが大きく笑った。礼子は両手で耳を塞ふさぎ、目をつぶった。黒い炎が更に膨ぼう張ちようし、周辺の空気に煙けむりが走る。炎は激しく歪みながら、何かの形に固まろうとしていた。

　轟ごう音おんが聞こえた。礼子は反射的に目を開けた。靄は空中でひとつの輪りん郭かくを結んでいた。精せい霊れいの骨を握るなつきの横には、闇やみ色の巨きよ人じんが立っていた。底なし沼ぬまに似た青く暗い眼がん窩かが、数メートル上から礼子を見下ろしていた。礼子が絶ぜつ叫きようした。屋上を吹ふき抜けた風の音は、化け物の鳴き声を模したようだった。

「なかなかやるじゃないか」

　心底楽しそうに、なつきは言った。

「お前の目の前で一条京介を斬れば、こいつはもっと成長できるだろう。こんな威い力りよくがあるくせに、泉見の婆ばあさんはどうしてもっと早く世界を壊さなかったんだろう」

　ふと表情を険しくし、独り言を言うなつきから、礼子が後退った。礼子は素す早ばやく視線を巡めぐらせた後、フェンスに両手をかけた。礼子は必死の形相で、体を持ち上げようとした。

「何？　これ以上精霊に餌えさをやりたくないから、ここから飛び降りようってこと？」

　なつきは礼子を醒さめた目で見つめた。

「だったら最初からそうしろって、今頃あの世で『先生』が怒おこってるんじゃない？　まあ、ここまで協力してくれたから、別にいいよ。餌が足りなくなったら、お前の他ほかに絶望を背負ったやつを捜さがせばいいんだ。面めん倒どうだけど、これだけ人がいるんだから何とかなるよ」

　なつきが顎あごで、フェンスの先に広がる街並みを示す。礼子は動きを止めた。街まち明かりが風の中で揺ゆれていた。地上の方から、宣伝車の賑にぎやかな音楽が聞こえた。

「どうしたの。さっさとやりなよ、見届けてやるから」

　なつきが礼子の目指す空に向かって、武器を軽く突き出した。突とつ風ぷうと同時に、精霊の影が宙に残像を刻む。一瞬で、礼子とその周辺のフェンスだけを残し、屋上を囲むものが全すべて黒い煤すすへと成り果てて消えた。礼子は指先ひとつ動かせずにいた。百貨店の屋上でも何かあったのか、歓かん声せいが聞こえた。

「できないじゃないか」

　なつきが小さなため息をついた。

「死にたくないって、二年前旅行先で事故に遭あった時に、お前も思ったんだろう。そうやって久画均精に入ったんだろう。それなのに元の世界を守ろうとしたり、戻ろうとしたり、そこにいるやつに愛されたいと願ったり。できないことばかり望んでもがいて、私の邪魔をして。目め障ざわりなんだ、お前は」

　なつきの表情からは珍めずらしく笑えみが消え、苛いら立だちに近い感情が見えていた。

　その時、非常階段の方で物音がした。狭せまい階段の上で、学生服とセーラー服の高校生がふたり、互たがいの肩かたを押し合っていた。「委員長が先に出て下さい」「いやいやここはレディファーストで塩原君が」「幽ゆう霊れいを退治してくれるって言ったじゃないですか」「言ったかもしれないが、いかに名めい誉よ委員長たる私であってもそれなりの準備とか遠えん慮りよとか」もめるふたりを、なつきが体ごと振ふり返った。黒い精霊も同じ動きをした。高校生たちが、揃そろって顔をひきつらせた。

　その高校生を押しやって、複数の人間が屋上へ駆かけ昇のぼってきた。全員術具を手にした光流脈使いだった。術者たちはなつきの持つ武器を見て目をみはったが、呪じゆ文もんを唱えて真まっ直すぐになつきに走りこんできた。なつきはその場から一歩を踏ふみ出して、唇の端はしと武器を上げた。精霊が闇の色をした口を開いた。礼子は声を嗄からして叫さけんだが、誰だれも止まらない。

　全てが動き出し、破は壊かいの宴うたげが始まった。




　本家付属病院、正面玄げん関かんを抜ぬけた先にあるロビーに、小さな光がまたたいていた。

　出窓に、高さ十センチほどの小さなクリスマスツリーが置かれていた。乾かん電でん池ちで発光する仕組みになっているらしく、ツリーに灯ともる光は、数秒間かん隔かくで赤青黄と、単純でささやかな色替かえを繰くり返している。イベント好きな看護師の誰かが飾かざり、スイッチを切り忘れたのだろう。非常口を示す明かり以外、全ての照明が落とされたロビーの中で、小さなツリーは孤こ独どくに、そしてどこか懸けん命めいに輝かがやき続けていた。

　ロビー横の通路に、白衣の中年女性が通りかかった。手にはぶ厚いファイルと透とう明めいの薬やく剤ざいケースがあったが、手荷物以上に女医の足取りは重かった。女医が一いつ旦たん立ち止まり、荷物を抱かかえ直す。ケースの中で、注射器と薬剤の瓶びんが無機質に鳴った。暗い面おも持もちで再び個室病びよう棟とうの方へ歩き出そうとした女医の目が、ロビーの光に留まった。

　女医はしばらくの間光を見つめていたが、真っ直ぐにツリーの方へ歩み寄ってきた。だがスイッチを切ろうとツリーに手を伸のばす前に、女医は足を止めた。出窓の下に子供がひとりいた。パジャマ姿の男児は、ツリーに向かって両手の指を組み、強く目を閉じていた。

「サンタさんサンタさん、聞こえますか。幼よう稚ち園えんに行けないので、ここで言います。おにいちゃんの怪け我ががよくなって、おねえちゃんと会えるようにして下さい」

　女医には気づいていないらしく、男児は独り言に集中していた。

「今年のクリスマスプレゼント、ぼく本当は『モメンギャー変身キットシリーズ７・湯ゆ葉ばマント』がほしかったんだけど、頑がん張ばって我が慢まんします。だから、おにいちゃんとおねえちゃんを仲よくさせてあげて下さい。ぼくは、ぼくのお願いは、お友だちとまた楽しく遊べるようになりたいです。湯葉マントの代わりに、これをお願いします。もう一回言います。おにいちゃんとおねえちゃんが……いいや、みんなが楽しくなれますように」

　言いながら、男児は何度か洟はなをすすり上げて、手で顔を拭ぬぐっていた。床ゆかを踏みしめる足は裸足はだしだった。ツリーは無言で輝いていた。女医は一分近くロビーに佇たたずんで、祈いのりと光を凝ぎよう視ししていた。

　女医は足音を忍しのばせて通路の方へ戻もどり、どこかへ引き返していった。しばらくした後、女医はもう一度ロビーに戻ってきた。男児がまだ祈っていることを確かく認にんすると、女医は悲しげな顔で個室病棟に向かった。




　傷が痛んで目が覚めた。

　京介が目を開けると、いつもの病室の天てん井じようが見えた。窓の外には暗い夜空。ベッドの横に立てかけられた輸血用の台。漆しつ黒こく色をした玲れい洗せん樹じゆの枝。ガラスの壁かべを隔へだてた無人の隣りん室しつ。軋きしんでいる自分の体。

　これだけ痛むということは、以前と同様に傷口が塞ふさがれていないのだろうと、ベッドの上で京介は推測した。無効治ち癒ゆ体質を第六段階へ進行させないための、意図的に半はん端ぱな処置。生かされているのか、死ぬことが許されていないだけなのか、曖あい昧まいで気け怠だるくなる。体中が乾かわいている気がした。

　視線を動かすと、ベッドの端に、豊花が上半身を預けて眠ねむっているのが見えた。豊花の足あし下もとには術具が転がっていた。椅い子すに腰こしかけているうちに寝ね入いってしまったらしく、豊花はシーツに力なく片かた頰ほおを埋うずめていた。耳たぶで、水色のピアスがくすんでいた。

　京介は豊花の顔をぼんやりと眺ながめた。今いま更さらながら、どうして豊花は両耳にピアスをつけていないんだろうと、疑問に思った。片耳だけつけるのが流行なのかもしれないし、片耳分の穴を開けたらもう満足したのかもしれない。答えなどどうでもいい問題に、京介はしばらくの間、うつろな思考を巡めぐらせていた。

　部屋の扉とびらが、ノックをされずにゆっくりと開かれた。白衣の女医がひとり、何も言わずに病室に入ってきた。ファイルとケースを抱えた女医は、京介と目が合うと、つらそうに視線を逸そらした。女医は後ろ手で、扉を静かに閉めた。

　女医がベッドの方へ歩み寄ってきた。京介は浅い呼吸を続け、女医が間近で立ち止まるのを待った。これから何かの処置が始まるのだろう。また昨日と同じくひどい副作用を起こす処置だとしても、もう今以上の苦痛なんてないような気がした。

　女医がケースの中から、注射器と薬の瓶を取り出した時。投げやりだった京介の神経に、恐おそれに似た寒さが走った。京介は無意識に体をはね起こしたが、鳩みぞ尾おちから腹部まで激しい痛みが騒さわぎ、それ以上動けなかった。ベッドが揺ゆれて輸血の台が傾かたむき、豊花が目を開けた。

　女医は黙だまりこんだまま、注射器に濁にごった色の液体を吸わせていた。それを見た豊花がベッドに上がってきて、京介の体にきつく腕うでを巻きつけてきた。

「やめて」

　豊花が女医に向かって叫さけんだ。

「これ以上京介から何も奪うばわないで。家長の言う通り、その方が苦しまないですむのかもしれないけれど、あたしはやっぱり忘れてほしくない」

　豊花の腕は震ふるえていた。

　注射針を見つめていた女医が、豊花へ視線を下げる。女医は痛々しい表情で言った。

「この間、あなたに言われましたよね。苦しんでいる人のことを助けるのが、医者の仕事だと」

「何よ……」

「言われるまでもありません。当然のことなんです。だけど当然すぎて、ここしばらくの間、忘れてしまっていました」

　女医が片かた腕うでで、豊花を押しのけた。豊花は声を発してもがいたが、女医は意外にも乱暴な手つきで、京介から豊花を引き剝はがした。

　豊花をベッドから追いやった手で、女医は京介の肩かたを摑つかんだ。もう一方の腕が迫せまり、目の前で細長い針が光った。京介は身動きができなかった。体の中心で、傷とは異なる痛みが悲鳴を上げていた。床から起き上がった豊花が、もう一度「やめて」と怒ど鳴なった。

「以前家長の命令を受けて、『灯台』収容者の記き憶おくを再生する薬を作ったことがありました。成功は、しませんでした」

　女医がゆっくりと言った。注射針の先から、冷たそうな液が滴したたった。

「あの時残った薬に、手を加えました。急いで調合したうえに、一度も試ためしていないので、うまくいくかどうかはわかりません。全く逆の効果が出てしまう可能性もあります」

　京介の目を見て、女医は眉まゆに力を込こめる。豊花がもう一度京介に手を伸のばしてきた。だが注射器を持つ女医の手も、動いた。

「私がこれからやることは、当然のことでも、組織に属する者としては裏切りに値あたいするのでしょう。ですから……どうか一条さんも、私の理論を裏切って下さい。あなた自身のために」

　針が京介の首筋に刺ささった。針自体の痛みは微び々びたるものであったが、直後に襲おそいかかってきた頭痛に、京介は呻うめいた。脳が締しめつけられ、意識が瞬しゆん時じにひび割れた。豊花がまた抱だきついてきて耳元で何か叫んでいたが、何を言っているのか、京介にはわからなかった。

　いつまで苦しめばいいんだろう。目を閉じた激痛の奥底で、京介は思った。横田の体に棲すみついた誰だれかは言っていた──死んで楽になれ。死後の世界がどんなものか、経験から京介は何となく知っている。妙みような船に乗せられて、どこかへのんびりと運ばれる。ひたすら退たい屈くつで、それさえ苦にならなければ、あの場所につらいことはなさそうだった。どうしてあそこから戻もどってきてしまったのだろうと、今更になって京介は後こう悔かいし始める。

　戻ってこなければ、深廉寺華奈と争うことも、具ぐ幻げん屋やに遭あうこともなかった。

　戻ってこなければ、文化祭の事件で同情なんて、しなかった。

　戻ってこなければ、久画均精に狙ねらわれることはなかった。

　彼女と、再会することも。

　不意に痛みが更さらに自意識を歪ゆがませた。内側から人格が破は壊かいされそうだった。そうなったらどうなるのかと考えた。そうなったら、それこそ兵器になるのではないか。古代術。太古の頃ころ、長おさの兵力として使うために無理矢理生み出された術者。自分はその因子を受け継ついでいる。だから兵器になるのは当たり前。使い潰つぶされて死ぬのも当たり前。

　違ちがうと、京介は必死に吐はき出した。こんな力でも、あなたなら違うように使えると言った人がいた。誰かのために使いたいと決めた自分がいた。頭の中から、京介は誰かの名前を捜さがした。必死に捜さないと見つからないことが、無む性しように悲しかった。

　昨日聞いた豊花の怒鳴り声が蘇よみがえった。あんたがそんなことしても、ちっとも救われない。意識の片かた隅すみに、最後に見た砂島礼子の顔が浮うかんだ。砂島礼子に対する全ての感情を自覚した。そうして唐とう突とつに頭痛はやんだ。

　京介はそっと目を開けた。豊花が茫ぼう然ぜんとこちらを見ていた。女医の表情は落ち着いていた。京介は何かに背を押されるようにして、ベッドから降りた。玲れい洗せん樹じゆの枝を取り、扉とびらを目指して歩いた。足は無意識のうちに速度を上げていた。背後で豊花が何か叫んだ。

　両手で扉を開き、廊ろう下かの果てに向かって走った。曲がり角で太り気味の担当医師とぶつかりそうになった。声をかけられたが、京介は立ち止まらなかった。

　病びよう棟とうを出ても足を止めずに、向かい風の中を駆かけた。冷たい夜空に星がいくつも散っていた。いつの間にか、京介の真横を術具を握にぎった豊花が走っていた。豊花の吐く息が真っ白に染まっていた。

　目の前に、病院の裏門が見えた。ちょうど警備員がふたりがかりで、高い鉄の門を閉めているところだった。京介は豊花の腕を引いて、門の隙すき間まへ体を飛びこませた。驚おどろいた警備員が、ふたり同時に悲鳴じみた声を上げた。京介は動じずに地面を蹴けった。

　病院から出て十数メートルほど離はなれた場所で、思い出したように傷が疼うずき、京介は体をふらつかせた。咄とつ嗟さに肩を支えてくれた豊花が、張り詰つめた顔でこちらを見ていた。豊花の耳にピアスがあった。

　呼吸を整えながら、京介は言った。

「ピアス、もう片方はおれの机の引き出しにある」

「京介……」

「ごめんな」

　豊花の表情がゆるんだ。「思い出すのが遅おそいわよ馬ば鹿か」と言って、豊花は京介の頭を思いきり引っぱたいた。涙なみだが一ひと滴しずくだけこぼれたが、それ以上は出なかった。

　ここは彼女の好きだった世界。だから戻ってきた。蘇った記憶をしっかりと摑み、京介は痛みを堪こらえて再び走った。




　道の途と中ちゆうで、京介たちは虹原高校の風紀委員、長谷と塩原に会った。長谷たちはなぜか血相を変え、著しく意味不明の声を発していたが、よく言葉を聞き取ると「駅前のビルの屋上に化け物が出た、そこには幽ゆう霊れいもいた」と言っているようだった。塩原は「幽霊とは一条君の昔の彼女のことで、出てきたのは十中八九、私のせいですが、反省はしてもまだ敗北は認めません」と更にわけのわからないことを混乱気味に述べていた。風紀委員の言葉を最後まで聞かずに、京介と豊花は虹原駅に向かって走った。

　繁はん華か街がいが近づくにつれて、耳元をかすめる風の中に、どこかの店から流れるクリスマスソングが混じり始めていた。




「みんな、止まってる」

　駅前通りに差しかかった時に、豊花がまず異変を察して、そう言った。

　京介は足を止めてまわりを見回した。自分たちの足音がおさまると、辺りが異常に静かであることにようやく気がついた。夜になって渋じゆう滞たいが緩かん和わされ、信号も青であるにもかかわらず、車道では全すべての車が停車していた。舗ほ道どうの歩行者や飲食店街に流れる人の群れも止まり、誰もが道みち端ばたに座りこんで目を閉じていた。商店街のあらゆる店にはきちんと明かりが点ともっている、街灯も煌こう々こうと輝かがやいている。しかし街には、車のクラクションも人の笑い声も、風の音以外は何も聞こえない。クリスマスソングも、いつの間にか聞こえなくなっていた。

　京介は近くで目を閉じている、サンタクロースの扮ふん装そうをした若い男に駆け寄った。居酒屋の店名が入った看板を抱かかえた男は、京介が調べる限り、呼吸も脈も正常だった。

「時間を止める上級術だ」

　サンタクロースの顔についた落ち葉を払はらい、京介は立ち上がった。

「一いつ般ぱん人じんの記き憶おく操作のために、前にも本家の人間が使っていた。作用するのは一般人だけのはずだから……」

　ふと風向きが変わり、かすかな焦こげ臭くささが鼻をついた。京介は駅の標識がある交差点の先に、目をやった。駅前で一番大きな百貨店が見えた。その近く、ビルらしい建物から、幾いく筋すじもの太い煙けむりが夜空に立ち昇のぼっていた。京介は豊花を目で促うながし、静かすぎる横断歩道を渡わたった。煙のにおいが濃こくなった。

「何よあれ」

　豊花が声を裏返した。もとは七、八階ほどの高さがあったと思われるビルは、上階部分が無む惨ざんに崩ほう壊かいしていた。五階辺りに炎ほのおらしきものがうごめいているが、巨きよ大だいな陽かげ炎ろうはどういうわけか火の色をしておらず、黒かった。京介が眉まゆを寄せた時、暗い炎の向こうで、術の効果と思われる光が破は裂れつした。続いて激しい轟ごう音おんが降ってきて、驚いた豊花が身を縮こまらせた。

　上空からの瓦が礫れきと煤すすが、百貨店前に飾かざられているクリスマスツリーに降り注いだ。ツリーの下にも、大勢の一般人が穏おだやかに眠ねむっていた。木に守られてみな怪け我がはないようであるが、その近辺では、本家から派は遣けんされたらしい上級術者が慌あわただしく動き回っていた。

「あのビルの上で、術者と泉見なつきが戦せん闘とう中だ」

　傍かたわらから低い声がして、京介は顔を上げた。副家長の石田が、険しい顔でビルを見つめていた。石田の全身も煤で汚よごれていた。

「時間操作術は対象範はん囲いが広く浅いせいで、久画均精の人間には通じなかった。対象を絞しぼりこんだ通常の術ならば、泉見なつきにもある程度は通じるはずだが、本人に届く前に破られてしまう」

　上空で、術による爆ばく音おんがまた生じた。上級術者が数名、ビルに向かって駆かけてゆく。豊花が石田へ口早に言った。

「他ほかの人は無事なんでしょうね」

「あのビルは最初から無人だ。損そん壊かいは術で直すが、後でまとめてやる。もちろん、後があればの話だが」

「礼子は無事なのか」

　豊花に代わって尋たずねた京介に、石田が眉み間けんの皺しわを深くした。

「君は……そうか、やはり記憶が戻もどったのか」

　皺を元の深さに戻し、石田は特に感かん慨がいもなさそうに言った。

「動けるのであれば、どちらでも構わないがな。個人的にだが、私も家長のやり方には賛同しかねることもある」

　石田の感想は聞かずに、京介は黒く燃えるビルに向かって走り出そうとした。その京介の行く先を遮さえぎるように、横から乗用車が滑すべりこんできて停とまった。白い車に京介は見覚えがあった。結界仕様が施ほどこされている車内でハンドルを握にぎっているのは、案の定、遠峰秋一だった。

　窓越ごしに、遠峰の視線が京介をとらえた。京介は無言でその目を見返した。

「京介、あそこ！」

　豊花が上空を指さした。京介は黒い火の粉の降る空を見上げた。崩くずれかけたビルの上階部に、煙けむりに飲まれている人ひと影かげが見えた。足場が相当悪くなっているのだろう、ふらつく人影は、今にも縁ふちから足を滑らせそうだった。風になぶられる髪かみと弱々しい後ろ姿を見て、京介は礼子の名前を叫さけんだ。

　人影が振ふり返った。ほとんど同時に、術の閃せん光こうと黒い炎がぶつかりあって、大きな震しん動どうが地上にまで伝わった。ビルの崩壊が更さらに進み、多量の煤が舞まう中、足場を失った人影が宙に投げ出された。京介は全力で走ったが、人影の落下地点には距きよ離りがありすぎた。京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を地面と平行に振り、古代術の呪じゆ文もんを唱えた。

「盾たて、展開」

　地表から、目が眩くらむほどの七色の光が噴ふん出しゆつした。人影は瓦礫の海と化した地面に叩たたきつけられる寸前で、全身を光に包まれて止まった。京介が術を解除すると、光が消えて、人影はまず地面に膝ひざを落とした。そしてそのままへたりこんだ。顔から血の気をなくした少女の前で、京介は息を切らしながら立ち止まった。

　ぎこちない動きで、少女がこちらを見上げた。礼子は虚うつろな目で京介を見ていた。汚れた頰ほおに、涙なみだの跡あとがあった。京介は痛みと感情を抑おさえ、礼子へ手を差し出した。礼子は京介の指先を茫ぼう然ぜんと見つめていたが、数度のまばたきの後、地面についた右手をゆっくりと上げた。だが。

　京介と礼子の間に、突とつ風ぷうと共に黒い影かげが割りこんだ。歪ゆがめた視界の先に、闇やみ色の存在があることを京介は認めた。巨きよ人じんと形容する以外には、何も思いつかなかった。それは全身に黒い炎を纏まとっており、眼がん孔こうと薄うすく開いた口の奥は、不ふ吉きつな暗い色をしていた。異形の手の中では、数名の上級術者が頭を鷲わし摑づかみにされていた。

「お客さん、餌えさを拾ってくれてどうもありがとう」

　巨人のそばで、泉見なつきが無む慈じ悲ひな笑えみを浮うかべて立っていた。巨人を形成する黒い炎は、泉見なつきの握った武器の中から絶え間なく生じているようだった。

「せっかく助けてくれたのに、そいつ、生きるつもりがないらしいんだよ。死ぬ勇気もないみたいだけどね」

　なつきが肩かた越ごしに礼子を振り返り、口の端を上げる。黒い精せい霊れいは、上級術者を興味をなくしたように、地面へ投げ捨てた。

「自じ滅めつ現象が始まって、もう長くない命なんだよ。有効的に利用してやろうと思ったのにさ」

　倒たおれた術者を順に眺ながめ、なつきは最後に京介に視線を定めて言う。

「お客さんも厳しい上司に命令されて、わざわざ来てくれたんでしょう？　無む駄だに体力を使って、無駄に寿じゆ命みようが磨すり減へっちゃったんじゃないの？」

「おれは、自分の意志でここに来たんだ」

　京介は術具を握り直した。

「命をどう使うかなんて、お前が判断することじゃない」

　なつきの笑みが消え、不ふ愉ゆ快かいそうな表情に変わった。京介の横に、豊花が駆け寄ってきた。なつきは唇くちびるを結んで数秒黙だまっていたが、不意に鼻を鳴らして大声で笑い始めた。

「なるほどね。心ない上司の記き憶おく消去の術は、そんな程度のものだったってことか。それともあちらさんも、誰だれかに裏切られちゃったのかな。何にせよ、長おさがここまで手を尽つくしたのに思い通りにできなかった兵器は、光流脈使いの歴史上、きっとお前が初めてだよ。しかも兵器の反はん抗こう理由が、ちっぽけな恋れん愛あい感情だなんて」

「おれは兵器にはならない」

　京介は静かに言い返した。なつきは笑うのをやめたが、まだ喉のどを鳴らしつつ、軽く頷うなずいた。

「そうだね、訂てい正せいするよ。古代術因子所有者の束そく縛ばくから、お前は初めて解放されることができるかもしれないね。だけどどんなに意志を掲かかげたところで、無効治ち癒ゆ体質からは逃にげられないんじゃないの？　砂島だけじゃない、お前だってもうそんなに長くは保もたないんだろう」

　なつきが口元に笑みを戻し、武器を上げた。精霊に漂ただよう炎ほのおがざらりと揺ゆれた。

「ああ、これも訂正。どれだけ保つかの問題じゃない。お前は死んでしまうんだから、今夜、この場所で」

　なつきが武器を振り下ろすと、巨人は黒い暴風と化して京介に襲おそいかかってきた。

　京介は咄とつ嗟さに術具を天に向けて、先ほどと同じ古代術を唱えた。京介の前に、地面と垂直方向に光の壁かべが発動する。壁と黒い風が激げき突とつし、激しい地じ響ひびきが生じて、足を取られた豊花が悲鳴を上げた。光の壁に亀き裂れつが走り、京介は豊花へ逃げるように伝えようとした。その瞬しゆん間かん、ガラスが砕くだけるような音がして古代術が破られた。

　嵐あらしに全身を打たれ、京介は後方へ吹ふき飛ばされた。何とか受け身の体勢を取り、クリスマスツリーの前で即そく座ざに立ち上がった。顔を上げた時、すぐ目の前で黒い精霊が、眼がん窩かを暗く光らせて待ち構えていた。精霊が炎にまみれた腕うでを振り、京介は玲洗樹の枝を突つき出した。

「爆ばく破は、滅めつ亡ぼう。──始動」

　術具の先せん端たんに光の粒つぶが生じ、一秒後には巨きよ大だいな球に膨ふくれ上がって、閃光を伴ともない破は裂れつする。視界一面が白く焼かれ、衝しよう撃げき波はで自分の足もすくわれそうになった。やまない光の渦うずの中、体の右半分を抉えぐられた精霊が吠ほえながら京介へ左ひだり腕うでを向けてきた。空気圧に押されただけで、ツリーが斜ななめに切り落ちた。

　京介は再度術を放とうとしたが、腹部の傷が疼うずいて目め眩まいがした。集中力が一瞬で散ってしまった。背筋が凍こおり、目前に闇が迫せまった時、豊花が抱だきついてきて京介を地面に伏ふせさせた。頰ほおに地面の冷たさを感じると同時に、頭上すれすれを鋭するどい破は壊かい力が通り過ぎた。どこかから石田の声がし、無事な上級術者が精霊へ術を連発させる気配が続いた。

　頭を振ふって痛みを飛ばし、気力を集めて京介は上半身を起こした。隣となりに倒れている豊花は、体を丸めて片かた膝ひざを押さえていた。豊花の指の間から、裂さけた皮ひ膚ふが見えた。京介はすぐに治癒術を使おうとしたが、豊花が眉まゆをつり上げた。

「古代術って潜せん在ざい精神力の消しよう耗もうが激しいから、連続で何度も使えないんでしょう。こんなどうってことない怪け我がに構ってる場合じゃないわよ」

　そう言って豊花は勢いよく立ち上がったが、わずかに顔を歪めたことを、京介は見過ごさなかった。

「豊花」

「あんただって痛いのを我が慢まんしてるじゃない。あたしにだって、そのくらいできるわよ」

　豊花が走り出し、京介も唇を嚙かんであとに続いた。かなり前方で、歪いびつな体の精せい霊れいが片かた腕うで一本で、放たれた術を次々に払はらい、止め、握にぎり潰つぶしていた。その都度跳はね返される嵐や空気圧で、多数の術者が倒れた。瓦が礫れきの山の中には、石田も投げこまれた。そして京介たち以外で動いている術者は、どこにもいなくなった。精霊の後方で、礼子は蹲うずくまっていた。

　術者の攻こう撃げきが当たったのか、精霊の前に佇たたずむ泉見なつきは、全身傷だらけだった。武器を握って直立してはいるものの、なつきは目を閉じていた。隙すきだらけな姿であるのに、京介はなぜかそれを好機と取れず、いやな予感を感じた。しかし豊花は走りながら、風の呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

　精霊から黒い炎が分ぶん離りし、なつきに触ふれた。引火したかのように、なつきの全身が炎に包まれた。炎が消え、再び現れたなつきの体からは全ての傷が消えていた。目を開けたなつきは真まっ直すぐに京介を見て、禍まが々まがしい笑えみを見せた。

　豊花の術が完成し、大気の塊かたまりがなつきを襲しゆう撃げきした。術が直撃してもなつきは全く表情を変えず、武器を高く上げた。京介は速度を上げて豊花の前に出ると、術具を構えた。

「搏はく撃げき、風ふう烈れつ。──始動」

　京介から精霊に向かって、大地が波打ちながら砕け散った。巨大なコンクリートの破は片へんが、次々と黒い炎へ押し寄せていった。術を追いかけるように、京介は礼子に向かって走ろうとした。

　精霊が左腕を振り上げて、巨大な肘ひじを地面へ叩たたきこんだ。その一撃で、地面の波が今までとは反対方向へうねり始めた。京介はやむなく黒い影かげに背を向けて、逆方向へ駆かけた。豊花の腕を摑つかみ、安全圏けんへ一いつ旦たん退こうとした。

　濃こい塵ちりの嵐の中を、精霊が動いた。すぐに気配に追いつかれた。誰だれもいない交差点の中央、京介は応戦しようとしたが、間に合わなかった。視界が闇やみに埋うめつくされ、咄嗟に身を捻ひねって豊花をかばうことしかできなかった。

　脇わき腹ばらの辺りに冷たいものがかすった。冷たさは直後に灼しやく熱ねつの痛みに変わった。京介は豊花とまとめて横断歩道の上へ叩きつけられた。倒たおれる直前、地面の白いラインが赤く染まるのを、京介は見た。

　少し離はなれた場所で、豊花が気を失っていた。無傷な泉見なつきが、こちらを見下ろしていた。時間の止まった街の中に、なつきの楽しげな笑い声だけが響ひびいた。

　黒い炎ほのお。絶望を糧かてにする精霊。瀕ひん死しの人間を救って働き手にし続けていた、久画均精の力の源が目の前にいる。

　だがこの精霊では、誰も救われなかったことを京介は知っている。知っているのに、体が動かない。




　砂島礼子は地面にへたりこんだまま、動けずにいた。礼子の視界を塞ふさいでいた精霊と泉見なつきは、いなくなっていた。礼子の大切な人たちも、遠去かっていた。

　倒とう壊かいしたクリスマスツリー、無傷だが死んだように眠ねむり続ける一いつ般ぱん人じん、倒れ伏ふした光流脈使いたち。荒あれ果てた駅前広場。遥はるか遠くで輝かがやく冬の星座。音のない街並み。世界の終わりをも思わせる景色を、礼子はまばたきをせずに凝ぎよう視ししていた。

　交差点の方から、激しい破壊音が聞こえた。礼子は声には出さずに、大切な人の名前を口にした。立ち上がろうとした礼子の前に、スーツ姿の青年が歩み寄った。光流脈使いの組織の責任者が、静かな表情で礼子に言った。

「僕の車の中は安全だから、全部終わるまで隠かくれているといいよ」

　責任者が片手に持った木の杖つえで、後方を示した。そこには煤すすと塵で汚よごれた車があった。

「遠えん慮りよは無用だよ。君の安全と命は保証するって、彼と約束したからね」

　光流脈使いの必ひつ須す携けい帯たい術具である杖を下げ、責任者は小さなため息をついた。

「交こう換かん条件だった記き憶おく消去は、理論通りの結果が得られない特とく殊しゆなケースだったり、開発者が被ひ術者を哀あわれんじゃったりして、結局うまくいかなかったんだけどね。それでも約束は、一応守らないと」

　礼子は責任者を見上げた。しかし目をあわせたのは数秒だけで、礼子は緩かん慢まんに腰こしを上げた。礼子は責任者の横を通り抜ぬけて、交差点の方へと歩き出した。

「泉見なつきの手が届くところへ行くと、また精霊の餌えさにされちゃうよ」

　瓦礫に躓つまずき転びかけた礼子の背に、責任者が言った。体を起こした礼子は、足を止めずに進んだ。

「それに、わざわざ心を痛める光景を見に行くのは、君にとってあまりいいとは思えないな。君の体がどうなってしまっているか、豊花ちゃんから聞いているよ。君が最さい期ごまで少しでも安らかに過ごせるよう、僕たちも協力してあげたいから」

　礼子は止まらなかった。何度も転てん倒とうしそうになりながら、礼子は真っ直ぐに戦場を目指していった。

　責任者は口を閉じた。風が啼ないた。




「正直なところ、もっとあっさり殺せるつもりでいたんだ。やっぱり古代術は手て強ごわいね」

　交差点の中心、泉見なつきが余よ裕ゆうに満ちた表情でそう言った。黒い精せい霊れいは宙と地面に不ふ吉きつな影を刻んでいた。なつきは夜空に向かって、武器を手にした腕うでを伸のばした。息抜きなのか達成感からなのか、背伸びをしているようだった。

「それにお前が怪け我が人にんなのもラッキーだったよ。私が前に負わせてやった傷、治りが遅おそいのは、逃にげ出した砂島礼子を無理して追いかけたからなんだって？」

　なつきが首を傾かしげた。京介は俯うつぶせの状態で、今にも搔かき消えそうな意識を必死に集中させていた。

「それに加えて、お前は路地裏でもあいつをかばって怪我を深くした。砂島のやつ、裏切り者のくせに私に有利な働きをしてくれたものだよ。感謝したい気分だね。そういえば餌なのに置いてきちゃったけど……さすがにもう逃げただろうな」

　なつきがビルの方に軽く目をやった。その足あし下もとに、風に乗って小さな包みが転がってきた。赤いリボンと緑の包装紙は、誰かが落としたプレゼントのようだった。鮮あざやかな色を視野に入れて、京介は両肘ひじに力をこめた。強ごう引いんに体を起き上がらせると、脇腹からリボンよりも濃い色の血が滴したたった。

「今のお前なら、半はん壊かいした精霊でも充じゆう分ぶんに潰つぶせるよ。だけどこの後にも、壊こわさなきゃいけないものがたくさんあるんだよね」

　なつきがプレゼントを蹴けり避よけた。リボンだけをその場に残し、包みはまたどこかへ転がっていった。

「でも砂島じゃなくても、そこそこの絶望を吐はき出してくれれば、この際誰だっていいかな。その辺で寝ねている一般人を叩たたき起こしてもいいし、お前の役立たずな妹を使ってもいいんだし」

　京介はなつきに玲れい洗せん樹じゆの枝を向け、呪じゆ文もんを口にした。だが全て唱え切る前に、なつきの武器が頭上に迫せまった。精霊が迫った。

　体を横転させ、京介は武器を避けた。直ちよく撃げきは免まぬかれたが、武器の細長い感かん触しよくと同時に、精霊の腕が肩かたを浅く抉えぐった。それだけで痛覚は体の芯しんまで達した。

　奥歯を嚙かんで、体勢を整えようとした。だが間かん髪はつを容いれずに、精霊は襲おそいかかってくる。直じかに殴なぐられる前に、腕が起こした風で右方向へ数メートル飛ばされた。京介は地面に頭と背骨を打ちつけた。しぶといねえお客さん、そう言いながら、なつきの足音が近づいてきた。

　ほんのわずかでも、あの足音を止めることができれば。咳せきと同時に血を吐き出し、京介は立ち上がった。なつきが動かなければ精霊も応戦できない。なつきの足止めをし、確実に術を当てることができれば、精霊の体を今以上に破は壊かいすることは可能だろう。連発ができれば倒たおせるはずだと、唇くちびるを嚙んで信じる。だが視野は霞かすみ、頭がふらついて、潜せん在ざい精神力の底を京介に教え始めている。古代術を使えるのは、多くてもあと二、三回程度だろうと、足に力を入れて予想する。

　術具を両手で握にぎり、京介はまっ先に目に入った脇わき道みちへと走った。一いつ旦たんどこかに身を潜ひそめ、隙すきをついて術を放つ。それに賭かけることにした。

　しかし細い道に飛びこもうとした時、背後から飛んできた鉄パイプ状の棒が、京介の三十センチほど前方の地面に突つき刺ささった。精霊の骨を中心に、その場に黒い姿が現れた。身構える間もなく、京介は突とつ風ぷうに押されて最初の交差点へと叩きつけられた。頰ほおを擦こすったアスファルトは、京介の錯さつ覚かくか、冷たさを増していた。

　耳をつけた地面から、ふと足音が聞こえた。なつきのものではなく、もっと脆ぜい弱じやくな気配だった。京介は顔を上げた。静かな街の中を、小こ柄がらな影かげが足を引きずるようにして、こちらに向かって歩いてくるのが見えた。瘦やせた老女だった。皺しわだらけの首に、汚よごれた服が絡からみついて風を受けていた。

「泉見の婆ばあさんじゃない、まだ生きていたの？」

　京介の斜ななめ前で、武器を手にしたなつきが驚おどろいた様子もなく言った。老女は細すぎる両腕うでを宙へ差し出し、口を開閉していた。干からびた唇から声はひとつとして出てこなかったが、創始者は何かを求める姿で、なつきに近づいていた。

「精霊の持ち主は自分だって、まだ言い張りたいわけ？」

　創始者を見返し、なつきが尋たずねた。創始者の指先はなつきの握る精霊の骨に、今にも触ふれようとしていた。

「まだ生きたいの？　まだ夢見るの？　ねえ婆さん、この精霊を使ってみて、よくわかったよ。こいつを本気で利用すれば、大した時間をかけずに世界なんか白紙にできる。それなのに、今まで何をしていたの？」

　なつきが武器を振ふった。創始者の体は枯かれ葉のごとく簡単に崩くずれ、京介の真横へと落ちた。しわがれた声が、かすかに京介の耳に届いた。死ぬのはいやだ。

「お前が本当にしたかったこと、当ててやろうか」

　なつきが創始者を見下ろした。精霊の炎ほのおを受けて束ねた髪かみが広がり、顔半分は濃こい陰いん影えいに覆おおわれていた。

「お前は追い出された世界を否定し、壊す計画を立てながらも、自分を受け入れてくれる誰だれかが現れないか待っていたんだ。生き延びて、世界や拝はい呪じゆ能力者を監かん視しし続けて、そんな誰かがどこかにいないか、何千年も捜さがしていた。どう？　当たりでしょう」

　穏おだやかな声で言い、なつきは立て続けに武器を振った。黒い火柱が噴ふき上がり、膝ひざを立てた京介の足下を、激しく揺ゆるがした。

「いるわけないじゃないか、そんなやつ」

　なつきがまた武器を振り上げた。

「私の両親は記憶にもならないプレゼントを残して、ある日突とつ然ぜんいなくなったよ。私を殺そうとした通り魔まは、同じ町内に住んでいた人だったよ。道で会ったら挨拶をしていた人だったのに。自分以外の人間なんて、信じるどころか愛する意味がない。そんなことはお前だって知っていただろうに。お前が作った死に損ぞこないの共同体の中でも、信しん頼らい関係は何ひとつできなかったよ」

　京介は玲洗樹の枝を突き出し、凶きよう器きの軌き道どうを逸そらした。正面から叩き返したわけではないのに、術具を通して信じられないほどの圧力が腕うでに跳はね返ってきた。礼子の絶望を吸った精せい霊れいの骨。これまでにもたくさんの人間の苦しみで維い持じされてきた力。傷ついている肩を押さえ、京介は顔をしかめた。創始者がいた場所には黒い煤すすが舞まっているだけで、もう誰も存在していなかった。

「私は別に誰も恨うらんでいないよ」

　なつきは京介に視線を移し、口元に新しい笑えみを浮うかべた。

「他人は邪じや魔まなだけ。必要ないだけ。私は私だけの居場所を作るんだ」

「そんな精霊じゃ、お前だって救われない」

「救うって何からだよ」

　なつきが笑った。動き出した武器を睨にらみ、京介は古代術の呪じゆ文もんを唱えた。京介となつきの間で閃せん光こうが破は裂れつしたが、精霊が起こした強風が、古代術の白い輝きを拡散させた。街に黒い風だけが吹ふき荒あれて、街灯や信号機を次々に傾かたむかせた。街を照らす明かりが続けざまに消えていった。目め眩まいが増長されて、京介は再度片かた膝ひざをついた。

　閉じそうになっていた目を、京介は見開いた。横断歩道の先に誰かがいた。一本だけ残った街灯に照らされて、胸を押さえた礼子がガードレールのそばに蹲うずくまっていた。なつきが鼻を鳴らした。

「あの裏切り者、逃にげ道を間ま違ちがえてるんじゃない？　自じ滅めつ現象って、方向感覚も蝕むしばむんだったっけ」

　礼子が緩かん慢まんに頭を上げた。京介と真まっ直すぐに目が合った。礼子が自分自身を責めて苦しんでいるのが、痛いくらいに伝わってきた。二年前全すべてを受け入れて楽しんでいた礼子は、目の前の世界を見て泣いていた。

　京介は足に力を込こめた。礼子も立ち上がろうとしていた。だが行く手は黒い影に阻はばまれた。鋭するどい突とつ風ぷうが体中に切り傷を刻みつけていった。それでも京介は影を越こえようと、礼子に向かって手を伸のばした。影が迫せまり、肋あばら骨ぼねがひずむほどの痛みが襲おそった。礼子の悲鳴が遠ざかった。視界に礼子の姿が消え、夜空だけが見えた。ずいぶん離はなれた場所へ仰あお向むけに倒たおされたことを、頭の片かた隅すみで京介は理解した。

「ねえ、どうしてお前たちはそんなに頑がん張ばるの？」

　なつきの苛いら立だたしそうな声が、遠くから聞こえた。

「どうしてそんなに他人を大切にするの？　大切にされると何か嬉うれしいの？」

　空の真ん中では、青白い星が儚はかなく輝かがやいていた。自分の体に残っている力は、もうわずかだとわかった。

　だけど負けたくないなと、京介はうつろに思った。




　悲鳴を聞いた気がして、豊花は目ま蓋ぶたを押し上げた。豊花がいる場所は、荒れ果てた車道の上だった。ほとんどの街灯が倒とう壊かいし、生き残った数本が間かん隔かくの長い明めい滅めつを繰くり返していた。豊花のすぐそばに、京介が倒れていた。赤く濡ぬれた胸が、弱々しく上下していた。

　豊花の十数メートル先に、泉見なつきの後ろ姿と黒い精霊が見えた。泉見なつきはゆっくりとした足取りで、横断歩道を渡わたろうとしているところだった。その先に礼子らしき少女がいた。風がやんだのか、辺りは強い静せい寂じやくに包まれていた。

　豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝にしがみついて体を起こした。一度ふらついて足を挫くじきかけたが、何とか立ち上がれた。豊花は京介のところへ行き、治ち癒ゆ術の呪文を唱えた。しかし豊花の使えるレベルの治癒術では、京介の怪け我がは全く癒いやされなかった。それでも京介は薄うすく目を開け、豊花を見て小さな礼を言った。

　表情を歪ゆがませながら、京介が立ち上がろうとした。豊花は慌あわてて手を貸した。起き上がりながら、京介が譫うわ言ごとのように言った。あいつの動きを少しでも止められれば。京介の吐はいた息が、白く染まった。豊花がまばたきをしている間にも、泉見なつきと礼子の距きよ離りは縮まっていった。

　途と方ほうに暮れた豊花の前を、犬が横切っていった。飼い主のいたずらか、頭部にトナカイの角を模した飾かざりを載のせている、妙みような犬だった。犬は豊花たちを見向きもせず、素っ気なく尻尾しつぽを振ふって脇わき道みちへ去っていった。

　時間の止まっているはずの街で、どうして犬が動いているのだろうと、豊花は茫ぼう然ぜんと考えた。働きの鈍にぶい頭でも、答えは簡単に出た。術の効果が切れ始めているのだ。豊花は焦あせって周辺を見回したが、無事な上級術者はどこにもいない。一いつ般ぱん人じんが目を覚ます前に、泉見なつきを倒す方法も思いつかない。自分の無力さを嚙かみしめて、豊花は目をつぶりたくなった。犬が遠くで一声鳴いた。

「……犬」

　豊花はふと呟つぶやいた。昔、子犬を部屋に隠かくそうとした時のことを思い出した。めったに読まない術本を開き、簡易結界の呪文を覚えた日を思い出した。豊花は心しん拍ぱく数すうを跳ね上がらせながら、京介に向かって早口に言った。

「十秒あれば足りる？」

　力を失いかけている京介の目が、訝いぶかしげに揺ゆれた。豊花は術具を両手で持ち直した。

「あいつの足止め、十秒できればいい？　十秒以上は無理なの、でもあたしが今完かん璧ぺきにできることってこの術しかないの。だけどこれならできる。これでもいい？」

　豊花は京介を見つめた。京介は一、二秒、黙だまって傷口を押さえていたが、強く頷うなずいて言った。

「頼たのむ」

　豊花は頷き返し、術具を前方の泉見なつきの背に定めた。渇かわいた口の中に息を送り込み、呪じゆ文もんに意識を集中させた。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ。光の籠かごを二尺まで展開──」

　呪文の途と中ちゆう、豊花は京介に目で合図をした。京介が歯を食いしばり、泉見なつきに向かって駆かけ出した。足音に気づき、泉見なつきが振り返る。豊花は叫さけぶように呪文を唱え切った。

「対象一体、命を囲いて万ばん人にんを排はい除じよ、辰たつにて起動！」

　金色の光の帯が京介を追い越し、泉見なつきと精せい霊れいに向かった。なつきは侮ぶ蔑べつに満ちた眼まな差ざしで豊花を見てから、光に向かって武器を軽く突つき出そうとした。壊こわされる。豊花は呼吸を止めたが、相手の武器はそれ以上動かなかった。光がなつきと精霊を取り囲み、死んでいた街並みが照らされた。

　極度の緊きん張ちようから解放され、脳のう震しん盪とうがぶり返し、豊花は地面に両膝ひざをついた。項垂うなだれながらも、豊花は両手の指を組み合わせて、祈いのった。

　京介、お願い。




　一メートル走るごとに、傷口から血がこぼれた。一メートル走るごとに、体力の底辺が近づいていた。だが京介は止まらずに全力で走った。これが最後だと、自分に言い聞かせた。

　泉見なつきまで、あと五メートル。簡易結界の中で、なつきは不ふ機き嫌げんに眉まゆを寄せていた。あと四メートル。なつきの足あし下もとにはごみがあった。結界の中に共に閉じこめられているのは、潰つぶれたプレゼントだった。包装紙から、クマらしきぬいぐるみがはみ出している。なつきがごみを蹴けり飛ばした。二メートル。結界の中でなつきが怒ど鳴なった。こんなもの壊してやるよ。一メートル。京介は全すべての力を注いで、玲洗樹の枝を振り下ろした。
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「撃げき砕さい、消しよう滅めつ。──始動」

　轟ごう音おんと同時に発生した古代術が、簡易結界の外がい殻かくごと黒い精霊の体を歪ませた。京介は術具を更さらに突き出した。結界が砕くだけ、玲洗樹の枝と、なつきが咄とつ嗟さに掲かかげた精霊の骨が、直じかにぶつかりあった。激しい音が生じて、白い光と黒い光が街を焼いた。精霊側の抗こう力りよくに耐たえながら、京介は玲洗樹の枝に全体重をこめて、もう一度呪文を繰り返した。

「撃砕、消滅。──始動！」

　より強い嵐あらしと輝かがやきが、街を飲みこんだ。巨きよ人じんの闇やみ色の影かげに、白色の亀き裂れつが無数に走った。なつきが握にぎる精霊は骨が、高い音を立てて砕け散った。なつきが悔くやしげに何かを叫び、爆ばく音おんを伴ともなって精霊は崩ほう壊かいした。跳はね返ってきた衝しよう撃げき波はで、漆しつ黒こく色の玲洗樹の枝も粉ふん砕さいした。京介はその場に直立しているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　嵐がやんだ。音も聞こえなくなった。途と切ぎれ途切れの自分の呼吸だけを耳にしながら、京介は視線を巡めぐらせた。横断歩道の先に礼子がいた。表情はよく見えなかった。空っぽの体を引きずり、京介は足を踏ふみ出した。何も持たない手を、礼子の方へ差し伸のべた。

　全ての力が尽つき、京介は倒たおれた。礼子が走り寄ってきたような気もしたが、もうわからなかった。

　目を閉じる前に見た世界は、白い光一色に彩いろどられていた。




　静まり返った街を、責任者は見み渡わたしていた。

　瓦が礫れきの中に危なげなく足を運び、術具を肩かたに載のせて、責任者は独り言を言っていた。術を使用した街の修復作業に、人員と予算がいかほどかかるか、独り言は事務的な計算だった。

　崩くずれたクリスマスツリーのそばに人が立っていることに気づき、責任者は口と足を止めた。鋭するどい視線で責任者を見つめているのは、無傷の一いつ般ぱん人じんだった。責任者は一般人の視線を押し返し、穏おん和わに尋たずねた。

「やあ、名前はまだ聞いていないけれど、僕の部下をつけ回す拝はい呪じゆ能力者だよね。また肉体を替かえたんだ？」

　一般人は答えなかった。

「新しい体で、僕の部下をまた狙ねらうつもりかな。それとも僕に何か用かい？」

　一般人は答えなかった。責任者は術具で自分の肩を叩たたいた。

　一般人が踵きびすを返し、街を去っていく。責任者はまた歩き始めた。

　交差点の手前で、責任者は立ち止まった。その辺りが最も損そん壊かいが激しかった。責任者の足下には、ダッフルコートを着た外敵が倒れていた。外敵は大量の煤すすの中に埋うずもれ、虫の息だった。近くには汚よごれたクマのぬいぐるみが転がっていた。「思い出しちゃった」と、外敵が絶えだえの息で呟いていた。「自分が大切にされていた時のこと、思い出しちゃったよ」責任者は特に表情を変えずに、しばらくの間、外敵の顔を見下ろしていた。

　やがて責任者は視線を動かした。少し離はなれた場所で、セーラー服の矯きよう正せい術者が気絶していた。更に離れた場所、横断歩道の真ん中には、少年と少女が倒れていた。責任者は横断歩道へと歩を進めた。

　少年と少女の間には、ほんのわずかな距きよ離りがあった。しかし偶ぐう然ぜんか、ふたりがそれぞれ投げ出した手は、指の先は、しっかりと重なっていた。責任者は疲ひ労ろう混じりの笑えみを見せ、首を横にゆるく振ふった。

　夜空を見上げ、責任者は計算を再開させた。




　特とく殊しゆ施し設せつ「灯台」十三階個室。文字だらけの床ゆかに立ち、髪かみの長い女が窓の外をひとり眺ながめていた。

　遠い空を見つめ、元術者は口元を和やわらげた。




　　　　＊




　十二月二十五日は、県立虹原高校の終業式だった。

　担任教師から渡わたされた通知表を見て、一条豊花は低く唸うなった。先日終わったばかりの期末試験の結果が色いろ濃こく反映されている成績は、決して素す晴ばらしいとは言えないものであった。

　でもこれは取るべくして取った成績なのよと、豊花は心の中の自尊心をかき集める。試験の三日前まで、豊花は人生最大の事件に巻きこまれていた。事件が終わっても、あれやこれやとやらなくてはならないことが続き、ようやく学校に行けるとわかったのは、試験日当日の朝だった。

　へとへとの状態で高校に赴おもむき、試験中に居い眠ねむりをして教師に起こされ、「やっぱり一条京介の双ふた子ごなんだなあ」と感心されるという、非常に不ふ名めい誉よな出来事もあった。そんな中、諦あきらめず投げ出さず、残った力を振り絞しぼって取った成績が、これ。胸を張って受け止めようと、豊花は通知表を抱だきしめた。その後ため息をつき、制服の袖そでで額の汗あせを拭ぬぐった。

　教きよう壇だんの担任教師は、明日から始まる冬休みの注意事じ項こうについて話し始めた。アルバイトは学校の許可を。生徒だけの外がい泊はくは禁止。職員会議で言われたことをただ伝えているだけらしく、教師の口調にはあまり熱意がなかった。生徒たちもそれぞれ雑談に忙いそがしく、誰だれも耳を傾かたむけていなかった。話の間、豊花のもとにも「本日開かい催さいクリスマスコンパ！　出席者まだまだ募ぼ集しゆう中ちゆう」や「大おお晦日みそか、虹原神社で甘酒飲みまくろうぜ」「年とし越こしはゲレンデで雪まみれ大会参加者募集」などの用紙が、次々と回ってきた。

　豊花が欠席の返事ばかり出していると、後ろの席の女子生徒が小声で囁ささやいてきた。

「通知表が絶望的に悪かったからって、そんな世捨て人っぽくならなくてもいいのに」

　肩かた越ごしに振り返ると、女子生徒は「次、頑がん張ばればいいじゃーん。だめなら来年もあるじゃーん」と、気楽に親指を突つき出してきた。その場だけでもと、豊花も合わせて指を立てた。

　担任教師はまだ注意事項を続けていた。規則正しい生活を。一日のうち少しの間でも机に向かう習慣をつけること。進級までの数か月なんてあっという間なのだから、気をゆるめないように。「数か月」という言葉に、豊花は唇くちびるを結んだ。

　やがて教師の話は終わり、放課後となった。豊花のまわりにクラスメートが集まってきて、「この後ファミレス行って夜までカラオケしてクリスマスを大いに盛り上げよう」と計画を立て始めた。豊花は友人たちに手を合わせ、欠席を伝えた。家庭内の用事が多た忙ぼうなので、冬休み中も多分遊べないと、先に謝っておいた。友人たちは残念そうに声を上げたが、後ろの席の女子生徒が「豊花は通知表に打ちひしがれているの、そっとしておいてあげよう」と他ほかの生徒に言っていた。

　豊花が教室を出ると、廊ろう下かにいたお下げ髪がみの女子生徒が、小走りに駆かけ寄ってきた。風紀委員の塩原友子だった。なぜか頰ほおを赤らめている塩原は、豊花に向かって「あ、あの」と声を上ずらせた。

「帰るんですか」

「帰るわよ」

「寄り道は、しないんですか」

　塩原の問いに、豊花は眉まゆを寄せた。生徒で混みあった廊下は、あちこちで寄り道の話題が飛び交かっている。豊花は長くため息をつき、廊下を歩き出した。

「あたしだけマークしていたのに、悪いわね。しばらくあたしは遊びの予定は全面キャンセルなのよ。取り締しまりがしたいなら、他を当たってちょうだい」

「い、いえ、遊びではなくて、真まっ直すぐ自宅に帰るのかという意味です」

　豊花について来た塩原は、頰を緊きん張ちよう気味にひきつらせて言った。

「い、一条君って、まだ入院中なんですよね？　お見み舞まいに行くのなら、私も一いつ緒しよに連れて行って下さい」

　豊花は塩原を見た。塩原の顔はますます赤くなっていた。

　例の事件の後、現場にいた生存者は全すべて本家付属病院へ運ばれた。豊花も意識を取り戻もどしたのは、処置室の中だった。豊花は幸い軽傷ですんだが、京介は個室病びよう棟とうにそのまま入れられた。そして塩原の言う通り、豊花はこれから病院に行く予定だった。

「か、勘かん違ちがいしないで下さい」

　豊花の視線を察し、塩原が肩かたを痙けい攣れんさせた。三つ編みの髪かみを振ふり、塩原は早口にまくし立てた。

「これはもちろん風紀委員の仕事の一いつ環かんとして、長期欠席をするクラスメートの様子を事務的に統計的に確かく認にんするだけの行こう為いでありまして、それ以上の感情とか魂こん胆たんとか企くわだてとかそういった気持ちは微み塵じんもなく、わざわざこういうことを口に出すのは別に幽ゆう霊れいに対する言い訳とかでもなく、更さらには今日がクリスマスといったことも私の行動には一いつ切さい関係ありません」

「あのね、せっかくだけど連れて行けないわ。京介は面会禁止なの」

　塩原が言い終わるのを待ち、豊花は言った。

「あたしもずっと会わせてもらってないの。同じ病院に他の友だちも入院しているから、毎日寄っているけどね」

　豊花が言い終わるのを待たずに、塩原が奇き声せいを発した。廊下にいた生徒たちが驚おどろき、全員が豊花たちの方を振り返った。塩原はより一層顔を赤らめ、廊下の端はしへ豊花を引きずって顔を寄せてきた。

「めめめ面会禁止って、一条君、そんなによくないんですか？　だってこの間の夜、外にいましたよね。てっきりもう回復しているものだと……」

「だから、あたしも面会させてもらえないんだってば。細かいことはわからないわよ」

「ももももしかして、おのれ幽霊少女が一条君をあの世へ連れて行こうとして、それで病状が悪化しているんじゃないんですか。おのれ幽霊少女め……あわわわ、もちろんこれは風紀委員としての一いつ般ぱん的な心配と怒りでありまして」

　塩原はひとりで口走り、その場で回り始めた。豊花は塩原を置いて、学校を出た。

　校門から数歩進み、豊花は思い返して別の道へ向かった。術者が徹てつ夜やで修復したという駅前通りを歩き、本家所有のマンションに辿たどり着く。久画均精の事件が終わるまでとの指示で住まわされていた住居だが、事件が終わった途と端たん、やはり上層部は豊花たちに対して「数日以内に退居せよ」と命じてきた。素す直なおに命令に従うのはなんだか癪しやくだったので、豊花はまだ住み続けている。

　誰もいない部屋に入り、豊花は冷蔵庫を開けた。栓せんを開けていないシャンパン風飲料の瓶びんを出した。他にも何かないかと、冷蔵庫の中をくまなく見回したが、クリスマスらしいものは見当たらない。仕方なく瓶だけ抱かかえてマンションを出ると、外廊下のところで隣りん人じんに会った。世話好きのおばさんは「セールでつい買いすぎちゃったんだけど、ひとりで全部食べたら太るわよねえ」と言い、豊花にケーキをいくつか譲ゆずってくれた。

　荷物を振り、豊花は病院に向かって歩いた。冷たい風がスカートを揺ゆらした。空は朝から灰色の雲に覆おおわれ、天気予報ではみぞれか雪が降ると言っていた。すれ違ちがった見知らぬ主婦たちの会話が、豊花の耳に入った。寒いのはもううんざり、早く春になってほしいわよね。

「……ならなくて、いいのに」

　口の中で小さく呟つぶやき、豊花は荷物を強く抱だきしめた。足を速めた。本当は豊花も春は好きだ。桜が咲さく、暖かい風が吹ふく、春ならではのお菓か子しもおいしい。巡めぐる季節と色を変えていくこの街が、豊花は大好きだった。だが春が来たら、その頃ころには、豊花の大事な人がひとりいなくなる。礼子はこの世から消えてしまう。事件が終わっても、今まで通りの日常が戻ってきても、豊花の中にはいつまで経たっても覚かく悟ごが固まらない。

　自分はどうしたらいいのだろう。賑にぎやかな街を、豊花は足早に通り抜ぬける。舗ほ道どうの枯かれ葉が舞まった。




「メリークリスマスです、一条さん」

　京介が眠ねむりから覚めた時、最初に声をかけてきたのは、小太りの担当医師だった。医師は丸眼鏡めがねをかけ直し、大たい儀ぎそうに言った。

「わかりやすい日に意識が戻ってくれると、待ち続けたこちらも、挨あい拶さつのしがいがあるというものですよ。クリスマスだからって、個室病棟にはイベントなんて用意していませんけどね」

　見慣れた病室に視線を一ひと巡めぐりさせ、京介は自分の体調を確認した。頭がぼんやりとするのは、単なる寝ね過ぎの症しよう状じようだろう。体の方にもこれといった痛みはなく、布ふ団とんから出ている肘ひじには、点てん滴てきの針が刺ささっているだけだった。京介はベッドの上でゆっくりと体を起こした。傷も骨折も、体を蝕むしばむ気配はどこにも感じられなかった。

「クリスマスプレゼントです」

　すげない口調で、医師が京介に一枚のカードを差し出してきた。見覚えのあるカードだった。無効治ち癒ゆ体質証明書に記された数字は、前回と違って、六となっていた。第六段階だった。

「当然といえば当然ですけど、進行はしてしまいましたよ」

　白衣のポケットに両手を突つっこみ、医師はぶっきらぼうに言った。

「担当している患かん者じやさんがここまで進行したのは、私にとってはずいぶん久しぶりのことです。全く、どうしましょうね」

　京介はゆっくりと息を吐はき出して、証明書に視線を定めた。

　無効治癒体質第六段階。最終段階の一歩手前。この時期に強い治癒術が必要な怪け我がをすれば、七段階へ至り、二度と意識は戻もどらない。負傷に注意しながら生活を送っても、体が弱っている患者は大たい抵てい三年以内に『終しゆう焉えん熱ねつ』と呼ばれる病びよう魔まに冒おかされる。ここで治癒術を施ほどこせば第七段階へ。放置すれば死に至る──。以前医師から聞いた説明を、京介は淡たん々たんと思い出す。どうサイコロを振ふっても、結局同じマスで止まってしまうすごろくみたいだ、と、乾かわいた感想がひとつ出てきた。医師は雲の広がる窓の外を、黙だまって見つめていた。廊ろう下かの方からは、看護師の賑やかな笑い声が聞こえてきた。

「一応これ、第六段階の患者さんに渡わたす決まりになってますので」

　沈ちん黙もくを破り、医師がポケットから手を出した。ビニール袋ぶくろに入ったマスクと、書類が何枚か差し出された。京介は黙って受け取った。

　マスクの見た目は市し販はんされているものとほとんど同じだったが、製造元は本家内の術研究部となっていた。『終焉熱』が生じる過程はいまだ不明であるが、第六段階体質者にだけ作用する病原菌きんが原因、という説もあるらしい。このマスクで菌の空気感染を防止しろという意味に違いないが、気休めみたいなものだろうと京介は思った。書類の方には、永久入院の勧すすめや申込書が添てん付ぷされていた。

「こういう言い方は、本当はよくないかもしれませんけれどね、あなたは幸せな方なんじゃないですか」

　再びポケットに手を戻し、医師が窓に向き直る。京介は何も考えずに、ガラスの壁かべ越ごしに、無人の隣りん室しつを眺ながめた。

「外敵を倒たおした功績で、入院費用は本家が全面負担してくれるそうですよ。今後は面会や外出に対する規制も緩かん和わされますから、顔はあなたにそっくりなのにものすごく元気な妹さんにも、毎日会えることでしょう。それに一条さんもすでにご存じと思いますが、院内には第六段階体質者がもうひとり、だいぶ前から入院しています。妹さんには言えない泣き言も、彼ならわかってくれるんじゃないですか。それから……」

　一度言葉を切ると、医師は強く洟はなをすすった。

「あの元構成員の、患者さん」

　数秒遅おくれて、京介は医師に視線を移した。京介に白い背中を見せ、医師は大きく肩かたを上下させた。

「ここ数日、ずっと検査を受けていましたが、やはり我々の現在の技術では、どうにも難しいようですね。術薬で肉体的苦痛を和やわらげたり、残り寿じゆ命みようを一、二か月程度延ばしてあげるのは可能ですが、自じ滅めつ現象そのものを止めることは、無理のようです」

　可哀かわい相そうですが、と医師がつけ加えた。京介は無言でまばたきをした。医師は窓まど際ぎわに歩み寄り、中庭の方を一いち瞥べつしてから、ベッドの方へ戻って来た。丸眼鏡の向こうで、医師の目はかすかに充じゆう血けつしていた。

　ベッドの横で立ち止まり、医師が言った。

「一条さんが寿命を全うされた頃ころには、あの患者さんが待ってくれていますよ。それは幸か不幸かに分けるとするならば、幸せな方だと思いますがね」

　医師がポケットから手を出した。太い手を差し出して、「あと三年間、全力で仕事をさせてもらいますから」と言った。京介はまばたきを二回してから、黙ってその手を握にぎり返した。

「あの患者さん、今は特別病びよう棟とうの２０１号室にいますよ」

　二秒ほどの握あく手しゆを終えると、医師は笑えみを作った。

「ですが、この病院でできることには、限界がありますからね。明日、東北にある本家の療りよう養よう施し設せつへ移ることが決まっています。虹原からはちょっと遠いですけれど、あそこはいい施設ですよ」

　京介は医師を見上げた。医師は扉とびらの方に歩き出しながら、頷うなずいた。お別れをするのに間にあってよかったですね、と言って。

　医師がいなくなり、扉が閉まった。静せい寂じやくの戻った室内で、京介は一いつ切さいの思考をじっと止めていた。

　何分か経たってから、渡されたカードや書類を棚たなに入れようとまず思った。だが棚の中にはもう隙すき間まがなかった。




　何となくマスクをつけて、京介は中庭に出ることにした。廊下ですれ違ちがった看護師や患かん者じやたちは、なぜかみな楽しそうに見えた。ロビーの出窓では、小さなツリーが輝かがやいていた。

　曇くもり空の下、冷たいベンチに座った。池の水面には薄うすく氷の膜まくが張っていた。風を感じながら、京介は考え事をするつもりでいた。だが次々と話しかけてきた人々によって、妨さまたげられた。

「お喋しやべりな看護師の噂うわさで聞いたぞ、第六段階に進行したんだって？」と笑顔で近づいてきたのは、ウインドブレーカーを来た若い入院患者だった。頷いた京介に、男は「ついに仲間だなあ」と、空を見上げた。残り三年間楽しくやろうよとも、言った。空の中で、電線が震ふるえていた。

　病棟の方から歩いてきた若い女が、男に手を振った。男は苦笑いで手を振り返し、「俺の彼女、遅ち刻こく記録を順調に更こう新しん中」と京介に言った。声は見み舞まい客きやくにも届いたらしく、女は「今日は仕事で少し遅おそくなるって言ったでしょう」と、怒おこり口調で言い返した。その後に、京介に丁てい寧ねいな会え釈しやくをした。

「こいつ、術による埋まい葬そうの仕事をやってるんだ」と、男が京介に女を紹しよう介かいした。「ここ何日かかけて、これまでに亡なくなった久画均精の人たちを、全員弔とむらってきたんだって。顔に似合わず崇すう高こうな仕事をしてるだろう？」男が言うと、女は「顔に似合わずって何」と男の肘ひじを軽く叩たたいた。ふたりはベンチの前で、しばらくの間ふざけあっていた。京介はマスクの下でそっと息を吐はいた。実験で消されてしまった入院患者の記き憶おくは、きっとあの女医が戻もどしてくれたのだろう。よかった、と思った。

　患者と見舞い客が去ると、入れ替かわりに父親の尚が現れた。尚は「ハワイの土産みやげ、何がいいか聞きに来てやったぞ」と恩着せがましく言い、勝手に京介の隣となりに腰こしを下ろした。ベンチが軋きしんだ。

　明後日あさつての飛行機でハワイに行くこと、特に希望がなければ土産は海辺の砂になることを、尚は一方的に告げた。京介は何でもいいと答えた。尚が横目で何度もマスクを見ていることを、京介は気づいていた。尚が何も聞かなかったので、京介も何も言わなかった。

　最後に尚がベンチから立ち上がり、「猛もうレッスンをした」というフラダンスを数分間披ひ露ろうしてくれた。偉えらそうに踊おどり出したわりには、終わった時の尚の表情は、非常に気き恥はずかしそうなものだった。気をつけて旅行に行くように、とだけ、京介は言った。父親は京介の肩を二度叩いて、明日は母親と姉が見舞いに来るから覚かく悟ごしておけと言い残し、大おお股またに帰っていった。

　ひとりになり、深呼吸をし、京介が頭を切り換かえようとした時。パジャマ姿の男児が躊躇ためらいがちな視線を寄こしながら、ベンチの方にやって来た。男児はベンチから数歩離はなれた場所で立ち止まり、「おにいちゃんこんにちは」と小声で頭を下げた。京介も顎あごを引いた。

　男児は唇くちびるをへの字に結び、両手で持った怪かい獣じゆうの玩具おもちやを、ひっくり返したり元に戻したりしていた。京介は黙だまって男児が口を開くのを待った。一いつ般ぱん病びよう棟とうの方から、複数の子供の歓かん声せいが聞こえた。小児科の入院患者らしき子供が五人ほど、庭に駆かけ出してきた。子供たちは池の氷を見ると、大おお騒さわぎをし始めた。

「ぼく、おにいちゃんたちが仲よくなれますようにって、一生懸けん命めいサンタさんにお願いしたんだよ」と、男児が言った。子供の喚わめき声にかき消されそうな声だった。「でも、お願い叶かなわなかったね。ごめんね、おにいちゃん」男児が玩具を強く握った。京介は首を横に振ふった。

　池のまわりの子供たちは、何かのヒーローごっこを始めたようだった。縁えん石せきを指差し、どこからどこまでが「なんとか星」で、この先は「なんとか宇宙」と決めあっていた。派手な名前の必殺技わざが、ひっきりなしに叫さけび合われる。その様子を、ベンチの傍かたわらで男児はじっと見つめていた。

　子供のひとりが京介を指さして「あっ、あの人知ってる」と叫んだ。「すんげえ術を使って本家の敵をやっつけたんだって。看護師さんが言ってたぜ」まわりの子供が沸わき、「すげえじゃん」「モメンギャーよりやるじゃん」「オレも大きくなったらそういう術者になる」などと言いながら、遊びを中断してベンチのまわりに集まってきた。自然と男児も、子供の輪に囲まれてしまった。

「あっ、それモメンギャーじゃん」と、子供が男児の玩具を指さした。他ほかの子供も「本当だ」と叫んだ。「新しいやつじゃん。他に何持ってるの」と尋たずねられ、男児が小さく「おから星人……」と返すと、「すんげえレアじゃん」とまた歓声が上がり、京介には全くわからない会話が続いた。男児の表情に笑えみが見え始め、やがて男児も遊び仲間に加わることが決定した。男児は京介に手を振り、子供たちと共に庭の中央へ駆けていった。風に飛ばされて、京介の膝ひざに枯かれ葉が載のった。葉を摘つまみ、京介は静かに土の上へ戻した。

　そして顔を上げた瞬しゆん間かん、京介は動きを止めてしまった。池の向こうから、真っ赤な服を着た中年女が、満面の笑みで歩み寄ってくるところだった。「一条君よかったわあ、意識が戻って」と、保険会社の外交員は大きな声で言った。外交員は気象庁が発表した「今年の冬は寒い」という見解に文句を並べ立て、ベンチにブランド物のバッグを置いた。外交員の化け粧しようは今日も鮮あざやかで、バッグもやはり、とんでもない形に膨ふくれ上がっていた。

　天気の話題から、外交員は唐とう突とつに、保険加入の件を切り出してきた。バッグを開け、京介の病室の棚たなにも大量に詰つまっているパンフレットやチラシを、また突つきつけてきた。外交員は恐おそろしい速さでパンフレットを捲めくり、この保険が加入者と受取人にとっていかに素す晴ばらしいか、何度も何度も繰くり返して述べた。外交員の放つ熱量によって、庭の温度が若じやつ干かん上がったかと感じるほどだった。

　外交員の熱弁と京介の無言の闘たたかいは、三十分間近く続いた。外交員は結局のところ「生命保険は人と人を繫つなぐ愛の架かけ橋なの」としか言わなかったし、京介は全く別のことを考えていた。考えながら、膝の上に勝手に置かれたチラシを視界に入れた。

　やがて京介が返事をすると、外交員の動作がぴたりと止まった。京介たちの間を風が往復し、外交員の目が歌か舞ぶ伎き役者的に見開かれた。外交員が叫んだ。やったわ、と、怒ど鳴なった。偉いわ一条君と、京介は背中を十発叩かれた。ありがとう一条君で、また十発、おめでとう受取人様で、更さらに十発叩かれた。京介が咳せきこむと、外交員はようやくパフォーマンスを終しゆう了りようしてくれた。「あ、でも加入したからって、すぐに死んじゃだめよ」と、外交員は五秒だけ真面目まじめな顔をして言った。

　一連の手続きをすませ、揚よう々ようと引きあげていく赤い後ろ姿へ、京介は特別病びよう棟とうはどこにあるかを尋ねてみた。外交員は他の患かん者じやとも契けい約やくを取っていると言っていたから、院内について詳くわしいのではないかと思った。予想通り、外交員はあっさりと特別病棟の場所を教えてくれた。

　外交員が帰り、いつのまにか子供たちも庭からいなくなっていた。頭上の雲をもう一度見上げてから、京介はベンチを去った。




　外気で冷えた飲料水の瓶びんと、ケーキの箱を抱かかえ直し、豊花は特別病棟の廊ろう下かを進んでいた。この病棟を見み舞まうのも今日で最後。明日から礼子は遠く離はなれた別施し設せつへ移るのだと、先日医師から聞いた言葉を豊花は嚙かみしめる。

　療りよう養よう施し設せつは付属病院よりも規模が小さめで、患者の数も少ないが、その分より親身で家族的なケアを目指しているという。だが礼子と離れるのはいやだと、豊花はずっと反対していた。虹原から新幹線を使えば数時間の距きよ離りだと言われても、納なつ得とくいかなかった。礼子本人は納得も何もなく、諦あきらめきった眼まな差ざしで承しよう諾だくしていた。その姿が、一層豊花をつらくさせた。

　廊下を曲がり、目標の病室が見えた。豊花は足を止めた。２０１号室の扉とびらをノックしている人物がいた。後ろ姿でも、それが双ふた子ごの兄であることは、豊花はすぐにわかった。

　病室の中から医師の返答があり、京介が扉を開ける。豊花の前を通りすぎた看護師二名が、室内に消える京介を見て低く囁ささやきあった。「個室病棟の一条さん、第六段階に進行したんですって」「自分の方も大変なのに、砂島さんのお見舞いかしら」「お別れでしょう？　お気の毒にね」

　豊花は声もなく、荷物を抱だきしめた。




　広さは自分の病室の半分、ひとり分のベッドがあるだけの簡素さは変わらない部屋へ、京介は入った。窓まど際ぎわにいた白衣の女医が、微笑ほほえんだ。礼子は白い寝しん具ぐ姿で、ベッドの縁ふちに腰こしかけていた。京介を見ると、礼子は顔に驚おどろきの色を浮うかべた。

　女医はそれまで広げていた書類を閉じると、京介に向かって背筋を伸のばした。

「一条さんの意識が戻もどられたら、ご挨あい拶さつに伺うかがおうと思っていたんです。実は私、今日限りでこの病院を辞やめることになりました。今までご迷めい惑わくをおかけしました」

　まばたきをした京介に、女医は柔にゆう和わな笑みを見せた。

「今後は、東北にある療養施設での勤務となります。明日の朝、砂島さんと一いつ緒しよに出発します。安心して、お任せ下さい」

　女医の目を見て、京介は黙だまって頷うなずいた。女医は「一条さんもお大事に」と言った。

「そんなわけでして、いろいろと準備をしないとなりません。正直に言いますと、荷造りもまだ終わっていないんですよ」

　女医は礼子の方を一度振ふり返ってから、京介に尋ねた。

「私はしばらくの間、この部屋を出てしまいますが、構いませんか？」

「別に……」

「そうですか。助かります。では何かありましたら、すぐに呼んで下さい」

　書類を抱え、女医は病室を出て行った。礼子が俯うつむき、膝の上で手を握にぎり直した。特別病棟の方は患者が少ないのか、廊下からの声や物音はほとんど聞こえてこなかった。京介は女医がいた窓際まで歩き、胸に溜たまった息を吐はいた。ようやく礼子に会えたのに、何から話したらいいのか、少し迷った。

「具合は、どう」

　京介が尋たずねると、礼子が顔を上げた。時間をかけて口元に小さな笑えみを作り、礼子が答えた。

「薬をもらったから、苦しいのはなくなったわ」

「そう」

「豊花が毎日お見舞いに来てくれて、だいぶ気も晴れた。さっきの先生も、優やさしいし」

「うん」

「明日行く施設って、すごくいいところみたい。田舎いなかだけど、静かで、空気がおいしくて、景色も綺き麗れいだって」

「うん」

「京介君は……」

　言葉を切り、礼子が手のひらで口を押さえた。京介は思わず足を踏ふみ出したが、礼子は声を堪こらえて静かに涙なみだを流していた。

「ごめんね」

　眉まゆを歪ゆがめて、礼子が言った。

「他のお医者さんが噂うわさしていたから、無効治ち癒ゆ体質のこと、知ってるの。長くてもあと三年しか生きられないってことも、聞いてしまったの。私が巻きこんで、私が傷つけて、私のせいで、京介君の人生をめちゃくちゃにしてしまった。本当に、ごめんね」

　京介はマスクを外した。冴さえた空気を直じかに吸い、マスクを通さずに声を伝えた。

「おれも、ごめん。もっと力があれば、もっと早く礼子を助けられたかもしれない」

「私は、いいの」

　礼子が首を横に振って、涙を拭ぬぐった。拭ったそばから涙がこぼれていた。

「近いうちにこうなることは、最初から決まっていたの。二年前に、ちょうど二年前の今いま頃ごろに、私は旅先で死んでいたはずなのよ。だけどそこから二年も生きられた、すがりついた手段はよくないものだったけれど、もう一度会いたかった人にも会えた。きちんとした死に場所を与あたえてもらえて、施設に移る前に京介君にも会えて、何も思い残すことはないの」

　言いながら、礼子の声はどんどん震ふるえていった。言えば言うほど、表情には本心が広がっていった。「雪が見たいなんて、思わなければよかった」と、礼子が両手で顔を覆おおった。そして声を上げて泣き始めた。京介は礼子のそばまで歩いて、隣となりにそっと腰を下ろした。礼子の声を聞きながら、窓の外を見た。いつかと同じ、冬の空が見えた。枯かれた木に、数羽の鳥が肩かたを寄せあって留まっていた。

「さっきまで庭に出て、礼子になんて言おうか、ずっと考えていた」

　礼子の呼吸が落ち着くのを待ち、京介は口を開いた。

「放課後、別れる時にいつもなんて言っていたか、思い出していた。じゃあ、とか、また明日、とか、素っ気ない言葉ばかりだった」

「気を遣つかわなくても、今までと同じで嬉うれしいよ」

　掠かすれた声を、礼子が無理矢理笑わせる。「また明日」は、もう叶かなわないと思うけれど、と。

「考えていたら保険会社の人が来て、それで、保険に入った」

　窓越しの空を見つめて、京介は言った。

「術者専用の生命保険。おれが死んだら、保険金が豊花に入る。多分、それなりに喜ぶとは思う」

　礼子が濡ぬれた顔を上げた。京介は続けた。

「だけど、三十年間死なずにいられたら、掛かけ金がいくらか戻ってくるらしい。その金額でも、豊花は満足すると思う」

　深く息を吐き、京介は自分の言葉に浅く頷いた。

「あと三年しか生きられないってみんなが言うけれど、探してみようと思ったんだ」

「探すって……」

「おれも礼子も、もっと生きられる道を、生き残れる方法を、これから探してみる。見つかる保証はないけれど、やってみる」

「京介君」

「死んで楽になれって何度も言われた。でもおれは、生きていたいんだ」

「京介君……」

「だから礼子も、できれば諦あきらめないでほしい」

　礼子はしばらくの間、唇くちびるを震わせていた。しかし震えがおさまった後、礼子は悲しげに眉を下げた。

「ありがとう」

　礼子が深く息を吐いた。

「だけど、私のことでこれ以上無理してほしくないの。京介君は、自分が生きられる道を探して。自分のためだけに時間を使って。それにこれ以上何かしてもらえても、居場所や未来のない私は何も返せない人間なんだよ。これまでだって、ずっとそうだったのに」

「礼子」

「京介君、二年前より前向きになったね」

　懸けん命めいに笑えみを浮うかべ、礼子が表情を綻ほころばせた。

[image: ]

「そんなことを言えるようになれたんだね。私なんかがいなくても、強くいられたんだ。だから……」

「おれは強くないよ。何度も挫くじけそうになったし、逃にげ出したこともある。ひとりじゃ、生きられなかった」

　脆もろい笑みを止め、礼子が京介を凝ぎよう視しした。京介も礼子を見つめ返した。

「そばにいてくれるだけでずっと満たされていた。それに礼子が教えてくれたんだ、この世界は楽しいって」

　窓の外、鳥が飛び立つ音がした。暖かい場所へ行くのだろうか、そんなことを考えながら、京介は礼子に尋たずねた。

「積もる雪は、もう見たくないか」

「え……」

「保険に入ったら、旅行券をもらったんだ。全部片づいたら、迎むかえに行く」

　礼子の瞳ひとみが揺ゆれた。

「一いつ緒しよに見に行こう」

　礼子の瞳から涙なみだが溢あふれた。

「一緒に、生きよう」

　礼子が涙を流して、京介の胸にしがみついてきた。礼子の背中に両手を回し、京介は目を閉じた。

　激しい音がして、京介は目を開けた。部屋の扉とびらが勢いよく開かれて、豊花が何やら喚わめきながら駆かけ寄ってきた。豊花は荷物を投げ出すと、「あたしも混ぜなさいよお」と涙なみだ声ごえで訴うつたえ、京介と礼子にまとめて抱だきついてきた。礼子の顔いっぱいに、自然な笑みが浮かんだ。

　ベッドの上には、豊花が投げた飲料水とケーキの箱があった。京介は再び窓の外を見上げた。窓の向こうでは、雲が晴れ始めていた。

　この街にもいずれ雪が降り、やがて春が来る。訪おとずれる未来に、京介はもう一度希望を持ってみる。

　雲の割れ目に、鳥が飛んでいく。高く澄すんだ青空が、遠くまで広がっていった。







　あとがき







「まとめの巻はクリスマスっぽい話にしたいな」と、以前から考えていました。

　私は作品中の季節や行事にこだわりたい時、音楽の力を借りて、雰ふん囲い気きやイメージを固めることがあります。今回も、「書き始める前にクリスマスの曲を聴きいておこう」と思っていました。

　そうして手持ちのＣＤを漁あさっていると、中学三年生の時に買ったアルバムが、一枚出てきました。発売するのが楽しみで楽しみで、発売日の前には模試やマラソン大会、三者面談など、私が心から苦手とする関門がうじゃうじゃとありましたが、「これを越えたらあのＣＤ！」とひたすら励はげまされて入手したものでした。

　そのアルバムの最後には、とても素す敵てきなクリスマスソングが入っていました。当初はノリノリの別の収録曲が目当てで買ったのに、気がつくとその曲ばかりを繰くり返して聴いていました。私は当時「勉強っていうよりもノートに小説書くのが楽しいから毎日机に向かっているだけ、みんな騙だましてごめんねあはは」という感じの子供だったのですが（笑）、その曲を聴いている時だけは「いつか私も、人の心に届くような作品を創つくりたいなあ」と結構真面目まじめに思ったことを覚えています。

　今の私が、あの頃ころ目指した自分にどれくらい近づいているのか、考えこむことも多々あります。ですが、この小説を読んで下さった方が、ほんの少しでも面おも白しろいと思って頂けたなら、この上なく幸せに思います。




　一曲の音楽を例に挙げましたが、実際には数え切れないほどの人々や創作物、あらゆることが、私に素晴らしい影響や力を与えてくれました。

　そして今も、たくさんの方々に支えられてここにいます。

　角川書店のみなさん、スニーカー文庫編集部のみなさん、担当編集者の主藤さん、原田たけひとさん、佐伯さいき淳じゆん一いちさん、印刷所さん、デザイナーさん、校正者さん、本屋さん、そしてそして読者のみなさん、それから友人知人、身内の面々、その他のみなさん……全ての人々に、心から感謝をおくりたいと思います。ありがとうございます。

　話のネタがたくさんあっても、何冊も書き続ける気力があっても、私ひとりの力では、絶対にここまで続きませんでした。編集者さんがいつも優やさしく、そして辛しん抱ぼう強く励まして下さったから、原田たけひとさんの素敵なイラストを見て元気と勇気とやる気が湧わいたから、佐伯淳一さんが素晴らしい漫画で世界を鮮やかに広げて下さったから、そしてそうやって出来上がった作品を受け取ってくれる読者さんがいたから、長編『バイトでウィザード』は十冊まで来ることができました。本当にありがとうございます。




　みなさんの日常が、より一層愛いとおしいものになることを願いつつ。

　また次にお会いできる日を、心から楽しみにしております。





椎野美由貴　　


















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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唱となえよ安やすらぎの歌うた、と星ほしは輝かがやいた
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